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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　謹きん賀が新年。

　あけましておめでとう御ご座ざいます。

　そんな挨あい拶さつの飛び交かう一月一日の昼。僕ぼくは『実家』へと帰き郷きようしていた。

　大学のために大阪に住んでいる僕だが、一回生の僕は当然未成年であり未み婚こん者しやだ。戸こ籍せき自体は両親の下もとに置かれている。なので現げん住じゆう所しよである六畳じよう一間のおんぼろアパートではなく、九州は福岡県にある２ＤＫのマンションの一室こそが、僕にとっての実家なのだった。

「ただいま～」

「おかえり」

　ほぼ一年ぶりに顔を合わせた我わが子への愛あい情じようをまるで感じさせないどころか、むしろ帰って来なくても良かったのにと言わんばかりの両親に軽く挨拶を済すませる。まぁ、この歳としになれば今いま更さら親の愛情など別べつ段だん重要ではなく、むしろ邪じや魔まになるばかりなので、これくらいで十分だろう。ベタベタと抱だきしめ合う方が不自然ってものだ。

　なので一言二言、言葉を交わしながら僕は久ひさ方かたぶりの自室に荷物を置いて、さっさとリビングの炬こ燵たつへと足を突つっ込こんだ。八畳ほどの広さを持つ唯ゆい一いつの家族団だんらんスペースには主役である炬燵の他ほかに灯油ストーブが置かれている。

　我が母上様は極きよく度どの寒がりなので、室内はむしろ暑苦しい程ほどだ。

　そのくせ、エアコンは電気代の無む駄だなどと言って使わない。

　この程てい度どの不合理に付き合えないようでは世の中生きていく事は出来ないのである。

　向かいには父さんが居いて、ボンヤリと退たい屈くつそうな瞳ひとみでテレビを見つめていた。

　分ぶ厚あついブラウン管のその上にはわざとらしくも小さな鏡かがみ餅もちが載のせられていた。もちろん、プラスチック容よう器きに包まれた、スーパーで売られている安物である。頂ちよう点てんに置かれているのは橙だいだいではなくバレンシアオレンジだった。

「……大学は、どうなんだ？」

「ん？　あぁ、一いち応おうちゃんと勉強してるよ」

「そうか。頑がん張ばって卒業しろ」

「そうよぉ、さっさと卒業して良い所に就しゆう職しよくして楽をさせてよね」

　我が子の将しよう来らいより、自分の老後が心配らしい母上様は、そう言って何かを差し出してきた。

　一いつ瞬しゆんだけお年玉かと期待してしまったとして、僕に落ち度はないだろう。

　それくらいのポジティブシンキングは許ゆるされてしかるべきなのである。

　が、希望が必ずしも叶かなえられるとは限かぎらない。

　手に取ったものは至し福ふくのポチ袋ぶくろなどではなく、ただの年ねん賀が状じようだった。

「えっと……ところでお年玉なんぞは？」

　そう聞くとニッコリ笑顔えがおで「甘あまえるな」と言い放たれてしまった。

　分かっていた事とはいえ、なんとも悲しい現実である。

　僕宛あてに届とどけられていた年賀状は十枚まい。半分が企き業ぎようからなのはご愛あい嬌きようとして、今の時代、五人も出してくれたのはありがたい話だ。そして申し訳わけない話でもある。なんせ僕は一通も出していないのだから。

　年賀状という風習自体を否ひ定ていするつもりはないが、メールという素す晴ばらしいツールと出会ってしまえば最も早はや高いお金を払はらって何日も前に送り、時には少年アルバイターに捨すてられたりもするそれを利用する気にはなれない。

　こちらへ向かう新しん幹かん線せんの車中で、大学の知り合いへも全すべてメールで済ませていた。

　なので届けられていたのは携けい帯たいのアドレスを知らない高校時代の友人からだ。大阪の住所を教えていなかった──というかギリギリまで居きよ住じゆう先さきを決めかねていたので教える余よ裕ゆうがなかったのだ──ので、こちらに届いたのだろう。

　謹賀新年というお決まりの四文字熟じゆく語ごが印刷されたそれらを一枚一枚確かく認にんしていく。恐おそらくwordか何かを使って文字とイラストをデザインしているのだろう。写真付きのなんかもあって、比ひ較かく的凝こっていた。

　そんな中に、一枚だけ異い質しつのものを見つけた。

　送り主の名は───大おお薙なぎ詩うた葉は。

　名前を見ただけで重い溜ため息いきが漏もれ出してくる。それは水で溶とかないまま放ほうり込んだ片かた栗くり粉このようにダマになった記き憶おくであり、つまり消化される事のない悔かい恨こんの毛玉である。

　まったく、酷ひどい話だ。

　自殺したクラスメイトからの年賀状だなんて、さ。
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『この手紙を読んでいる時、ボクは死んでいます』

　なんて一文で始まる手紙を受け取った時、他ひ人とはどんなリアクションをとるのだろうか。

　悪あく質しつな、あるいは軽けい薄はくな悪戯いたずら……と考えて笑ったり呆あきれたり丸めてゴミ箱へと放り込むのが最もベターな反はん応のうなのだろうと思う。それを読んで意味を探さぐり真しん摯しに受け止める人なんてそうそう居いないだろう。

　それでも僕にとって、彼女の手紙は紛まぎれも無く『天国から送られたもの』だったのである。

『あとあと後悔したくないので、ちゃんと送っておきます。

　ふたりの記憶を残すためじゃなくて、もっと別の目的のために。

　そんなのキミにとっては苦しいだけだって分かっているんだけどね。

　ボクらにはそれ以外に救われる術すべがない事も分かっているから。

　だからなのかもしれない、ボクはキミに全すべてを委ゆだねてみようと思う。

　すごく、複ふく雑ざつでややこしくて、とっても面めん倒どうな事なので無む視ししてもらっても構かまいません。

　一応嫌いやな女ってまじめに自覚しているつもりだしね。

　それでも叶かなうならつぎのお願いを聞いてください』

　手紙にはそんな馬ば鹿かみたいな文字が綴つづられていた。

　いや、これだけならまだマシだったのかもしれない。問題はそこから先、数行開けて書かれた文章だった。あまりにも複雑で馬鹿げた夢ゆめ物語。まともな神しん経けいがあるのならふざけるなと怒ど鳴なり散らしたくなるだろう内ない容よう。

　だがその最後に、彼女はこんな願いを残していた。

『ごめんね。正直、これを書いている今、凄すごく怖こわいんだ。ボクはボクの死んだ後の世界に干かん渉しよう出来ないから。全ての未来を見通す予知能のう力りよくがあったとしても、不安は消えないんだよ。それでも、ボクは信じている。必ず世界に希望はあるって。だから会いに来て欲ほしい。暴ぼう慢まんな願いだと分かっていても、キミに希望を託たくしたい』
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　彼女、大おお薙なぎ詩うた葉はと出会ったのは、高校二年生に進級した春の教室でだった。

　学年が変わり、クラスが変わり、一年の時からの知り合いと、そうでない連中との溝みぞがまだちょっとだけあったころ。とある男子の提てい案あんで、クラスコンパが行われる事になった。もちろんクラスコンパなんて言ったって、一クラス全員が集まれるような場所があるわけでもなく、幾いくつかのグループに限げん定ていされたものだったのだけれど。

　その中の一つに、偶ぐう然ぜんだったのか何なのか、果たして僕と彼女は居いた。

　コンパ自体は、まぁ無ぶ難なんに始まって無難に終わった。そこらをちょっとぶらついて、大して美お味いしくも無い安いファミレスで軽くご飯を食べて、音おん響きようも微び妙みようなカラオケにフリーで入って、それで解かい散さんだ。別に二人きりで消えていく男女が居たわけでもない。実に健全なお遊びだった。

　メンバーも知り合いと、知り合いの知り合いだけだったからかなり盛もり上がった。特別大した話題もなくて、けれど楽しい時間だった事だけは漠ばく然ぜんと記憶している。

　そんな楽しい一時を終えて、それぞれに解散した後だった。

　帰り道、不意に名前を呼よばれて僕は振ふり返った。

　そこに居たのが詩葉だった。

　もちろん、この時点では名前でなんか呼んでいない。「大薙さん」なんて呼んでいた。そう呼んだ事さえ、その日が初めてだった。

　それまで、僕らには直ちよく接せつ的な繋つながりなんてなかった。一年生の時はクラスが別だったし、名前を知ったのもコンパで紹しよう介かいされたからだった。最初のＨＲで自じ己こ紹介はしていたのだけれど、その時は後ろの席の友人と喋しやべっていてほとんど聞いていなかった。

　だから、そんな彼女が自分を追いかけてくる理由は、ちょっと思いつかなかった。忘わすれ物をしたのかもとは考えたけれど、それでもわざわざ追いかけてくるほどではないだろう。翌よく日じつ、教室で渡わたしてくれればそれで良いのだから。
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「どうかしたの？」

「ちょ、ちょっと待って」

　彼女は息を整えた。よほど必死に走ってきたのだろう。

　膝ひざに手をつき上半身を倒たおしてぜぇぜぇと熱い息を吐はき出す彼女を、僕はただ驚おどろきと戸と惑まどいのまま見つめていた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ？」

「ハァ……大丈夫、大丈夫。ちょ～っと全力疾しつ走そうしてきただけだから、問題なしだよ」

「いや、全力疾走って。もしかして何か忘れ物した？」

「ううん、誰だれも忘れてなんか居ないよ。このタイミングでなきゃいけないんだ」

　その妙みような言い回しに気付いたのはもう少し後になってからで、この時点での僕は周囲に無数のクエスチョンマークを乱らん舞ぶさせるだけで、きっと傍はたから見ていれば随ずい分ぶん間ま抜ぬけな顔をしていただろうと思う。

　そんな僕に対して、彼女はビシッと右の人差し指を向けた。

「キミは絶ぜつ対たい、ボクの事を好きになる！」

　それはもう誰がどう聞いたって、完全無欠に宣せん戦せん布ふ告こくだった。
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　お節せちを軽く摘つまんだ後、僕は久ひさしぶりの町を歩いてみる事にした。

　大阪に戻もどってからまだ一年も経たっていないからか、あまり懐なつかしいという気はしない。というか『大阪に戻って』なんて考えている辺り、やっぱりここは僕にとって故こ郷きようにはならないのだろう。

　我わが家のある賃ちん貸たいマンションを除のぞけば古い一戸建てが目立ち、その意味では六畳じよう一間のおんぼろアパートの近辺とあまり変わらない印象だが、やはりこちらの方が若じやつ干かん田舎いなかだった。何せちっぽけながらも田んぼがあったりする。

　駅前にも店てん舗ぽは少なく、あるのは精せい々ぜいコンビニ程てい度どだ。高校生どころか今時の小学生だって詰つまらないと感じるだろう、そんな寂さびしい町である。

　だが、心配はご無用。モノレールに乗って少し行けばそこは一転、煌きらびやかで華はなやかで賑にぎやかな繁はん華か街がいなのだから。新しん幹かん線せんも停まる大きな駅の西には、南北に延のびる川に沿そうような形で商業スペースが並ならんでいる。そこが、僕らの主な遊び場だった。

　こちらに居たのはたったの四年間だったが、思い出の量は少なくとも濃のう密みつだ。

　もしかしたらそれ以前、大阪に住んでいた頃ころの記き憶おくよりもずっと。

　高校時代というのは色々な意味で記憶が濃こく残りやすい。人によっては高校よりも中学、あるいは小学校の方が印象が深いかもしれないし、あるいはもう少し歳としをとれば大学まで含ふくめた学生時代そのものが鮮あざやかに輝かがやくようになるのかもしれないが、今の僕にとって記憶の比ひ重じゆうは高校に偏かたよっていた。

　こんな事を言うのはちょっと気き恥はずかしいのだが、全すべては詩葉と出会ったからである。

　海から届とどいてくる冷たい風を感じながら、僕は橋の上に居た。詩葉がヘンテコな宣戦布告をしてきた場所だった。

　今思い出すと、あれはなかなかに傑けつ作さくだったと思う。

　言いたい事を言い終えたらしい詩葉は「じゃあまた明日ね」なんて去っていってしまった。

　残された僕はと言えば、もちろんの事、唖あ然ぜん呆ぼう然ぜん案か山か子しのように突つっ立って居る事しか出来なかった。

　生あい憎にくと、まだその頃は異い常じよう事じ態たいになんて一度も直面した事のない、ごくごく普ふ通つうの高校生だったのだ。今ならまた違ちがったリアクションで対たい応おう出来ていただろうけれど、その時、僕の心の中にあった感かん情じようはただ一つ。

　なに、このイタイ女……？

　それだけだった。というか、それ以外に感じられる道理が無い。

　会話も少ししかしていない間あいだ柄がらだというのに、いきなり問答無用で『好きになる！』だなんて。しかも絶対とか自信満々に言っちゃってるし。どんだけ自信過か剰じようの自じ意い識しき過剰なんだと呆あきれるしかない。

　ただ……実はあの宣せん戦せん布ふ告こくはかなり正せい確かくだったかもしれない。

　僕はその日から、確たしかに彼女の事を気にし始めてしまったのだから。

　宣戦布告によって一クラスメイトからヘンテコな女へ、それが更さらにちょっと気になる女の子になるのには決して長い時間を必要としなかった。

　まぁこの辺りは思春期ゆえと言い訳わけさせてもらおう。

　子こ供どもみたいに屈くつ託たく無く笑う顔とか、大きな瞳ひとみで覗のぞき込むように上うわ目め遣づかいで見つめてくる仕草とか。そして何より、平へい凡ぼんな体たい格かくに不ふ釣つり合あいな巨きよ乳にゆうだとか。

　嫌いやでも目に付くその姿すがたは、あんな宣戦布告がなかったとしても異い性せいとして気にしていただろう。実じつ際さい、男子の間では主に胸きよう部ぶについて幾いく度どとなく話題に上っていた。

　詩葉はちょっとミステリアスというか、少し違っていた。

　奇き行こうが目立つわけではなく、前世だの大だい宇う宙ちゆうだの電波的な発言を繰くり返すわけでもない。

　クラスの中で特別目立つわけでもなく、かといってハブられるわけでもなく。基き本ほん的に明るく快かい活かつで、誰とでも仲良くなれる子だった。

　なのに、僕ぼくの眼めにはどこか違い和わ感が見えていた。

　どことなく、距きよ離りがあるような気がしたのだ。

　女友達と楽しそうにお喋しやべりしている時も、どこか一歩引いているかのような印象があった。それは逆ぎやくに友達の方も同じで、お互たがいが深く絡からみ合わないように薄うすい壁かべがあったのだ。

　その正体についてはいずれ理り解かいする事になるが、この時点でそれに気付けたのは、それほど熱心に見ていたからだった。詩葉も詩葉でそんな僕の変化に気付いていたらしい。彼女からも積極的に話しかけてきた。彼女と幼おさない頃から知り合いであり僕の友人でもあった男子と気付けば三人で遊ぶのが当たり前のような関係になっていた。

「楽しかったな……本当に、楽しかった」

　あの頃が一番楽しかった。

　まるで年老い、今まさに天てん寿じゆを終えようとしている老人のような呟つぶやきだった。

　何事にも終わりはやってくる。楽しい時間は瞬まばたきにも似にて短い。それを守るために永えい遠えんに瞼まぶたを閉とじ続ける事も可か能のうだろうし、事実それを選ぶ人も居るけれど。

　僕は携けい帯たいを取り出すとアドレス帳を開いた。登録されている電話番号の中から支はせ倉くら志し乃のちゃんのものを拾い上げる。

　支倉志乃ちゃん、某ぼう有名私し立りつ小学校に通う五年生。僕の妹、のような存そん在ざい。

　父親の転てん勤きんによってこちらに引っ越こすほぼ五年前まで、産まれた時からずっと親しくしていた幼おさな馴な染じみ。去年の四月に再さい会かいし、それ以い降こうはほとんど毎日顔を合わせ、忙いそがしい彼女の両親の代わりに保ほ護ご者しや的な立場を続けてきた。

　無口で無表情。腰こしまで届く長い黒くろ髪かみとブラックホールにも似た黒い瞳。容易たやすく手た折おれそうなほどに細く白い手足。小さくて今にも消え入りそうな、なのに一目見たら忘わすれられない存在感。

　などと、彼女の特とく徴ちようについて色々と挙げてみたが、要約するならちょっと普通じゃない女の子、だ。

　五回ほどコール音が鳴り、相手は出た。

『……はい』

　ともすれば周囲の音に掻かき消えそうなほど小さく陰いん鬱うつな声。

　僕は電話を当てている側とは逆の耳を塞ふさいで、周囲の雑ざつ音おんを排はい除じよした。

「あ、もしもし志乃ちゃん？」

『……はい』

「僕だけど、こっちに着いたよ」

『……そう』

「そっちはどう？　何か困こまった事とかない？」

『別に無い。そもそも、まだ五時間ほどしか経たっていない』

　いやまぁ、そうなんだけどね。

　大おお晦みそ日か。例によって例の如ごとく帰って来れなかった志乃ちゃんのご両親の代わりに共に新年を迎むかえ、今朝も家を出る時まで一いつ緒しよに居いたのだ。そんなほんの僅わずかな時間の間に何かあってたまるものか。

「いやいや、それでも心配なもんなんだってば」

『……大だい丈じよう夫ぶ。慣なれているから』

　志乃ちゃんじゃなかったら皮肉だと思ったかもしれない。

　正月を一人で過すごす事に慣れているなんて、小学生の口から出たのだとしたら、それは間ま違ちがいなく周囲の大人への嫌いや味みだ。事実として──こちらが呆あきれを通り越して嫌になるほどに──慣れてしまっている志乃ちゃんだからこそ、他意なく答えたのだと分かるけど、他の子こ供どもだったら耐たえられなかっただろう。

　けど、志乃ちゃんが相手でもやっぱり気にはなる。いっそこのまま、家にとって返して荷物を纏まとめて、最速の新しん幹かん線せんで大阪に戻もどりたいほどなのは、僕だけの秘ひ密みつだ。

「ごめんね、志乃ちゃん」

『別に構かまわない』

「うん、けどそうじゃなくてさ」

『…………？』

「本当なら明日には帰るつもりだったんだけど、もしかしたらしばらくこっちに居る事になるかもしれない」

　唐とう突とつ過ぎたのだろう、意味を咀そ嚼しやくする間があった。
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『……どういう事？』

「ちょっと用事が出来ちゃってね。その間、僕の部屋は勝手に使ってくれて構わないから。あ、でも前みたいに一人で泊とまっちゃ駄だ目めだからね。セキュリティなんて概がい念ねんが全く存在しない建物なんだから。寝ねる時はちゃんと自分の家で寝る事」

『待って』

「ごめん、これからちょっと人と会う約束があるから。あ、何か困った事があったら電話してきてくれていいからね。それじゃ」

『まっ────』

　一方的に通話を切って、続いて大きな溜ため息いきを吐つく。

　もしかしたら怒おこっただろうか。いや、彼女に限かぎってそんな事はないだろう。むしろ必要以上に心配させてしまったかもしれない事が問題だ。我われながら今のは強ごう引いん過ぎたと思う。あのやり取りで心配をかけないはずがない。

　しかし言い訳わけをさせてもらうと、他に言いようがなかったのだ。今の状じよう況きようを他者に説明する事はとんでもなく難むずかしいってのはもちろん、説明しようとすれば色々とややこしい過か去この出来事についても話さなきゃ駄目で、それはちょっとばかり恥はずかしいって気持ちがある。

　年下の志乃ちゃんに情なさけない過去について暴ばく露ろする勇気はない。

　なんと言いましょうか、つまりは男のプライドなのだ。

　男として異性に、まして年少者に自分の過去をベラベラと話したいとは思わない。

　それに何より……彼女に頼たよってしまいそうになるのが怖こわかった。

　志乃ちゃんならきっとこの問題を瞬またたく間に解かい決けつしてしまうだろう。いや、解決は無理かもしれない。これを解決出来るのは『僕ら』だけだから。しかしそれは根本的な話であって、現げん実じつ的な部分で僕が望む結末を用意する事は容易たやすいはずだ。

「もしかしたら、それが一番幸福なのかもしれないけどね」

　小さな声で呟つぶやいた。

　声は風に乗って下流へと流れていく。海に近い土地なのでそれはそのまま日本海へと、誰にも聞かれないまま消えていくだろう。
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　詩葉と僕の関係は、それなりに速すみやかに進しん展てんしたのだろう。

　その間に彼女の事じ情じようについてもある程てい度ど分かってきた。

　まず、妹が居る事。親元を離はなれその子と二人で暮くらしている事。と同時に、彼女の家庭の事情。それがクラスメイト達との微び細さいで微び妙みようで絶ぜつ対たいな距きよ離りの原げん因いんである事。だから余よ所そ者ものである僕とは話し易やすいという事。

　様々な事を知って、肝かん心じんな事を知らなかったこの時期、詩葉はしきりに誇ほこらしげな顔で語っていた。

「ボクは、未来が予知出来るんだよ」

「未来予知……？」

「そう。予知能のう力りよく、未来視、プレコグニション！」

　両手を大きく広げる彼女はさもミュージカルのメインキャストのようで、もしかしたらその耳には万ばん雷らいの拍はく手しゆが届とどいていたのかもしれない。あいにくと僕の耳には風の音しか聞こえなかったけれど。

「あ、ちなみにこれは他の人には秘ひ密みつね。だって知られたらテレビクルーが押おしかけてきたり、秘密の超ちよう能のう力りよく者しや集しゆう団だんにスカウトされちゃったりするかもだから。しかもそいつらが実は世界征せい服ふくを企たくらむ悪の組そ織しきだったりして、拉ら致ちされたボクは地下アジトでエロい拷ごう問もんとかされちゃうんだよ」

「ないから。絶対、ないから」

　わけの分からん妄もう想そう話ばなしには付き合いきれんと相手にしない僕に、彼女はまるで反はん省せいのない笑顔えがおで謝あやまった。

「ごめんごめん。今のはちょっとしたお茶ちや目めな冗じよう句く。だけど、予知能力者だっていうのは嘘うそじゃないからね。これは本当に本当の事だから」

「……分かった、信じるよ」口調と態たい度どでまるで信じていない事を表明しつつ、「でも、だったら何な故ぜそんな重大な秘密を話してくれるの？　もしかしたら僕こそが世界征服を企む悪の秘密組織のボスかもしれない」

「うわ、信じてよ～。まぁ、キミだったら別にエロい拷問とかされちゃっても良いけどね」

「────っ!?」

　たまにこういうドキリとするような事を言うから安心出来ない。

　思えば詩葉と過すごす時間は心ここ地ちよい緊きん張ちようの連続だった。眠ねむるように穏おだやかではいられない、しかしその驚おどろきは不ふ快かいではない。これが人間心理においてどんな言葉で表ひよう現げんされるかはそれぞれの解かい釈しやくに任まかせよう。

「真ま面じ目めに言うと、こんな話をしている理由は一つ。キミには信じて欲ほしかったから」

「信じる……？」

「そう、ボクが予知能力者だって本気で信じて欲しいんだよ」

　真面目にそのような事を言われたって、凡およそ予知能力なんてものは信じ難がたい力なのだから仕方がない。

　真しん剣けんな瞳ひとみで見つめられても、僕は眉まゆを顰ひそめるしかなかった。

「なんでそこまで信じて欲しいの？」

「それは……『そうじゃなきゃいけない』から」

「いや、ごめん。全く意味が分からないよ。何故そうじゃなきゃいけないの？」

「今はまだ上う手まく言えない。ただ、これはボクの人生にとって絶対に外せない条じよう件けんなんだ」

　何故だろうか、その時の詩葉の笑顔は凄すごく傷きずついているようだった。

　それが無む性しように悲しくて、僕はあえて気付かないフリをした。

　結局、見てみぬフリをして逃にげ出しただけだと自じ認にん出来たのは、手て遅おくれになってしまってからになる。

「それで……詩葉の予知って、どんなの？　信じる信じないは具体的に説明してくれないと判はん断だん出来ないじゃないか」

「どんなのって、どんなの？」

「いや、だからさ。水すい晶しよう球だまを覗のぞき込こんだら映えい像ぞうが見えたりするのか、それともタロットカードを捲めくったりするのかとか。それから何年先まで見えて、どれくらい具体的なのかとか」

「あぁ、そういう意味か。えっとね、別に道具は必要じゃなくて、頭の中にポッと蝋ろう燭そくみたいな小さな火が灯ともるの。それが徐じよ々じよに広がっていって、未来の流れが分かるんだよ」

「未来の……流れ？」

「それから、時間は関係なくて『どこまでも』だって視みられるよ」

「何百年先に人類がどうなってるのかも？」

「何万年先だって大だい丈じよう夫ぶ」

　当然のようにそういう彼女の横顔に騙だまそうとする負の感かん情じようは見えなかった。

　しかし、そんな風に断言されてしまっては僕だって試ためさずにはいられない。

「じゃあ一万年先、地球がどうなってるか教えて」

「ごめん、無理」

「は……？」

　ポカーンと開いた口が塞ふさがらなくなった。

　詩葉は失礼にもそんな僕をお腹なかを抱かかえて大笑いした後、目め尻じりに浮うかんだ涙なみだを拭ぬぐいながら説明してくれた。

「えっとね、ボクの予知はボクの知ち識しきや記き憶おく、認にん識しきの範はん囲いに限定されてるから。だから百年後世界がどうなってるかなんて予知は出来ないし、会った事もない他人の未来は分からない。ボクに分かるのはボクを中心とした未来なんだよ」

「じゃあ、さっきのは嘘？」

「ううん。それは違ちがくて、たぶんボクはそれ以上のものを視てるんだと思う。けど例えばさ、百年後地球に大だい隕いん石せきが落ちてきて人類滅めつ亡ぼう、なんてものが視えたとして、そこに現実感があるかな？」

「それはまぁ……ない、よな」

　ノストラダムスの大予言がそうであったように、あるいはマヤ文明のロングカレンダーのようにまだ経けい過かしていない未来のものも含ふくめて、それらを信じている人はかなり少ない。一部のカルト集団でもなければ、鼻で笑うか話のネタで笑うかのどちらかだ。

　予知という力の特性上、たとえそれが真実であったとしても、荒こう唐とう無む稽けいな未来は、事実として発生した後でなければ受け入れる事が出来ないのだ。

「昔の人は色んな事を知らなくて、だから色んな事を想そう像ぞう出来たんだろうね。だけど今の人はやっぱり色んな事を知らないのに、知っていると思っているから想像出来ない。それがボクらが感じている現実感ってやつで、それを伴ともなわない未来視は予知じゃなくてただの夢ゆめだよ。だからボクは人より沢たく山さん夢を視ているだけで、ボク自身が持つ現実感、もっと言えば常じよう識しき的発想の限げん界かいを決して超こえられないわけ」

　青空から魚が降ふってくる予知をしたとしても、ただの夢だとしか思えない。それが過か去こ、現げん実ざいに発生した現象だったとしても、知らない人はきっと大笑いするだろう。まして悪の大だい魔ま王おうなどと、信じられるはずもない。

　けれど、ここで納なつ得とくして引き下がるのはちょっと不服だった。

「じゃあさ、夢でも良いから何か言ってみせてよ」

「何でも良いの？」

「百年後じゃ検けん証しようのしようがないから駄だ目め」

「ん～、分かった。では一つ披ひ露ろうして進ぜよう」

　などと偉えらそうに言うと、詩葉はおもむろに───僕ぼくの手を握にぎった。

　予想外の行動に硬こう直ちよくする僕の隣となりで、彼女は少しだけ背せ伸のびして、言った。

「一人目は女の子」
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「よう、待たせたか？」

　声を掛かけてきたのはどうにも胡う散さん臭くさい男だった。

　髪かみの毛を金色に染そめ上げて、ファッション性せい重じゆう視しらしい虹にじ色いろのフレームをした薄うす茶ちや色いろのサングラスを掛け、耳には『ｌｏｎｇ』と描えがかれた傷きずだらけの銀ぎん製せいのピアスがぶら下がっている。服ふく装そうは歩く度たびにどこかに引っ掛けそうな無む駄だにリング状じようの飾かざりがついた革かわのジャケットと何時だって同じジーパンだ。

　誰だれがどう見ても胡散臭い。只ひた管すらに胡散臭い。

　間違っても関かかわり合いたくないタイプというか、正直言ってもし突とつ然ぜんこいつに声を掛けられたらダッシュで逃にげ出している事だろう。特に夜の繁はん華か街がいでだけは絶対に御ご免めんだ。

　だが、そんな装よそおいにも拘かかわらず、口元とサングラス越ごしに見える瞳ひとみに浮かんでいるのは、安心出来る人ひと懐なつっこい笑えみである。

　最初に会ったときからまるで変わらない、あの笑顔。

「別に待ってないよ」

「お前、変わらないよな」

「お前こそ。僕としては更さらなるアグレッシブな進化をしてくれてるんじゃないかって、結けつ構こう期待してたんだぞ」

「相変わらずセンスの悪い奴やつだな。分からないのか、更にファッション性がアップした今の俺おれの姿すがたが。去年の俺とは段だん違ちがいだぜ」

「見ていて眼めと頭が痛いたくなるという点では、やっぱり何一つ変わってないよ」

　そんな掛け合いも全然変わっていない。

　自然とこちらも笑顔になってしまう。

　彼の名前は富と山やま雄ゆう一いち郎ろう。四年前、こちらに引っ越してきた僕に出来た最初の友達であり、高校三年間もずっと同じだった一番の親友だ。ファッションに対して独どく特とくのセンスを持ち、理り解かいしがたい装いを好む、しかし基き本ほん的に気さくでノリの良い好青年。

「とりあえず、あけおめことよろ」

　ピッと右手の掌てのひらを見せて挨あい拶さつすると、同じように雄一郎も左の掌を向けた。

「おう、あけおめ。けどお前さ、ことよろとか言ってるけど、去年全然連れん絡らくしてこなかっただろうが」
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「あ～、いや。ちょっとあっちでも色々とあってさ」

　志乃ちゃんと再さい会かいしてキララ先せん輩ぱいと出会って様々な事じ件けんに巻まき込まれて……本当に波は乱らん万ばん丈じよう、密みつ度どの濃こい一年だったと思う。あまりにも濃すぎて飽ほう和わしている気がしないでもないほどだ。

　そんなわけだから、連絡を取る余よ裕ゆうなんて少しもなかった。

　……というのは言い訳わけであり、嘘うそだったけど。

「だいたい、連絡してこなかったのはお前も一いつ緒しよだろ」

「なんで俺が男と連絡を取り合わなきゃならないんだ？」

「ご尤もつとも」

　雄一郎は昔から女おんな癖ぐせが悪い。

　彼女をとっかえひっかえ、というわけではないのだが、どうにもナンパなのだ。東にモデル体型な美人が居いれば学校を休んででも飛んで行き、西にＥカップ巨きよ乳にゆうが居ると聞けば休日返上で探さがしに行く。雨にも負けず風にも負けず強きよう烈れつなビンタにも負けず、日々女性との出会いを求めて東とう奔ほん西せい走そうする、そういうタイプだ。

　しかも撃げき墜つい数すうがゼロというオチはなく、エース級とまで言えなくともそこそこなくせに、特定の彼女を作ろうとはしない。宵よい越ごしの銭ぜには持たぬってな感じで直すぐに別れてしまい、また次を探すのだ。正直、こいつのその積極性は本当に羨うらやましいと思う。

「けど、マジで驚おどろいたぞ。いきなり知らない番号から電話が掛かってきたと思ったら、まさかお前だったんだからな」

「なんだよ、悪いのか？」

「じゃなくってだな。お前が携けい帯たいを持った事が驚きなんだ」

「あ、なるほど。いや～、それも色々ありましてね」

「お前……むこうでどんな生活送ってるんだ？」

　どんな生活を送ってるんだろうね？

　不ふ審しんそうに眉まゆを顰ひそめる雄一郎に返す言葉も無い。

『数え切れないわけじゃないけど数えたくないほどの凶きよう悪あく事件に関かかわって、しかも拉ら致ち監かん禁きんされたり拳けん銃じゆうで撃うたれたり陸の孤こ島とうとなった館やかたで殺さつ人じん鬼きに襲おそわれそうになったりしたよ』

『なんだそりゃ、テレビの見すぎか？』

　って正直に話したって、そんなリアクションで終わりそうだしなぁ。

　僕だって他の人からそんな話を聞かされても、絶ぜつ対たいに信じないだろう。

　少なくとも、凡およそ一いつ般ぱん人じんがその生しよう涯がいの中で関わり合う事のない事ばかり、関わってきたような気がする。

「とにかく、色々あったんだよ」

　そんな曖あい昧まいな言葉にとりあえず要約しておく事にした。

　雄一郎はこちらの気持ちを理解してくれたのか、それとも最初からあまり興きよう味みがなかったのか、ふ～んとだけ相あい槌づちを打って、それから言った。

「ま、立ち話ってのも何だからな、どっか入るか？」

「お前の奢おごりなら」

「いいぞ。お前から強ごう奪だつした財さい布ふで俺が払はらってやる」

　拳こぶしを固めて見せ付ける雄一郎。ナンパな性せい格かくを成立させている美形な顔立ちに加え、スポーツをやっているわけでもないくせにその身体からだは筋きん肉にく質しつだ。体育の授じゆ業ぎようだって『汗あせ臭くさくなるから』という理由でサボっていたくせに、どうしてこう身体つきが違ちがってくるのだろう。

「そりゃもちろん、俺の守しゆ護ご霊れいが百ひやく獣じゆうの王、ライオンだからさ」

「なるほど、人外故ゆえの美的センスか」

　ライオンのたてがみって割わりと実は汚きたないんだよな～、なんて。

　そんな軽口を叩たたきながら道を歩いていく。

　僕らは自然に同じ方向に向かっていた。

　何ど処こへ向かうと口にしたわけでも、お互たがいの動きをトレースしているわけでもないのに。

　それは決して不思議な事ではなかった。

　この橋の上で待ち合わせて、それから向かう先。

　僕らのお決まりのコースだったのだ。

　ただしその時、僕らの間には詩葉が居いた。彼女の役やく割わりは道みち標しるべであり話題を振ふる事。詩葉が最初に何かを話して、それを中心に僕と雄一郎の下らない掛かけ合いが始まる。長いような短いような、そんな時間を繰くり返してきた三人の関係。

　そう言えば、この喫きつ茶さ店てんも詩葉が見つけたんだった。

　僕らは少し歩いた所にある洒しや落れた装よそおいの喫茶店に入った。そこは外国から直ちよく輸ゆ入にゆうしているのだというハーブティー専せん門もん店てんで、一時期それに嵌はまっていた詩葉に連れて来られたのだ。メニューにはいったい『何味』なのか理解出来ないような無数の名前が並ならんでいる。その数、二十ほど。

　紅茶と言えばアイスとホット、ミルクとレモンの四択たくが基き本ほんの、まるで興味のない僕らが選ぶのは決まってこれ。

「レモングラス、二つ」

　カモミールくらいは試ためしに頼たのんだ事があるが、結局僕らにとって一番安心な味はこれだった。詩葉は全メニュー制せい覇はしていたが、毒々しくも真っ赤に染そまった液えき体たいになんて挑ちよう戦せんする気にはなれなかった。

「久ひさしぶりだよ、このお店の複ふく雑ざつ怪かい奇きな匂におい」

「だな。って、そんな事を言ったら詩葉の奴やつが怒おこりそうだ」

「大だい丈じよう夫ぶじゃないか？　詩葉も結局直すぐに飽あきちゃったじゃないか」

「でも、ここのアップルパイは大好物だった」

「あれの甘あまさは確かく実じつに脳のう細さい胞ぼうを破は壊かいしていると思うよ……」

　ハーブティー専門店なのに、その味や香かおりをハンマーで叩たたき潰つぶすほど甘かった。

　一口含ふくんだだけで舌したの上にねっとりと甘さが張はり付き、それは半日経たっても消えないほどだった。

「あの馬ば鹿か、ホールで頼たのみやがるから俺らは何い時つも地じ獄ごくを味わったな」

「まったくだ。あれで夕飯が食べられなくて、何度泣かされたか分からないよ」

　そんな事を話している間にティーカップが届とどけられる。その中に液体は満たされていない。ハーブティーが入っているのは一いつ緒しよに出された小洒落たポットの方だ。自分で注がなければならないわけである。

　僕らは揃そろって少しだけカップに注ぎ、一口だけ味わう。

「何時もの味だ」

「ああ」

「変わらない味だ」

「まったく」

　それ以外に言葉が出てこない。

　よくよく考えてみれば男二人でハーブティー専門の喫茶店なんて変な感じだった。

　事実、店内の客は全すべて女じよ性せいだった。

「俺らゲイだと思われてたりしてな」

「ちょっ、マジで勘かん弁べんしてください」

「俺だって嫌いやだってのっ！」

　そんな事を言い合いつつも、やっぱりここは僕らにとって思い出の場所だ。

　この町には無数の思い出が眠ねむっているけど、その中の一つとして外せない。

「で、話ってなんだ？　正月の一日目に呼よび出したんだから、よっぽどの事だろ」

「詩葉からの年ねん賀が状じようについて」

「…………」

　雄一郎の表ひよう情じようから、人ひと懐なつっこい笑えみが消えた。

　たぶんこれが彼本来の表情なのだろう。

「そうか、そりゃそうだよな。お前のところに届いてないはずがない」

「なんでそう言いきれるんだよ」

「俺のところに来たんだ。なら、お前のところにも届いてる。これは絶ぜつ対たいだ」

「……因いん果がだな」

　大薙詩葉。この辺り一帯に君くん臨りんする名家の、直ちよつ系けいの第一子。

　彼女にとっての本当に友達だったのは雄一郎と僕の二人だけだった。




＊　＊　＊




　その墓ぼ地ちは、丘おかの上にあるこの辺りではそれなりに名の知れたお寺の、更さらに上にある。

　僕は曲がりくねった石いし段だんを一歩一歩上っていた。山と言うほどの勾こう配ばいはなく、段差も大した事ないのだが、その分だけ無む駄だに蛇だ行こうしていて結けつ構こうな労力だったりする。むしろ一段一段、近づいていくほどに陰いん鬱うつになっていく精せい神しんでは、疲ひ労ろう感は一ひと入しおだった。

　それでも上らなければならない。

　苦労して上らなければ辿たどり着けない。

　尤もつとも、苦行では悟さとりの境きよう地ちには辿り着けないとお釈しや迦か様さまも語っている事だし、だとしたら僕が迎むかえるものは果たして何なのだろうか。

　お寺の境けい内だいに在あって随ずい分ぶんと不ふ敬けいだとは思うが、感覚的には通りゃんせだった。

　行きはよいよい、帰りは怖こわい。

　引き返すべき鳥も居んを一つずつくぐって行くような気分である。

　だが、僕はその時点で既すでに引き返すタイミングを失っていたのだ。

　階段の少し先、そこに一人の少女を見つけた。

　逆ぎやつ光こうのためハッキリと顔は確かく認にん出来ないが、僕はちゃんと全部分かっていた。

「もしかして……おにーさんですか？」

「ことり、ちゃん」

　短く切り揃えられた茶ちや髪ぱつ。特とく徴ちよう的な切れ目はしかし他人を不ふ愉ゆ快かいにさせるものではなく、愛あい嬌きようのある狐きつねを彷ほう彿ふつとさせる。若じやつ干かん痩やせ気味で幼おさなく見える身体からだつきは危あやうさの中に視し線せんを攫さらう魅み力りよくを備そなえていた。

　化け粧しようをしているらしく少し印象は違ちがって見えるが、間違いなく彼女は詩葉の妹である大薙ことりちゃんだった。

　いや、今は違うか。

　確たしか、志し村むら……志村ことりちゃんだ。

「実は、もう直すぐ志村でもなくなるんですよ？」

「え？　どういう事？」

「どういう事って、相変わらず頭の回転が不ふ規き則そくですね」その酷ひどい言いようも相変わらずだ。

「苗みよう字じが変わるっていったら、一つしかないじゃないですか。結けつ婚こんするんですよ」

「け、結婚だって!?」

　度ど肝ぎもを抜ぬかれるとはまさにこの事だ。だってことりちゃんは今、確か高校二年生のはず。でも一いち応おう十六は過すぎてるから結婚しても構かまわない……ってそんな問題じゃない。

「驚おどろいてるおにーさんを更さらに驚かせちゃいますけど、ぶっちゃけデキちゃった婚です。三か月です」

　無意味にピースすることりちゃんに対して、僕ぼくはもう……言葉も無い。

　激はげしい頭ず痛つうに額を押おさえた。石段を踏ふみ外しそうだった。

「ビックリしました？」

「ビックリしないとでも？」

　自分でも顔が引き攣つっているのが分かる。

　だがことりちゃんは僕を驚かせた事が嬉うれしいらしくはしゃいでいた。

　相変わらずこういう所は子こ供どもっぽい女の子だ。いや、既すでに妊にん娠しんし結婚も決まって直に親となるのだから、もう子供とは言えないのかもしれないが。

「何にしても、お久ひさしぶり」

「そうですね。もう二年になるんでしょうか。でもおにーさん、全然変わりませんね」

「いやいや、ちゃんと見てよ。随ずい分ぶん大人っぽくなったでしょ？」

「あはは」

　笑って誤ご魔ま化かされてしまった……。

　しかし、そうか。ことりちゃんとはほとんど二年ぶりになってしまうのか。

　町を出て行く彼女を見送ったあの日の情じよう景けいが今も鮮せん明めいに思い出される。

　僕らはそれから、並ならんで石段を上った。
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　三か月程てい度どではお腹なかには大きな変化がないから分からなかったけど、確かに少し緩ゆるめの服ふく装そうだ。

　更に詳くわしく聞いてみると、彼氏さんは二は十た歳ちの土建業らしい。なんと言うか、こういっちゃ悪いがテンプレートどおりの人で、学生時代にかなり暴あばれていたらしく、補ほ導どう歴れきが五回もあるらしい。流石さすがに逮たい捕ほ歴はないらしいけど、それが救いになるのかどうかは不明だ。

　志村の家に引き取られて以来、ことりちゃん自身もそういった世界に足を踏み入れていたらしく、そんな頃ころに出会ったのだそうだ。

　過か去この経けい歴れきで他人を判はん断だんしちゃいけないと思うし、今現げん在ざい、立りつ派ぱに仕事をしているのなら構かまわないとは思うのだが……それでも『大だい丈じよう夫ぶなのだろうか？』という不安が消えないのは、別に僕だけの偏へん見けんではないだろうと思う。

　だけど、幸せそうに『ダーリン』の話をすることりちゃんの顔は、かつてはなかなか見られないものだった。暗く澱よどんだ瞳ひとみで他人を睨にらみ、詩葉や雄一郎、それから僕としか言葉を交かわさなかったかつての姿すがたを思い出す。

　特に詩葉が死んでからは、本当に悲ひ惨さんだった。全すべてに対して攻こう撃げき的で、何もかもを壊こわしてしまおうとしていたあのどん底の状じよう態たいからこれほどまでに立ち直れたのが、そのダーリンさんの力によるものなのだとしたら、それだけで尊そん敬けいに値あたいするし心から感かん謝しやしたい。

「────そしたら彼が言ったんです。『ダーリンと呼よぶ前と後にサーと言え！』って」

「え？　ハートマン軍ぐん曹そう？」

「誰だれですか、それ。ダーリンですってば、間ま違ちがえないで下さい」

「ご、ごめんごめん。えっと、それで、何の話だったっけ？」

「え～っと……もう、おにーさんが話の腰こしを折るから、私も分かんなくなっちゃったじゃないですか。確か、そう。しつこく追いまわしてくる交機のパトカーに向かって『セイウチのケツにド頭つっこんでおっ死ちね！』って格かつ好こう良くキメた時の話でしたっけ？」

　たぶん絶ぜつ対たい、違うと思う。

　ってか、随ずい分ぶんと愉ゆ快かい痛つう快かいなダーリンさんだね。

　なんだかちょっと印象が変わってきたよ。

「それにしても、結婚か。ちょっと予想外すぎてなかなか言葉が出てこなかったけど……おめでとう」

「ありがとっ！　これでようやく忌いまわしい大薙や辰たつ宮みやの一族から、正しよう真しん正しよう銘めい離はなれることが出来ると思うと嬉しくてたまらないですよ」

「…………」

　志村は巨きよ大だいな大薙家の末席の末席、遠とう縁えんの親しん戚せきだ。僕もあまり詳くわしくは聞いていないのだが、何でも没ぼつ落らくした分家筋すじらしい。今は確か山口だか広島だか、その辺りに居いるのだそうだ。

　そんな家に次女とは言え本家のことりちゃんが籍せきを移うつされたのは、つまり勘かん当どうされた事を意味している。

　詩葉が死んで、ことりちゃんは壊れてしまった。

　元々人間嫌ぎらいな女の子だった。たぶん小さいうちから大人の汚きたない部分を見続けてきた所せ為いなのだろう、誰も信用しようとせず、世界中の全ての人間が敵てきだと言わんばかりの態たい度どだった。

　それでも姉である詩葉にだけは心を許ゆるしていて、だからこそ友人である雄一郎や僕にも懐なついてくれたのだ。

　しかし、その詩葉が死んで、彼女は絶対の拠より所を失ってしまった。

　そんな強い子じゃない。降ふりしきる冷たい雨の中で小さく震ふるえながら必死になって威い嚇かくしている子こ猫ねこのような子だ。強きよう烈れつな敵意は恐おそれの裏うら返がえしでしかない。心は常つねに優やさしく撫なでて温あたためてくれる人を求めていた。

　ただ、そんな彼女の本ほん質しつはあまりにも分かり辛づらく、多くの人は暴あばれ狂くるう激げき情じようを疎うとんじた。

　誰も止める者が現あらわれないまま、ことりちゃんは際さい限げんなく暴ぼう走そうし、結果として大薙家は手に余あまる彼女を分家筋へと放ほう逐ちくする事でやっかいばらいしたというわけである。

　思い出すとジワリと悔かい恨こんが心しん臓ぞうを撫でる。

　僕自身かなり苦しくて悲しくて、ことりちゃんの事なんて考えられなかった。

　大薙家にも、それから辰宮家とも関かかわりあいたくなくて、詩葉の事を考えたくなくて、落ち着いた後も関係のない友人達と過すごした。

　なんて事はない。大して学びたい事もないくせに進学先をわざわざ大阪で選んだのだって、実のところ、逃にげたかっただけなのだ。帰るところを求めていたんだと思う。

　僕らはその墓ぼ石せきの前に立つ。

　ことりちゃんがそうであるように、人には苗みよう字じが変わる瞬しゆん間かんというのがいくつかある。

　僕は知っている。

　墓石の横に刻きざまれた文字を。

　だから絶対に、見ないようにする。

『辰宮家ノ墓はか』

　ことりちゃんがそうであるように、僕もまだ、その名で彼女を呼ぶ事は出来ないでいた。
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　その事実を知ったのは本人の口からではなく、まず雄一郎からだった。

　夏が終わりを迎むかえ、風が徐じよ々じよに肌はだ寒ざむく感じられるようになったある日の放課後。掃そう除じ当番でゴミを捨すてに出て行った詩葉の帰りを、ボンヤリと窓まどの外を眺ながめながら待っていた僕に、彼はいきなり切り出してきたのだ。

「なぁ……お前ら、付き合ってんの？」

「詩葉の事？」

「他に誰がいるんだよ」

　確たしかに他に誰がいるというのだろうか。当然の事ながら僕は物語の主人公のように沢たく山さんの女じよ性せいに愛されてハーレムを築きずけるような人間ではない。近親者ではない異い性せいとそれらしい空気になったのは詩葉が初めてだった。

　いや、それらしい空気って何だよって突つっ込こみは勘かん弁べんしていただきたい。

　何せ初めての体験なのだ。どんなものがそれらしいのかなんて比ひ較かく対象があるわけでもなく、何となく相手の好意を感じながらも、それが実はただの思い込みだったら恥はじだよなぁ、なんて迷まよい戸と惑まどってしまうのである。

　親から無む条じよう件けんに愛されていた幼おさない頃ころとは違ちがう、ここから先は自分がどれほど相手に好意を向けようとも、相手が同じものを返してくれると誰も約束してくれない世界。

　そこへ飛び込むには、大きな力が必要なのである。

　と、そんな僕の思考など恐おそらく分からないだろうモテ男の雄一郎は、しかし何な故ぜか妙みように苛いら立だっていた。今まで向けられた事のない厳きびしいその表情に気付いて、これが真ま面じ目めな話なのだと理り解かいする。

「どうなんだろう？　具体的に告白したってわけでもないし……」

「……そうか」

「えっと、どうかしたの？　随ずい分ぶんいきなりの質しつ問もんだったけど」

「いや、という事は知らないんだな？」

　こちらの質問には答えず、雄一郎は言葉を続けた。

　何故だか無む性しように嫌いやな予感がした。

　何の事だと改めて聞き返す僕へと向けられた瞳ひとみに、同情のような色が灯ともったのが最たる理由である。

　先ほどまでの苛立ちはなりを潜ひそめ、今そこにあるのは悲しみにも似にた哀あわれみだった。

「何だよ……何か言いたい事があるんなら、ハッキリ言えよ」

「あぁ、そうだな。お前が知らないのも当然だ。他よ所そからやってきたお前はこっちの事───詩葉の家の事をあまり知らないわけだし。けど、俺おれは別に黙だまってたわけじゃないぞ。お前が知らない事を知らなかっただけで」

「だから、何だよっ」

「詩葉が何で黙ってるのかについても、俺は知らない。あいつはあいつなりに思うところがあるんだろうし、頼たのむから責せめないでやってくれ」

「だからっ!!」

　たまらず掴つかみかかった僕を雄一郎は振ふり払はらう事もなく、全すべてを受け入れたような優やさしい声で言った。

「アイツには───婚こん約やく者しやがいる」

　目の前が真っ暗になった。シャッターのように素す早ばやく暗転するのではなく、インクが滲にじむような緩ゆるやかな浸しん食しよくだったと思う。そこで一いつ旦たん意い識しきは途と切ぎれ、視し界かいが回かい復ふくした時には既すでに僕は教室を飛び出していた。

　別に、本当に眼めが見えなくなったわけでも意識が途絶えたわけでもない。

　僕はそれまでの間、ちゃんと雄一郎の声を聞いていた。

『もう何年も前から、お前がこっちに来る前から決まってた事なんだ。詩葉の家、つまり大薙と辰宮の親同士が勝手に決めた政せい略りやく結婚だ。向こうはもう成人してるらしいけど、詩葉は高校卒業してからって、そういう約束になってるんだよ』

　聞いていたのに、聞こえなかった。

　思考の全てが一箇か所しよを向いていて、脳のうには届とどいていても考えられなかった。

『気持ちは分かるが、諦あきらめろ。大薙にも辰宮にも面子メンツってものがあるからな。一度決まった婚約は、もう詩葉本人にだって覆くつがえせやしない。もちろんお前にだって、誰にだって。これはもう絶ぜつ対たいに動く事のない、約束された未けつ来まつなんだ』

　慰なぐさめるようなその声も言葉も態たい度ども、全てが苦しかった。

　諦めろ───それが何を意味しているのかを強く表していたから。

「詩葉っ！」

　焼しよう却きやく炉ろの前、ちょうどゴミを捨すて終えたらしい詩葉がそこに居た。

　僕は彼女の腕うでを握にぎり締しめる。よほどの形相だったのだろう、最初は驚おどろいていた詩葉は、やがて全てを悟さとったように微笑ほほえんだ。

　何な故ぜそんな風に笑えるのか、僕には信じられなかった。

「婚約者がいるって、本当なの？」

「あ、ばれちゃった？」

　あまりにも軽い肯こう定ていにクラクラする。

　実は全て悪あく夢むなのではないかと思うほど、風景が歪ゆがんで見えていた。

「婚約者ってなんだよ」

「う～ん、むしろこちらが聞きたい気分なんだけどね」

「冗じよう談だんじゃないんだっ！」

「ボクこそ、冗談じゃないよ」

　重い、溜ため息いきを伴ともなわない声。

「そうだよ。知っての通り、ボクの家はかつてはこの辺り一帯を所有していた地主で、今も結けつ構こうな土地を持つ古い名家。そして相手は辰宮っていう他所から来たヤクザ屋さんの家の長男さん。名前は……なんだったかな？　忘わすれちゃった」

「なんで……」

「なんでボクとヤクザ屋さんが結婚するのか。その答えは簡かん単たん明めい瞭りよう、お金のため。大薙家は辰宮家に土地と古くから続く権けん力りよくを与あたえる。そこで辰宮家はシノギをして利り益えきを上げる。で、大薙家はその何パーセントかを貰もらう。金かね稼かせぎが苦手で税ぜい金きんにひぃひぃ泣いてる大薙家は安定した収しゆう入にゆう源げんを得て、余よ所そ者ものの辰宮家は大薙家の土地と影えい響きよう力りよくを得る。どっちもハッピーなその契けい約やくの証あかしが、ボクなのでした～」

　詩葉は春の陽ひだまりのように陽気だった。

　自然とハイになっているわけではなく、それは僕を冷めさせるほど冷静な演えん技ぎだった。

「そんなの……無む茶ちや苦く茶ちやだ」

　今の時代にそんな政せい略りやく結婚があるとはとても信じられなかった。

　いくら古い家だからって、平成の時代に。

「ボクらは平成の世の中を生きているけど、中には昭和を続けてる老人達がいるんだよ。そんでもって、そういう老人ほど力が強かったりするんだよね。ま、むしろ現げん代だい的な取り引きと言えるのかもしれないけど。ただ、交かわされるのが契約書じゃなくて人間なだけで」

「それは、どうにもならないの？」

　僕ぼくは聞いた。何か方法はないのかと。

「どうにか出来るの？」

　詩葉は答えた。何も方法はないのだと。

　彼女の瞳ひとみにはそんなものはあり得ないとハッキリ刻きざまれ、僕の瞳はそれを完全に肯定してしまっていた。
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　墓ぼ地ちを出て長い階かい段だんを一いつ緒しよに下りていく。

　墓はかには花も供そなえなかったし線せん香こうも焚たかなかった。詩葉のためだけなら僕らはそれを躊躇ためらわなかったし、何時間掛かけたって綺き麗れいにしてあげただろうけど、そこに眠ねむっている他の『彼ら』の事を考えるとどうしても動けなかった。

　ことりちゃんは墓石を前にした時の苦しげな表ひよう情じようから一点、ニコニコとした顔で階段を一段飛ばしにしていた。

「危あぶないよ、そんな風にしてると。転んだら大変だ」

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫！　これでも凄すごく気をつけてるんですよ」

「そうなのかもしれないけど、見てるこっちは怖こわいんだってば」

「も～、変なところで心しん配ぱい性しようですよね」

　いや、ここで心配するのは物凄く真っ当でしょ。

　なにせ彼女は一人じゃない。彼女本人は、角度もそれほど急ではないし曲がりくねっているため、池田屋の大階段みたいにゴロゴロと転げ落ちる事になっても骨こつ折せつくらいで済すむだろう。

　だが、お腹なかの中に居いる子こ供どもにとっては致ち命めい打だになりかねないのだ。

　それを考えると冷たい汗あせが溢あふれてくる。安定期に入っているとはいえ、怖いものは怖い。

　しかし、ことりちゃんはあっけらかんと笑う。

「だから大丈夫なんですって。だって私、絶ぜつ対たい絶対、この子を産むんだって決めてるんですから！　誰だれが邪じや魔ましても、何が起こっても、それだけは絶対なんです」

　僅わずかにも大丈夫である根こん拠きよになっていなかったのが、それが逆ぎやくに彼女らしくて釣つられて笑ってしまった。

「まるで詩葉の未来予知だね」

「お姉ちゃんのアレは特別でしょ。けど、こればっかりは絶対なんですよっ」

　確たしかに、詩葉の未来予知はあまりにも特別過すぎる。

　他の誰も、たとえ志乃ちゃんであったとしても真ま似ねる事が出来ない究極的な能のう力りよくだ。

　そう、本当に。誰にも真似など出来ない力。

「……そう言えばことりちゃん。お母さんとは会ったの？」

　彼女の顔から笑顔えがおが消えて、代わりに眉まゆが跳はね上がる。

　浮うかれていた精せい神しんが一いつ瞬しゆんにして凍こおりつく瞬間がありありと確かく認にん出来た。

「どうしてそんな事」

「もしかしたら、お母さんにお腹の事を報ほう告こくに来たのかなって」

「そんなはずありません！　絶対に、教えるものか。教えたら何されるか分からないでしょう！」

　吼ほえるようなその気き迫はくに僕は内心で苦く笑しようするしかなかった。

　こうなると分かっていたが、聞かないわけにもいかない。

「そうか。だとすると、もしかしたら君の所にも年ねん賀が状じようが届とどいた？」

「……おにーさんじゃなかったんですね」

　本当にコロコロと表情が変わる子だ。

　疑うたぐるように下から覗のぞき込こんでくる瞳ひとみがちょっと怖い。

　が、ことりちゃんはそのまま、何な故ぜか大きく落らく胆たんしたように息を吐はいた。

「てっきり、おにーさんだと思ってました。いえ、おにーさんだったら良かった。本当ならあんな汚けがらわしい石ぼせき、見たくもなかったんです。けど、もし年賀状を送ってきたのがおにーさんだったら、出会えるのはあそこしかないって思ったから」

「僕も、もし何かの間ま違ちがいでことりちゃんが送ったんだとしたら、あそこ以外にはないって思ってたよ」

「考える事は同じですね。嬉うれしいです」

　ニコリと微笑ほほえむその瞳には警けい戒かいがあった。

　ただし、それは僕に対するものではない。彼女がいくら難むずかしい子だとはいえ、それ位には信しん頼らい関係を築きずけている自信がある。

　だから彼女の警戒は、僕以外であった事実へと向けられたものだった。

　ことりちゃんの溜ため息いきの意味は、僕が感じているものに凄すごく良く似にているのだ。

「でもだとしたら……まさかゆーいちろー？」

「あぁ、アイツのところにも届いてたみたいだよ」

「……そうですか」

「琴こと恵えさんとはまだ会ってないから分からないけどね」

　その名前を出した瞬間、ことりちゃんの肩かたがピクリと跳ねた。

「会いに、行くんですか？」

「そりゃもちろん」

「何のために？」

　それは責せめているかのような口調だった。

「う～ん、新年の挨あい拶さつかな？」

　あえておどけて答える僕に、ことりちゃんは全身で不ふ愉ゆ快かいを見せ付けてくる。

　とはいえ、どれほど凄すごまれたとしても、会わないわけにはいかないだろう。

「たぶん、琴恵さんのところにも届いてるはずだよ。それを確かく認にんしないと駄だ目めだろう？」

「……そんな難しい事を言われても分かりませんっ」

　それは、もうこの話題は終わりだという一方的な通告だった。

　仕方なく、話を変える。

「ことりちゃんはこっちには何い時つまで？　っていうか、何ど処こに泊とまってるの？」

「ホテルです。だいぶ離はなれたところですけどね」

　僕らの出会いがあの墓ぼ地ち以外に考えられなかった理由。

　それがこれだ。

　ことりちゃんは町に長く留とどまっていられない。彼女の存そん在ざいは住人達にとってある種のタブーとして、恐おそらく今も残っているはずだから。大薙家が『居いなかった事』にした問題児について大っぴらに語る事は出来ない。

　だが、誰もが語らないという事は誰もが知っているという意味である。

　迂う闊かつに出歩けばすぐさま住人に目もく撃げきされ、それが噂うわさとして広がり、噂は憶おく測そくを──それもまず間違いなく負の想そう像ぞうを──生み出してしまう。要いらぬ誤ご解かいを避さけるためには、自分を知る者の少ない場所に泊まるのが一番だ。

「どうせ、ウザったい事になりますから。まったく、アイツらときたら平成の今になっても昭和の初期とか大正時代とか、それこそ江え戸ど時代に生きてるんですよね。家が大事、血が大事って……キモいんです」

　どうも住人達というより大薙家の事らしい。

「とりあえず、もう二、三日は居ると思います。お姉ちゃんに話したい事は一いつ杯ぱいありますし、帰ってもダーリン居ないし」

　帰っても、か。

　彼女にとっても、ここは最も早はや地元ではないのだろう。

「あれ？　そう言えばダーリンさんは一いつ緒しよじゃないんだね」

「お仕事です。お正月だって工事はあるんですよ」

「そっか。それは寂さびしいね」

「ですよ。ま、お休みだったからって連れて来たりはしなかったでしょうけど」

「……もしかして、ダーリンさんに何も話していないの？」

「根ね掘ほり葉掘り聞きたがるような細かいタイプじゃないですから」

「そういう問題じゃないと思うけど。だって、その人は君の本当のお母さんの事を知らないまま────」

「私の結けつ婚こんに親なんて関係ないじゃないですかっ！」

　目じりを吊つり上げ激げき怒どすることりちゃんに、僕はそれ以上何も言えなかった。

　未成年である彼女の結婚に、保ほ護ご者しやの存そん在ざいは必要不ふ可か欠けつであり、無関係なんて絶ぜつ対たいに言えない。それに結婚するって事は、本人達だけではなく親兄弟も一緒に家族になるのだから、やはり関係ないはずがない。

　しかし、彼女が言っているのはそういう事ではないのだと、僕には分かった。

「ごめん……」

「いえ、私こそごめんなさい」

「うん、えっと。それじゃあ、何かあったら連れん絡らくしてよ。あ、もちろん帰る時もお願いね」

「はい。それはもちろん……って、携けい帯たい持つようにしたんですね」

　ズボンから取り出した携帯に驚おどろく彼女に、僕は印いん籠ろうのようにそれをかざして見せた。

「大学生の必ひつ需じゆ品ひんだからね」

「今時、小学生にだって必需品だと思いますけど？」

　それは言いっこなしって事で。

　電話番号とメルアドを交こう換かんして、今日はそこで別れる事になった。

　電車で帰る僕とは違ちがい、バスへと乗り込む彼女を見送る。

　その別れ際ぎわ。

「お姉ちゃんは……おにーさんに会えて嬉うれしがってましたよ、きっと」

　ことりちゃんは笑顔えがおでそう言ってくれた。

　僕には、ありがとうとしか応こたえられなかったけれど。




０２／




　大薙家のお屋や敷しきは巨きよ大だいだ。

　駅から少し離はなれた、細かく複ふく雑ざつに道が走る古い町まち並なみの中心に明らかに異い質しつととれる規き模ぼでドシリと居きよを構かまえている。その存在は初めてこの地を訪おとずれた人にも明らかだ。高さ二メートルほどの土ど塀べいは真まっ直すぐに百メートルほど続き、それは角を曲がっても更さらに同じくらい長く延のびていて、その次の角を曲がっても同様。つまり冗じよう談だん抜ぬきで一区画分を丸まる占せん有ゆうしているのである。上空から見ればさぞや綺き麗れいな四角形となっている事だろう。

　南側には樫かしの木で造つくられた高さ三メートルほどの見事な門があり、鋲びようの打たれた観かん音のん開びらきのそれはドシリと重そうに訪ほう問もん者しやを威い圧あつしていた。事実、かつてはそれがこの家の権けん威いを象しよう徴ちようしていたのだろう。

　古くからこの地を支し配はいしていた一族。

　今もまだ多くの土地を所有している名家。

　詩葉は『今はもうそんな影えい響きよう力りよくなんて無いんだよ』と笑っていたが、少なくとも威い厳げんは確たしかに残っているようだ。それが大薙家の精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいである事実を知っていても、やはり小市民としては一歩退ひいてしまう。

　緊きん張ちようしつつ押おしたインターフォンに出てくれたお手伝いさんに用向きを伝えると、予想よりも早く門が動いた。見た目こそ古いがその内部には最新の機器があるようで、ゴゴゴゴというような重々しい音も無く、滑なめらかな動作で開いていく。

　その先には割かつ烹ぽう着ぎを着た初老の女じよ性せいが立っていた。

「琴恵様がお会いになられます。どうぞ、こちらへ」

　職しよく務むに忠ちゆう実じつなだけなのだろうけど、どうしても仰ぎよう々ぎようしく感じてしまう低てい姿し勢せいの初老の女性に先せん導どうされて、庭を裏うら側がわへと進んでいく。

　案内されたのは母おも屋やではなく、その裏側にある離れだった。

　鬼おに瓦がわらを背せ負おい広々と両手を広げた年老いた海うみ亀がめのような母屋とは対照的に、比ひ較かく的新しい素そ材ざいや施せ工こうによって古く見せかけられている、小ぢんまりとした茶室のような面おも影かげである。

　母屋からはかすかに賑にぎやかな声が聞こえてきていた。駐ちゆう車しやスペースには無数の高級そうな車が止まっていたし、恐おそらく新年の宴えん会かい真っ盛さかりなのだろう。一族の人はもちろんの事、地元の人間が次々と挨あい拶さつに来ているはずだ。

　なるほど、離れに通されるのは当然の事である。

　どうしてもキョロキョロと落ち着きなく動いてしまう視し線せん。考えてみれば、お屋敷に入ったのはこれが初めてだった。

　詩葉もことりちゃんも別のマンション──もちろん大薙家の所有物ぶつ件けんである──に住んでいたから。二人にとって、特にことりちゃんにとってお屋敷は断だんじて心ここ地ちの良い場所ではなかったし、僕ぼくだって露ろ骨こつに権威を表明しているこの場所は好きになれなかった。

　正直に白はく状じようした僕に詩葉は軽けい快かいに笑った。

『だから引っ越こしたってのもあるよ。だってあっちじゃ気軽に友達も呼よべないでしょ？　特に地元の子達は萎い縮しゆくしちゃってさ～』

　笑ってはいたけど、それはきっと悲しい事だったのだろう。

　幼おさない頃ころから詩葉は自分の立場というものを強く意い識しきしていたのだろうと思う。親を筆頭とした大人達への反はん抗こう意識を育はぐくむ青春時代を、彼女は少しだけ飛び越してしまって、親には親の苦労があったのだと理り解かいしてしまえる精せい神しん年ねん齢れいへと到とう達たつしてしまった。

　彼女はそんな悲しささえ受け入れてしまったけれど。

　通された部屋で待つ事十分ほど。襖ふすまが開いて和わ装そうの女性が入ってきた。

　大薙琴恵さん。詩葉達のお母さんだ。

　年齢まではハッキリと思い出せないのだが、若わかい頃に結けつ婚こんしていて、まだ四十前後のはずだ。だが容よう姿しの面ではそれより更さらに若く見える。硬かたく引き締しめられた鋭するどい表ひよう情じようからは頑かたくなな、近ちか寄よりがたい雰ふん囲い気きを発散していたが、それがまたこの女性の美しさなのだろう。

　全すべての男に対して触ふれる事を躊躇ためらわせる、そんな魅み力りよくがある。

　見み惚ほれそうになる自分に軽く苦く笑しようしつつ、僕は頭を下げた。

「お久ひさしぶりです」

「えぇ……本当に」

　対面へと座すわった琴恵さんの、その微笑ほほえみながらも少しだけ困こまったような表情の理由は問わない。

　実じつ際さい、僕だって決して良い笑顔だったわけじゃない。

　お互たがいを不快に思っているわけでは、決してないと思う。ただ、普ふ通つうでさえ仲良くしていた女の子のお母さんと、その相手という微び妙みような関係。まして僕らの間にはもっと複ふく雑ざつな事情が横たわっていた。

　詩葉の死という『溝みぞでも壁かべでもない障しよう害がい』だ。それは言うなれば渦うずである。強い流れが双そう方ほうから注がれていて中心でぶつかり合い予よ測そく不ふ可か能のうな渦を生み出し、迂う闊かつに近づく事が出来なくなってしまった。

　少しだけ沈ちん黙もくがあった。

　お手伝いさんが出してくれたお茶は、普ふ段だん飲んでいるペットボトルの物ではなく、ちゃんと茶葉を使ったものだ。熱あつ過すぎず、けれど温ぬるくもない絶ぜつ妙みようなその温度と、ペットボトルでは絶対にあり得ない香こうばしさが堪たまらない。

　合わせて出されたお茶ちや菓が子しの栗くり羊よう羹かんには手をつけないまま、タイミングを計っていると、先に口を開いたのは琴恵さんだった。

「あけましておめでとう」

「あ、はい。あけましておめでとうございます」

「もしかしたら、『あうのた子は』にも挨あい拶さつしてきてくれたのかしら」

「……えぇ、ついさっき」

　頷うなずくと琴恵さんは「ごめんなさいね」と薄うすく微笑んだ。

　ありがとうではなくごめんなさいなのが僕らの難むずかしさなんだろうな、なんて頭の片かた隅すみにいる冷静な自分が独ひとりごちるのを聞きながら、頭を下げる。

「いえ……その、こちらこそ済すみません。お忙いそがしいところ、突とつ然ぜんお邪じや魔ましちゃって」

「構かまいません。お気になさらないで」

「けど、車が何台も止まってましたし。他にもお客さんが……」

「親族が集まって新年の挨拶をしているだけよ。宴えん会かいと称しようして五う月る蠅さく騒さわぎまわるか、金の無心をしてくるかだけで、とてもお客とは呼よべないような者ばかり」

　もう慣なれっこだと言わんばかりの落ち着いた表情に、こちらの方が言葉を失ってしまう。

　するとそれに気付いた琴恵さんは、

「ごめんなさいね。貴方あなたに言うような事ではなかったわ」

「あぁ、いえ。別に気にしていませんから」

「ありがとう。それに、そうでなくても貴方を無む碍げに追い返すわけにはいかないでしょう」

「どうしてです？」

「だって貴方は詩葉の……ね」

「それに、年ねん賀が状じようの事もあるからですか？」

　勢いきおいに任まかせて切り出したその言葉に、しかし琴恵さんは眉まゆ一つ動かさなかった。

　年の功、なんて言い方は失礼かもしれないが、人生経けい験けんの差は明白だ。

　ことりちゃんに彼女の十分の一でも落ち着きが遺い伝でんしていればと思ってしまう。

「そう、それもあるわね」

「やっぱり琴恵さんの所にも来ていましたか」

「当然でしょう。他の誰だれの所に届とどかなくとも、私の所にだけは絶対に来るはずだから」

「何な故ぜそう言い切れるんです？」

「何故？　私があの子の母親だからに決まっているでしょう」

　それは確たしかな説得力だった。

　詩葉の存そん在ざい、あるいは死について琴恵さんとことりちゃんは切っても切れない関係者である。送り主の目的がなんであれ、この二人だけは絶対に外せない。その点で言えば、僕や雄一郎は部外者なのだが……。

「ってか、そうなんですよ。何で僕のところに送られてきたんだと思います？」

「さぁ？　私に聞かれても分からないわ」

「でも、琴恵さんは年賀状の事もあったから僕と会ってくれたって言いましたよね。それってつまり、僕も貰もらっている事を知っているって意味だと思うんですけど」

「別にその事がなくても会っていたわ。それに、白はく状じようしてしまうけれど、私は貴方の事を疑うたがっていたから」

　琴恵さんの表情からは一いつ切さい悪びれた様子は窺うかがえなかった。

　まったく、親子揃そろって酷ひどい話である。

「ことりちゃんにも同じ事を言われましたよ。僕が出したんじゃないのかって」

「……そう。あの子と会ったの？」

「はい。お墓はか……『詩葉の』お墓でばったりと」

　その時ちょっとだけ不思議な事が起こった。

　琴恵さんの視し線せんが僕から外れ、横へと向けられたのだ。今は障しよう子じが閉しめられているため見えないが、その向こうにはガラス窓まどで仕切られた板いた張ばりの縁えん側がわがあり、ちっぽけな庭園が造つくられている。お手伝いさんがお茶とお菓か子しを持ってくるときにちょっとだけ見ただけなのだが、とても落ち着いていて、日本人なら九割わりが心安らぐ光景だった。

　もしかしたら誰か来たのだろうかとも思ったが、どうやらそういうわけではないらしい。

　釣られて僕も見つめるが陽光に輝かがやく真っ白な障子に影かげが映うつる事はなかった。

　なのに琴恵さんは魂たましいが抜ぬけたような無む防ぼう備びな横顔を曝さらしたまま、じぃと見つめているのだ。

　向こう側にある庭を透とう視しでもしているのか、それとも障子紙の上に僕には見えない『影』を見ているのか。

「……日ひ頃ごろの行いの所せ為いだわ」

「はい？」

「貴方が送ったんだと思った理由よ」

「な、なんですかそれ。僕、そんな疑わしい事しましたか？」

　まるで覚えのない風ふう評ひように顔を引き攣つらせていると、琴恵さんは視線をこちらに戻もどしてニコリと、たぶん本心から微笑ほほえんだ。

「一つ、質しつ問もんして良いかしら？」

「はい、構いませんけど……」

「どうして貴方はここにやって来たの？　どうして貴方は無視してしまわなかったの？」

「無視って、詩葉からの年賀状を、ですか？」

「そう。だって考えても御ご覧らんなさい、貴方にとって詩葉や私達との出来事は決して心ここ地ち良い思い出ではないでしょう？　出来ればもう二度と関かかわりたくないほどの」

　半分だけ正せい解かいだった。

「なのに貴方はこうして現あらわれた。たった一枚まいの年賀状でわざわざ思い出したくもない過か去こへと戻ってきた。それは私にとってとても不自然な事なのよ。理解に容易たやすい発想じゃないわ」

　今度は琴恵さんの言う通りだった。

「だってそれは、詩葉のためですから」

「貴方はそう言うんでしょうね。ほら、だから日頃の行いなのよ」

　何だか分かるような分からないような論ろん旨しだった。

　要はお人よしとかそういう事を言いたいのかもしれない。

　余よ計けいな──それを背せ負おわないという選せん択たく肢しもあり得る──厄やつ介かい事ごとに首を突つっ込こむ癖くせがあるのは、志乃ちゃんをはじめ、様々な人に言われてきた事なのでもう慣れていた。僕だって好きでやってるんじゃないと叫さけぼうが、どうにも周りの人にはそうは見えないらしい。

「とにかく、残念ながら僕じゃないですよ」

「えぇ、そのようね」

「琴恵さんでもない」

「もちろんよ。私ではないわ」

「では、誰が送ったかについて心当たりはありませんか？」

　真まっ直すぐに彼女の瞳ひとみを見つめながら、僕は切り込んだ。

　どう答えるのか、知りたかった。

　琴恵さんはやはり表ひよう情じよう一つ変えず、鮮あざやかな紅べにの塗ぬられた唇くちびるを開いた。

「考えられるのは一人だけだわ」

「誰です？」

「雄一郎君よ」

　彼女は確たしかに、そう明言した。
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　詩葉やことりちゃん、そして琴恵さんの大薙家と雄一郎との関係は十年以上昔に遡さかのぼるらしい。

　雄一郎の家も我わが家と同じく外から引っ越してきたんだそうで、ファーストコンタクトは幼よう稚ち園えんだった。お昼ひる寝ねの時間、雄一郎がおねしょをしてしまい泣いているところを、詩葉が慰なぐさめてあげたのが最初だったのだそうだ。

　ちなみに雄一郎はしきりに『ちげーよ！　逆ぎやくだろ、逆っ！』と反論していたが、僕は無む条じよう件けんで詩葉の証しよう言げんを採さい用ようする事に決めていたので、彼の有ゆう罪ざいが覆くつがえる事はなかった。

　そんな出来事があって、急速に仲良しになった二人は、そのまま同じ小学校、中学校、高校と進学していき、そこでようやく僕が参加したわけである。

　つまり僕なんかよりもずっとずっと、詩葉と雄一郎は長い付き合いだったのだ。

「だからこそ、雄一郎君なのよ」

「あいつが詩葉の名前を騙かたって年ねん賀が状じようを出す事に、何の意味があるんですか？」

「それは分からないわ。雄一郎君にしか分からないでしょう」

　ズルイ言い方だと思った。

　何か意見を口にしてくれるなら反論のしようもあるのだが、分からないと明言されてしまえば、こちらとしても追つい及きゆうのしようがない。

「……ま、本人は否ひ定ていしてますけどね」

「そう。でしょうね」

　気のない言い方に、僕はこれまでかと悟さとる。

　あまり長々と話したところで、今は何の意味もないだろうから。

「分かりました。お時間をとらせてしまって済すみませんでした」

「良いのよ。貴方あなたに会えて嬉うれしかったわ」

「そう言ってもらえると気が楽です」

「いいえ、本当の事よ。貴方が来てくれて良かった」

　来てくれて、か。

「あ、最後に一つ質しつ問もんして良いですか？」

「なにかしら？」

「ことりちゃんとは会わないんですか？」

「……今いま更さら、あの子に会って何を話す事があるのかしら」

「山ほどあるじゃないですか」

「ないわ。あの子はもう新しい人生を歩んでる。今更会うことなんて出来ない」

　あの子はもう解放されたのよ。

　琴恵さんはそう言った。彼女の顔には、僕が一年少々前に見た時にはなかった皺しわが見て取れて、彼女の中にも決して長くはない、けど濃のう厚こうな時間の流れがあった事を知る。

　僕がそうであったように、彼女にもきっと。

　立ち上がって、それから帰るべき方向とは逆の障しよう子じを開いた。

「……静かですね」

「えぇ、ここはずっと前からそう。時が止まってるような静せい寂じやく」

「確かに。母おも屋やの声が届とどかない場所、ですね」

「私に与あたえられた最後の居い場ば所しよよ。だから好きなの」

　琴恵さんは静かな声で言った。

「でも、今年のお正月は賑にぎやかになりそうだわ」

「はい。たぶんそうなるでしょうね」

　僕らは数秒、見つめ合った。

　お互たがい、それで十分だった。

　僕らの間にあった駆かけ引きについて、部外者はたぶん理り解かい出来なかっただろう。あえてその詳しよう細さいを説明する気分ではない。重要なのは彼女が言った通り賑やかになるだろう事、そして僕ぼくは僕のするべき事をしなければならない、という事だけだ。

　そのまま、やってきたお手伝いさんに連れられて門まで移い動どうする。

　相変わらず母屋は賑やかだった。琴恵さんはまたあの場所へと戻もどるのだろう。
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『って事はいったい誰が送ったんだ？』

「それが知りたいから電話してるんだろう？」

　午後八時を少し過すぎた頃ころ。

　自分の部屋のベッドに仰あお向むけに倒たおれこんで、僕は電話を掛かけていた。

　ちなみに夕食はレトルトカレーだった。久ひさしぶりに帰って来た息子むすこに対してあまりにも愛あい情じようが足りないのではないのかという僕の真っ当な意見は、『泊とまるなんて思ってなかったんだから仕方ないでしょう？』なんて、非ひ常じように現げん実じつ的な反はん論ろんで潰つぶされてしまった。

　いや、けど待ってくれお母様。

　僕が泊まらないにしたって父上が居いるではないですか。

『お正月は主しゆ婦ふの少ない休日よ。文もん句くがあるなら自分で作りなさい』

　胸むねを張はってそう宣せん言げんする専せん業ぎよう主婦。

　まぁ、おせち料理って半分はその為ためのものなんですけどね。

　そんな意見に我わが父上はというと。

『正月休みに嫁よめの一人も海外旅行に連れて行けないような男にはな、レトルトのカレーで十分なのさ』

　なんて男らしい背せ中なかで男らしくない達観をしていた。

　哀あい愁しゆうがカレーの香こう辛しん料りように負けないほど香かおりたっていた。

　……大だい丈じよう夫ぶなのか、この夫ふう婦ふ？

　いや、父が母の尻しりに敷しかれているのはもうずっと昔からの事で、今更どうとも感じないのだけれど、熟じゆく年ねん離り婚こんとかそういうオチだけは勘かん弁べんしてもらいたい。

　と、そんな余よ談だんはともかく、今は雄一郎との作戦会議だ。

『聞きたいのはこっちだっての。他に詩葉の名前を騙かたる奴やつが居るか？』

　答えは断だんじてＮＯ、居る筈はずがない。

　詩葉はその性せい格かくからクラスメイトにも愛されていて交友関係は広い方だったけど、死後彼女の名前を騙って年ねん賀が状じようを送るほどの存そん在ざいは居なかったはずだ。それは最も近しい存在だった雄一郎と僕が断言出来る。

　そんなのが居れば絶ぜつ対たいに気付けたはずだ。

　いや……もちろんよっぽど根が深く埋うまったストーカーみたいな奴が、絶対に居なかったかと聞かれたなら、なかなか難むずかしいかな？　けど、それならそれで、ことりちゃんが気付いていそうだ。彼女の野生動物的な警けい戒かい網もうに引っ掛からないなんて事は不ふ可か能のうな気がする。

　逆ぎやくに、そこまで隠かくれていれば、今回のような表立った動きは考えられないだろうし。

『辰宮……ってのもなさそうだしな』

「彼らが今更そんな事をするとは思えないな。ってか、どう考えたって僕や雄一郎みたいなオマケまで巻まき込む理由がないでしょ」

『だよなぁ。となると、どっちかが嘘うそを吐ついてるわけだ』

「お前が嘘を吐いてる可か能のう性せいだってあるわけだけど」

『俺おれなわけねーだろ』

　鼻で笑われてしまった。

「いやぁ、でもお前はかな～り怪あやしいぞ。お前ならこれくらいの悪質な悪戯いたずらを考え付きそうだ」

『馬ば鹿かにしてるのか？　俺だったらもっと悪質だったての』

「あぁ、なるほど。そりゃ納なつ得とくな理由だ」

　今度はこっちが鼻で笑ってやる。

　雄一郎は携けい帯たいの向こう側で『どういう意味だお前っ！』なんて笑っていた。

　大学に入って、そこでそれなりに男友達も出来たけれど、やはり一番会話のテンポが噛かみ合うのは雄一郎だった。過すごしてきた月日が違ちがうというのはもちろんだけど、何より相あい性しようが良いのだろう。

　独どく特とくの空気というのだろうか。

　大学の友人達とも違う、志乃ちゃんやキララ先せん輩ぱいとも別の楽しさ。

　そこに詩葉が入れば無む敵てきだった。一日中どころか一年中だって話し続けられるような、そんな気分だったのだ。

「……で、話を戻もどすけど、どっちが怪しいと思う？」

『そうだな。難しいが、俺としてはやっぱりことりだな』

「ことりちゃん、か」

『アイツの辰宮への憎にくしみは本物だ。お前だってそれは分かってるだろ？』

　もちろん、痛いたいほどよく理り解かいしている。

　ことりちゃんの敵意は他の誰だれよりも純じゆん粋すいで、まるで極きよく限げんまで研とぎ澄すまされた刃は物もののように鋭するどいものだ。遠く眺ながめても鮮あざやかに輝かがやいていて、触ふれればその指の力でスーッと切れる、脆もろさと引き換かえに得た牙きば。

「けど、辰宮関係で琴恵さんに送るのは分かるにしても、僕らに送る意味はないだろう？」

『いいや、意味はあるね。注目を集めるためだよ』

「注目？」

『犯はん行こう声明みたいなもんだ。ただ単に辰宮に復ふく讐しゆうしたって連中の同業者の仕事になっちゃうだろ？　けど、年賀状を送る事で注目を集めれば、自分が復讐したんだって証あかしになるじゃないか』

「お、おい。まさかお前……」

　雄一郎の理り屈くつは若じやつ干かん飛ひ躍やくしていたが、言いたい事は理解出来た。

　筋すじも通っているように思う。

　ただここで重要なのは、復讐というその単語だ。

「もしかしてお前、ことりちゃんが……」

『あぁ、ことりはたぶん、かなりヤバイ事を考えてる。昔っから過か激げきなところがあったからな』

　僕にとってことりちゃんは心ここ優ろやさしい女の子だったけれど、それは彼女が味方と認にん識しきした相手にだけで、敵に対しては時折ギョッとするほどの攻こう撃げき性を見せた。その姿すがたは単純な比ひ喩ゆ表ひよう現げんを超こえて、警けい戒かいした野生の獣けものそのままだった。

　味方には只ひた管すら甘あまえ、敵には徹てつ底てい的に敵意を向ける。

　限度を超えた二面性だ。

　そして何より、彼女はその性せい格かくを一いつ切さい隠かくそうとはしなかった。敵が見ている前でも詩葉や僕に甘え、僕等が見ている前でも敵には激はげしく威い嚇かくした。

　激げき情じよう的、と表現出来るのかもしれない。

　ことりちゃんの感情表現はＯＮかＯＦＦかがハッキリと分かれていて、攻撃対象か甘える対象かのどちらかしかなかった。だからどちらにしても極きよく端たんで、徹底されていた。中ちゆう庸ようは一切なく、攻撃か無む防ぼう備びかの二に者しや択たく一いつだった。だから、攻撃性が発はつ揮きされた時は本当に手のつけようがなかったのだ。

　その意味で、彼女は今も大薙と辰宮を憎んでいる。決して経けい年ねん劣れつ化かする事のない敵意を抱いだき続けている。

　もしかしたら琴恵さんも同じ事を考えていたのかもしれない。

　じっと見えない障しよう子じの向こう側へと向けられたその瞳ひとみの先には、娘むすめの姿すがたがあったのか。

『気をつけろよ。守るもんがある奴やつは怖こわいぞ』

「それは僕も攻撃される可能性があるって事？」

『いや、お前は大だい丈じよう夫ぶだろ。幼おさな馴な染じみの俺でも驚おどろくくらい懐なつかれてたからな。だから、そうじゃなくて、変な動きが見えたら止めてやれって言ってるんだ。俺じゃ駄だ目めだろうけど、お前なら止められるはずだから』

　無茶な話だと思う。

　ことりちゃんの中での優ゆう先せん順位は詩葉が最高で、僕はその末席に、越こえられない壁かべを挟はさんで在あるだけだ。もし本当に彼女が復讐なんて考えているのだとしたら、僕の言葉では絶対に止まらないし、下手に干かん渉しようすれば敵と認識されてしまうだろう。

『だけど、他に居いないだろ？』

「簡かん単たんに言ってくれるなぁ。お前はこうして話を聞いてるだけなのかよ。荒あら事ごとはお前の方が適てき任にんじゃないか」

『でも、荒事にしないように動くのはお前の方が適任だろ？』

　それは……そうなのかもしれない。

　別に自信があるわけではないけど、少なくとも雄一郎よりはよっぽどマシだと自負出来る。

　この男は別べつ段だん喧けん嘩かっ早いわけではないのだが、常つねに『やるならやってやる！』という挑ちよう戦せん的な性格で、どうにも事を穏おん便びんに収おさめる事には向いていないのだ。それでいったい何度苦労させられた事やら。

　明日、もう一度会う約束をして電話を切る。

　折り畳たたまれたそれを強く握にぎり締しめながら僕は呟つぶやいた。

「そうだな。これ以上、悲しいのは御ご免めんだ」

　彼女もいい加か減げん、この悪あく質しつなシナリオから解かい放ほうしてあげなければならないのだ。
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　眼めが覚めて、やはり一月二日。

　携帯で確かく認にんすると現げん在ざい時じ刻こくは午前六時二十三分だった。信じられない早起きっぷりである。予約しておいたエアコンはまだ動いていなかった。まさかこんな早く眼が覚めるとは思っていなかったので、十時過すぎに設せつ定ていしていたのだ。

　大阪のおんぼろアパートにはエアコンはなく、暖だんは炬こ燵たつとストーブに頼たよっている。ストーブは十年位前のもので入りタイマーは付いていないため──切りタイマーは付いてるので寝ねる前はそれを使っている──朝起きると薄うすっぺらい壁かべ越ごしにキンキンに冷やされた大気に震ふるえながらじんわりと暖まっていくのを待たなければならない。

　そんなわけなので、光熱費を気にしなくて良い実家に帰って来た時くらいは、目覚めの瞬しゆん間かんから温ぬく々ぬくと、何も考えなくて済すむまどろみを楽しみたかったのだが……。

　狂くるおしいほどの寝たりなさに何度か寝返りを打つ。多くの人に共感してもらえるだろうが、二度寝はこの世の何にも優まさる快かい楽らくだ。ストンと落ちるのではなく、緩ゆるやかに溶とけるように意い識しきが消えていく瞬間の悦よろこびは何ものにも代え難がたい。

　この時もそれを味わえるはずだったのだが……ささくれ立ったままの精せい神しんはハッキリと眠ねむりを拒きよ絶ぜつしていた。

　襖ふすまで遮さえぎられたダイニングからは人の気配は感じられなかった。たぶんまだ両親は寝ているのだろう。昨さく晩ばん父さんはビールを一瓶びん空けていたし、母さんは日付が変わってからも美少年アイドルが多数出てくる番組を見ていたし、起きてくるのが何時になるのかは分からない。

　何だかんだで、久ひさしぶりに両親との夕食は楽しかった。

　それが当たり前だったかつては何とも思わなかったし、それよりは友達とどこかで外食する方がずっと楽しかったのに。

　ふと思い出すのは、志乃ちゃんの事だ。

　彼女は今、何をしているだろう。昨晩は何をしていたのだろう。ちゃんと夕食を食べたのだろうか。電話で話した時にちゃんと言いつけておけば良かったかもしれない。放ほうっておけば本当に適てき当とうな御ご飯はんしか食べない子だ。そんなだから成長が遅おくれちゃってるんだと言ってるのに。

「……ふぅ」

　小さく息を吐はくと微かすかに白い靄もやが生まれた。

　本当なら、眼が覚めると隣となりに彼女の顔が見えるはずだった。

　それこそが新しい朝の始まりの合図となるはずだった。

　無む性しように帰りたい気分に陥おちいっている自分に気付いて、流石さすがに呆あきれてしまう。

　なんだこれ、ホームシックなのだろうか。

　我わが家に居いるのにホームシックとはこれ如い何かに。

　器用なのか不器用なのか悩なやんでしまうところである。

　もしかしたら自分は彼女に甘あまえているのではないだろうか。

　何となくそんな気がしてしまって───軽く凹へこむ。

　小学生に甘える大学生なんて、笑い話にもならないどころか、他人が聞いたらドン引き確かく定ていだろう。さしもの鴻こう池のいけキララ先せん輩ぱいでさえ匙さじを投げるのは間ま違ちがいなし。涼すず風かぜ真ま白しろちゃんはきっと微笑ほほえむだろうが、それは嘲あざけりを主成分とした僕の人じん格かくやら尊そん厳げんやらを粉こな微み塵じんにするものとなるに違いない。

　コホンッと脳のう裏りを過よぎるその光景を吹ふき飛ばすように咳せきをして、ずっと同じ不安と恐きよう怖ふを再さい生せいし続ける精神を切り替かえる。頑がん張ばらないと、だ。

　枕まくら元もとに置いていた携けい帯たいを取り上げて開くと、予想通りメールが届とどいていた。

　送り主は……雄一郎だ。

　タイトルはない。

　本文も短く、

『辰宮の事じ務む所しよで何かあったらしい』

　とだけ書かれていた。

　こめかみの辺りに鈍どん痛つうが走る。カキ氷を勢いきおい良く食べた時に感じるあれに近かったが、それよりもずっと重度だった。

　受信時じ刻こくを見ると深夜の三時五十三分。着信音にはまったく気付けなかった。

　少しだけ躊躇ためらってから、勢いをつけるために掛かけ布ぶ団とんを蹴けり飛ばす。空気の流れが生まれ、途と端たんに冷気がピラニアのように襲おそいかかってきたが、もうこうなってしまえば寝ているよりも起きて身体からだを動かす方がずっとマシだ。

　手早く服を着き替がえ──その服がまた凍こおりついたように冷たいのだ──ダイニングに顔を出す。両親を起こすのは躊躇われたので、『朝食は要いりません』とだけ書置きして家を出た。別にそんなものがなくとも、我わが母上様の事、居ないと分かった時点で作ろうとはしないだろうけど。

　一月二日の早朝は、町も人もまだ眠ねむりについていて静かだ。

　普ふ段だんなら忙せわしなく駆かけ抜ぬけていく車もガレージの中で眠ったまま。時間を気にしながら会社へ急ぐサラリーマンの姿すがたもなければ、ダルそうな顔で登校する子こ供ども達も見えない。幾いくつかの家からテレビの声や換かん気き扇せんによって朝食の匂においが吐はき出されていたが、賑にぎやかしさからは遠く離はなれていた。

　左右前後に人の姿は見えず、道路上に限げん定ていされたゴーストタウンといった雰ふん囲い気きである。

　そんな中を僕ぼくは非ひ常じように陰いん鬱うつな気持ちで歩いていた。

　折せつ角かく大気はこれほどに正月の匂いを漂ただよわせているというのに、全くウキウキとした高こう揚よう感は湧わいてこない。我われら学生にとってのオアシスである長期休きゆう暇かを楽しめないというのは、大問題である。

　向かう先は当然、辰宮の事務所だ。ちょうどホームに入って来たモノレールに飛び乗り繁はん華か街がいへ。そこから流石に人の多い中心街を歩いて、少し外れた所にある近代的な三階建ての建物が暴ぼう力りよく団だん『竜たつ宮みや会かい』の事務所だった。

　表面は大理石のタイルに覆おおわれていて、ただの雑ざつ居きよビルでない事は確たしかだが、それは別に彼らの存そん在ざいを暴力的に顕けん示じするようなものではなかった。

　ビルの入り口には行書体で竜宮会と書かれた良りよう質しつの樹きを使った表札が掛かかっていたが、どことなく控ひかえめで目立たないものだった。玄げん関かん先さきには昔から変わらず陶とう器きで出来た等身大のドーベルマンが鎮ちん座ざしている。番犬代わりにしてもシーサーみたいな魔まよけにしても随ずい分ぶん可愛かわいらしいものだった。

　だが、今現げん在ざい。

　周辺の物々しさを見たならば、そこが暴力団の事務所であると強く理り解かいするだろう。

　幅はば八メートルほどの道路を、警けい察さつが封ふうじていた。『KEEP OUT』の黄色いテープはないが、その代わりに何人もの制せい服ふく警官が事務所から少し離れた辺りで身体を張はって壁かべを作っている。警官は制服だけではなく私し服ふくの人も居るようで、忙せわしなくビルに出入りしていた。

　何が起こったのか、その答えは明らかだった。

　一月二日の早朝でありながらも既すでにたむろしている野や次じ馬うまの中、恐おそらくご近所さんなのだろう年配の女性が二人、口元を手で隠かくし小声を装よそおいながら、周囲に響ひびく声で話していた。

『どうも放火らしいわよ』

『やだ、怖こわいわねぇ』

『あそこ、ほらアレでしょう？』

『えぇ、怖いわねぇ』

　そう口では言いながらも、女性二人の目は好こう奇き心しんに輝かがやいていた。

　対岸の火事は祭りと同じだ。燃もえ盛さかる炎ほのおは不思議と人の心に高揚感を与あたえ、遠く眺ながめている限かぎりにおいては美しくも思えるだろう。炎の力を思い知り恐れ戦おののくのは、それが対岸でない現実を思い知らされてからだ。間近で見るそれは喜びなど一つも与えてくれないのだから。

　だが、確かに今回の放火は彼女達にとって対岸の火事で終わるだろう。

　辰宮の事務所……竜宮会の物ぶつ件けんに放火。

　それが意味するのは、普ふ通つうに考える限り敵てき対たい組そ織しきの犯はん行こうであり、彼らの抗こう争そうを想そう像ぞうさせるものだ。出で張ばってきている警官の多さからもそれは間ま違ちがいない。要はカタギの人間にとっては全く無関係なのである。

　ただし、カタギであったとしても、僕は無関係でなかった。

　無関係であるはずがない。そんなのは良く分かっている。

　実じつ際さい、年ねん賀が状じようの事がなければ──もし一泊ぱくしていたとしても──何かややこしい事になってるんだな、という程てい度どで流していただろう。連中の抗争になんて何の興きよう味みもない。勝手にやってくれて一向に構かまわない。ただし出来れば、一億光年ほど向こう側でお願いしたいけれど。

　その程度の感覚で終わっていたはずだ。

　しかし今は、見てみぬフリなど出来ようはずがない。

　まして……彼女の姿すがたを見つけてしまっては、後あと戻もどりは絶ぜつ対たいに許ゆるされないのだ。

　彼女はこちらに気付かなかったらしく、その場を立ち去っていく。野次馬に紛まぎれるように緩ゆるやかに、しかし逃にげるように速すみやかに。

　その後ろ姿。

　ことりちゃんだった。
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　犯人は現場に戻る。特に放火事件の場合はそうだ。僕が言うのだから間違いない。

　道路は完全に封ふう鎖さされていたため追いかけるには一区画分遠回りする必要があったが、そんな事をしなくても先回りする方法はあった。彼女の向かう先など分かりきっているのだから。

　駅前のバス停で、母親になるとは思えない細い肩かたに手を掛かける。

「ことりちゃん、おはよう」

「……おにーさん、ですか」

　やはり僕には気付いていなかったらしく、彼女は一度身体からだが宙ちゆうに浮うき上がりそうなほど驚おどろいて、やがて不ふ愉ゆ快かいそうな瞳ひとみをこちらに向けたのだった。こういう時、バツが悪そうだったり誤ご魔ま化かすように笑わない彼女の性せい格かくは好ましいと思う。

「何の用ですか？」

「いや、特に用ってわけじゃないんだけどさ。たまたま見かけたから、声を掛けただけ」

「そうですか。……おはようございます、随ずい分ぶんと早起きさんなんですね。昔は朝が苦手だって嘆なげいていたのに、大学生になって宗しゆう旨し替えですか？」

「今の君には理り解かい出来ないかもしれないけれど、一つ世の真理というものを教えてあげる。早起きが得意な男子高校生も男子大学生もこの世界には存そん在ざいしない！　そんなのはね、フィクションなんだ」

　その上、随分と夜よ更ふかししてしまったため、もし叶かなうのならば昼前くらいまでは眠ねむっていたいほどだった。

「でもダーリンは早起きですよ」

「それは仕事があるからだよ。男子社会人は朝が得意じゃないと生きていけないんだ」

「駄だ目めぢゃん……」

　ジトっとしたことりちゃんの瞳が何とも心ここ地ちよく感じられる冬の朝。

　と言っても、別に蔑さげすまれる事に快かい感かんを覚えているわけではない。

　そのノンビリとした会話内容と普ふ段だんと変わらない彼女の態たい度どが嬉うれしかったのだ。

　ましてその空気を自分で壊こわさなければならないとなれば、なお更さらに。

「それに、僕だけじゃなくてことりちゃんも随分と早起きさんだね」

「……別に。私は何時もどおりです。どっかのグータラ大学生さんと違ってダーリンの朝ごはんとか作ってあげてますから」

「へぇ、ことりちゃんって料理出来たんだ？」

「当然です。これでもダーリンからは百億個こ星を貰もらっているんですよ」

　いや、そんな胸むねを張はって身内が下した主観的査さ定ていを口にされても。

　っていうか多ければ良いってもんでもないだろうが、このバカップルが。

「でも、そっか……それならダーリンさんも安心だろうね。詩葉に似になくて良かったよ」

「お姉ちゃんのあれは、上う手まい下手の問題じゃなく、純じゆん粋すいに驚きよう異い的異い次じ元げん的魔ま術じゆつ的味覚の問題だと思います」

　だよね～、とその地じ獄ごくを味わった同どう志しとして、僕らは共に大きく息を吐はいた。

　調理実習において学校史に名を残す事になる大量虐ぎやく殺さつ事じ件けんの記き憶おくは今もまだ鮮せん明めいに刻きざまれている。

「あれは酷ひどかった。調理実習が女子だけだから幸いにも直ちよく接せつ被ひ害がいに遭あう事はなかったけれど、匂においだけで足元がぐらつく体験なんて、ちょっと味わえないものだよね」

　倒たおれ伏ふす教きよう師しを含ふくめ三十人弱──二クラス合同である──の少女達の中で一人、『失敗しちゃった☆』などとケロッとした表ひよう情じようで立つ詩葉の姿は、僕達に戦争の悲ひ惨さんさと無む常じようさを教えてくれたのだった。

「あ、そうだ。もし良かったら私がおにーさんに朝ごはん作ってあげましょうか？　おにーさんの家なら材料もあるでしょうし、私の腕うで前まえを見せてあげます！」

「それは実にありがたい申し出で反対する理由は微み塵じんもないけど。その前に、確かく認にんさせて欲ほしいな」

「……何をです？」

「どうしてこんな時間に、君がここに居いるのか」

　ことりちゃんは表情をゆっくりと変化させた。切り替かえの早い彼女とは思えないその感情の流れは、覚かく悟ごしていた証あかしだろう。しきりに話題をズラそうとしていた彼女を僕は逃にがさなかった。

「別に……特に意味はありませんよ。ただの散歩です。ホテルに居ても退たい屈くつなだけですからね」

「散歩ってのは幾いくらなんでも無理があると思うんだけどな。君が『あんな場所』を通るはずなんてないんだから」

　ことりちゃんは大薙家へ強い敵てき意いを抱いだいているが、それと同じくらい辰宮も憎にくんでいる。

「君は辰宮の事じ務む所しよになんて絶対に近づいたりしない。そうでしょう？」

「……見てたんですか」

「ことりちゃん、何な故ぜあんな場所に居たの？　君は何のためにあそこに居たの？」

「それは、こっちの台詞せりふですよ。辰宮の事務所に近づきたくないのはおにーさんだって同じじゃないですか。まして自分でも認みとめましたよね、朝が弱いって。そんなおにーさんが朝早くから出てきた理由はなんですか？」

「僕はただ単に、雄一郎からメールを貰もらったからだよ」

「ゆーいちろーが？」

「うん。起きたら携けい帯たいに辰宮の事務所で何かあったらしいってメールが入っててね。それで慌あわてて飛び起きて向かったら、ちょうどタイミングよく──悪く、なのかもしれないけど──ことりちゃんの姿が見えたってわけ」

「そう……ですか。じゃあおにーさんの仕し業わざじゃないんですね？」

「それこそこっちの台詞だってば。ことりちゃんじゃないの？」

「私だったらただの放火なんて生なま温ぬるい事はしません。事務所に飛び込こんで、確実に奴やつらを一人残らず焼き殺しています」

「ことりちゃん……」

　隠かくされる事のない憎ぞう悪おがそれを真実だと証しよう明めいしていた。

　彼女はきっと、本当に人を殺してしまうだろう。

　お腹なかの中に子こ供どもが居て、帰れば愛する未来の夫が居て、それでもなお躊躇ためらわない。

　人の性せい格かくが完全に育った環かん境きように依い存ぞんするというのなら、僕らは間ま違ちがいなく重じゆう罪ざい人にんだ。

「改めて聞くよ。どうしてことりちゃんは事務所の近くに居たの？」

「……そんなの、どうだって良いじゃないですかっ！」

　僕の追つい及きゆうを彼女は大きく身体からだ全体で振ふり払はらい、怒いかりの表情で睨にらみつけてきた。

「どうでも良いんです！　だって、私、分かっちゃったんです！」

「分かったって、何が？」

「お姉ちゃんの名前を騙かたって年賀状を送った犯はん人にん」

　真まっ直すぐな瞳ひとみに、とりあえず嘘うそは感じられなかった。

「犯人は、あの女ですよ」

　ことりちゃんが特に指し示じもなく『あの女』と言う時は、まず間違いなく琴恵さんの事だ。

　自分の母親だというのに。いや、だからこそ。

　敵と味方で二分される人間関係の中で、琴恵さんはことりちゃんにとって敵だった。

　それも最大にして最悪の怨おん敵てきだ。

　だが、何故ここで琴恵さんの名前が？

「どうしてそう思うの？」

「決まってるじゃないですかっ！　私を呼よび戻もどすためです！」

「呼び戻す……？」

　ことりちゃんは勘かん当どうされて志村の家へと移うつされた。

　その事に、彼女は何の不満も口にしなかった。その頃ころの事をあまり詳くわしく知らない僕だが、町を出て行く当日に呼び出されて少し話をした。駅の改札口の前で、暗く淀よどんだ瞳の彼女はもう二度と会わないだろう事、それから『呪のろい』を吐いた。

　それはこの土地そのものへの『怨念てきい』だ。

　ことりちゃんはあの時、二度と生まれ育った土地に足を踏ふみ入れるつもりがない事を、全すべてに対して誓ちかっていた。

　そんな彼女を呼び戻す事は容よう易いではない。帰って来いと言われて素す直なおに従したがうような子じゃない。下手に強きよう制せいすれば警けい察さつ沙ざ汰たになるほど暴あばれ回るか、姿すがたを眩くらましてしまっただろう。それくらいは僕も想そう像ぞう出来ていた。

　だが、言われてみれば、確たしかに呼びだす事は出来たのだ。

　彼女の絶ぜつ対たいの弱点。詩葉の名前を騙かたる事で。

　それが正しかった事は、今こうして証明されているではないか。

「私はおにーさんだと思ってました。だから……来たんです」

「け、けどさ。だとするなら僕や雄一郎にまで送る理由はないんじゃないか？」

「それは、確かに……」

「それにまさかあの放火も琴恵さんだって言うつもり？　それはあり得ないよ、あの人は一人で自由に門の外へ出る事も出来ないんだから」

　多くの人から頭を下げられる琴恵さんではあるが、彼女の生活は非ひ常じように窮きゆう屈くつだ。何ど処こへ行くにも常つねに従じゆう者しやが付き従したがい、家の中に居いてさえプライバシーなど存そん在ざいしない。行動への自由はあっても、一人になる自由は存在しない。

「そんなの金で雇やとった奴やつにやらせれば良いんです。あの女ならそれくらい出来ます！」

「でも相手は辰宮だよ。琴恵さんがそんな、自分に不利になる事をするかな？」

「きっと私を追い詰つめるためですよ！　連たつ中みやにだってもしかしたら話を通してるのかもしれません。いえ、きっとそうです！」

「ちょ、ちょっと待って。落ち着いてよ、ことりちゃん」

　興こう奮ふんし鼻息荒あらく言うことりちゃんを宥なだめる。

「追い詰めるって何さ？　君を追い詰めてどうしようって言うの？」

「分かりません！　でも、絶対何か企たくらんでるんです！　おにーさんやゆーいちろーにもきっと酷ひどい事をするつもりなんです！」

　全部で十以上もあるバスターミナルには相そう応おうに人が集まっていて、大声で喚わめき散らすことりちゃんを冷たい瞳ひとみで横目に見ている。誰だれもが迷めい惑わくに感じながら、関かかわろうとはしない。幼よう児じならともかく、高校生くらいの少女が場を考えず叫さけんでいるのだから当然だろう。

　誰の眼めにも彼女は奇き異いに映うつったはずだ。

　でも……僕ぼくは分かってしまった。

　彼女の敵てき意いの源げん泉せんは何時だって恐きよう怖ふだった。

　勘当され一人になりダーリンさんと出会って幸せを掴つかんで……それでも、彼女は怖こわがっている。辰宮と、大薙を。自分の母親を。
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　雄一郎と連れん絡らくが取れたのは、午前九時を過すぎてからだった。

　あの後、僕はことりちゃんと共に詩葉が眠ねむる墓ぼ地ちへと来ていた。元々その予定はなかったのだが、暴ぼう走そうしかかっていた彼女を一人にしておくわけにはいかなかったのだ。

　墓地から少し離はなれた林の中で、電話越ごしに聞こえる盛せい大だいな欠伸あくびに軽く殺意を覚えつつ、起こった事の報ほう告こくを済すませる。

『そうか……そりゃまた、ちんけな悪戯いたずらだな』

「いや、悪戯にしては悪あく質しつだろ」

『まあな。相手だってとびっきり悪質だ。こりゃ静かで平和なお正月ってわけにもいかなくなるだろう』

　何を今いま更さら、と暢のん気きなこの男の態たい度どに呆あきれてしまう。

　詩葉からの年ねん賀が状じようを受け取ったあの時から、既すでに静かで平和なお正月なんてどこにもありはしなかったというのに。

『ん～、だが、そうか』

「何だよ？」

『もしかしたらことりの言ってる事、合ってるんじゃねーのか？』

「なんだよ、お前はことりちゃんを怪あやしんでたんじゃないのか？」

『いや、そうだったんだけど……なんか話を聞いてると、そうかもなって思ったんだよ』

　携けい帯たいの向こう側で笑っているような困こまっているような気配がした。

　昔からそうだ。この男は何事においても深く考えないで、感かん情じようを優ゆう先せんする。

「お願いだから、真ま面じ目めに考えてくれよ」

『俺おれは何時だって真面目だっての。だからさぁ、俺が言いたいのはだなぁ。小お母ばさん、もしかしたら一目見たかっただけなんじゃないかって』

「……どういう事？」

『いやさ、小母さんって自由が全然ないだろ？　勘かん当どうした娘むすめに会いに行く事なんて出来ない、でもことりの方から会いに来る事もあり得ない。思うんだが、それってすげぇ寂さびしい事なんじゃないか？』

　琴恵さんの立場は、大薙家の当主代理だ。

　そう、代理。本来の当主は男だん性せいの役やく割わりであり、つまり彼女の旦だん那なさんが背せ負おうべきもののはずだった。しかし琴恵さんの夫、詩葉にとっての父親はことりちゃんが産まれた数か月後に病死してしまった。

　詩葉の婚こん約やくなんて話が出たのもその為ためだ。

　非ひ常じようにシンプルなくせに面めん倒どうな駆かけ引きの結果である。

　例えば琴恵さんが再さい婚こんすれば良いだけなのではないかと考える人も居いるかもしれないが、それは大薙家が許ゆるさない。琴恵さんが大薙家の出身ならそれで構かまわなかったのだろうが、彼女は嫁よめ入いりした立場。もし再婚すれば大薙の血を持たない第三者が実じつ権けんを握にぎる事になる。

　それは古くから続く大薙家にとって屈くつ辱じよく的な事であり、同時に力を弱めてしまう事でもある。

　力とは血、血は力。

　凡およそ馬ば鹿か馬鹿しく時代錯さく誤ごも甚はなはだしい話だが、あの大きな敷しき地ちの内側には未いまだそのような因いん習しゆうが巣食っているのである。

　だから、琴恵さんに再婚されてしまっては困こまる。

　その代わりに、長女である詩葉に結婚させて婿むこ養よう子しを取り、その相手を当主に据すえた上で義ぎ母ぼとなる琴恵さんによる摂せつ政しよう的な形での権力の保ほ持じが望まれていた。

　そんな立場だから、琴恵さんには自由がなかった。

　大薙家の未来を左右する事の出来る立場。力があり多くの人から頭を下げられる立場でありながら、言動に厳きびしい制せい限げんが掛かかっていた。人が集まって家となるのではなく、家があって人を求める極きよく端たんな形での典型例。戦国時代や江え戸ど時代など、歴史を少し勉強してみれば似にたようなお家騒そう動どうを幾いくらでも見つけられるだろう。

　そんな立場で、一度勘当したことりちゃんに会う事は難むずかしかっただろう。

　呼よべば戻もどってきてくれる相手ではないし、会いに行く事も出来ない。

　我わが子にずっと会えない。

　死別したわけではなく、今も確たしかに生きている。

　手を伸のばせば届とどく距きよ離りに居るのに、見る事も触ふれる事も出来ない。

　それはどれほど狂くるおしいものなのだろうか。

『だから詩葉を装よそおって、こっちに呼び戻したんじゃないかってさ』

「そうか……それなら確たしかに、ハッピーエンドだ」

『ん？　悪い、聞こえなかった。なんだって？』

「いや、別に。言いたい事は分かったけどさ、やっぱり僕や雄一郎にまで送る必要はないんじゃないかな？　一目見たいだけならなお更さら、僕等が居る意味はない」

『そりゃお前、もし俺等が居なかったらことりの奴やつ、墓はか参まいりしただけで即そつ行こう帰っちまうだろ？　小母さんはそうそう簡かん単たんには動けないだろうし、ある程てい度どの余よ裕ゆうを作る必要があったんじゃないのか？』

　なるほど、と僕は納なつ得とくしてしまった。

　良く出来た理り屈くつだ。

　ことりちゃんの立場に立って考えてみよう。彼女は二度と帰ってくるものかと決心して出たのにも拘かかわらず戻ってきた。その理由は詩葉の名前を騙かたっているのが僕だと考えたからだ。だからあの墓ぼ地ちで待ち受けていた。

　だが、もし僕が来なかったらどうしただろうか。

　ことりちゃんは送り主が僕ではない事を知り、次に考えるのは雄一郎か琴恵さんだ。更に優ゆう先せん順位──疑うたがわしさの意味で降こう順じゆん、会い易やすさの意味で昇しよう順じゆん──から雄一郎とコンタクトを取って、もしそこでも年ねん賀が状じようなど知らないと聞かされたらどうするだろう。

　答えは直すぐに想そう像ぞうがついた。

　その足で電車に飛び乗って町を出ただろう。

　敵てきか味方か、その二つしかない彼女にとって、どちらか一方しか居ない状じよう況きようでは僅わずかな迷まよいも生まれない。僕らの存そん在ざいがなければ、即そく座ざに帰ってしまったはずだ。

　一方、琴恵さんは一日に会えるかどうかは不明だった。

　大薙の家には新年の挨あい拶さつで多くの親族が集まり、当然琴恵さんは家を留る守すにするわけにはいかない。事実として、彼女は僅かな時間しか取れないほど忙いそがしかった。

　昨日と言う一日を稼かせぐために、僕らを呼んでいたとしても不ふ可か思し議ぎではない。

「もしそうだったとしたら……何とかして一目だけでも、ううん、一言だけでも言葉を交かわせるようにしてあげたいね」

『まぁな。けど、ことりを無理やり連れてくってわけにもいかねぇし、下手に手を突つっ込んでごちゃごちゃさせちまうと、全部パァになったりしそうだからな。俺らに出来る事ってのは、ことりが帰らないように引き止める事くらいじゃないか？』

　せめて三さん箇が日にち……彼女の身体からだの事やダーリンさんの事もあるから何い時つまでもズルズルと引き伸ばすのは無理だろうが、せめてもう少しだけこの町に留とどまっていて欲ほしい。それは僕の本心だった。

『それにまだ、小お母ばさんが犯はん人にんだって決まったわけじゃないしな』

「なんだよ、どっちなんだ？」

『んな事聞かれても分かんねーよ。小母さんだったとしたら、辰宮の事じ務む所しよの放火に理由がねーしさ』

　もし詩葉の名を騙ったのが琴恵さんで、動機が雄一郎の言う通りなのだとしたら、あの放火はむしろ逆ぎやく効こう果かのはずだ。辰宮と深い関係にある大薙家にとっても、今回の騒そう動どうは容易たやすく看かん過か出来るものではなく、当主代理である琴恵さんも忙しくなるだろう。とてもじゃないが、この状じよう況きようでことりちゃんに会いに行く時間を作ってはいられないはずだ。

『小母さんかもしれないし、やっぱりことりなのかもしれない』

「そしてお前かもしれない」

『……ハァ、そうだよ。んでもって、お前の可か能のう性せいもあるわけだ』

　確かにその通り。

　問題は誰が嘘うそを吐ついているかじゃない。

　誰が、どれだけの嘘を吐いているか、である。
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　電話を終えて詩葉の眠ねむる墓へと戻もどると、ことりちゃんは変わらずそこにしゃがみこんでいた。手を合わせる事も、墓石に触ふれる事も、花を添そえる事さえも出来ない。それが詩葉個こ人じんへと向けられる思いであったとしても、客観的に見れば辰宮一族への祈いのりに見えてしまうのだから。

　故ゆえにただ見つめている。

　そして、胸むねのうちで愛いとしい姉と対話している。

「何で日本って個人のお墓がないんでしょうね」

　日本各地には個人の墓、慰い霊れい碑ひが多々存在しているが、それらは歴史上の著ちよ名めい人じんに限げん定ていされた特とつ権けんであって、現げん代だいの一いつ般ぱん人じんは全すべてその家族と共に眠ねむる事になる。もし欧米諸しよ国こくのように個人の墓があったのなら、このような苦く悩のうはなかったのだろうか。

「仕方ないよ、日本は狭せまいから」

「そんなの分かってます」

　視し線せんを固定したまま、彼女は感かん情じようを押おし殺していた。

「今の電話、ゆーいちろーからですか？」

「あぁ……うん」

　少し迷ったが僕は正直に答えた。

「何て言ってました？」

「年賀状の送り主が琴恵さんなんじゃないかっていう君の意見に賛さん同どうしてたよ」

　油の切れた機械のように鈍にぶい動きで彼女の首が動いた。

「ゆーいちろーはやっぱり分かってるんです。だって、私と同じようにあの女に苦しめられてきたんですから」

「雄一郎も……？」

「ゆーいちろーは家族です。お姉ちゃんもそう言ってました。小さい頃ころから一いつ緒しよに居いて、一緒に苦しんで来たんです。だから、同じ答えにたどり着くのは当然です」

　血の繋つながりはなくとも、まだ完全に自じ我がが確かく立りつされる前から一緒だったことりちゃんにとって、雄一郎は実の兄に等しい存そん在ざいなのだろう。彼女ら三人は寄より添そいながら道を歩き続けていたのだ。

　その中で、確かに雄一郎は姉妹の苦悩の一部を受け取っていたのだろうと思う。

　横からポッと出てきた僕には分からないくらい、沢たく山さんのものを彼は眼めにしたのだ。

「おにーさんは、何でお姉ちゃんが自殺したんだと思います？」

「それは……」

　詩葉は手首を切って死んだのだそうだ。具体的な話を聞く事も遺い体たいを眼にする事も出来なかった僕だが、噂うわさは町中に広まっていて耳を塞ふさいでさえ聞こえてくるほど五う月る蠅さかった。

「お姉ちゃんは辰宮との結けつ婚こんを嫌いやがってました。言葉に出したりなんて全然しませんでしたけど、私には分かるんです」

「それは僕だって知ってるよ。いや、皆みな知ってたんだ。だけど詩葉は絶ぜつ対たいに反はん抗こうしなかった」

「お姉ちゃんって、そういうところ凄すごく不器用だから」

　それはどうだろうか……。

　僕の眼には、彼女は器用すぎたように見えた。

　もっと不器用なら、あるいは別の未来を選ぶ事だって出来たはずなのだから。

　たとえそれが、どれ程ほどの悲ひ劇げきに繋がるのだとしても……。

「お姉ちゃんには予知能のう力りよくがありました。なら、それを使ってもっと幸せになれば良かったんです」

「ことりちゃんは詩葉の予知能力を信じているの？」

「おにーさん、信じてないんですか？」

　さも当然の事のように驚おどろくことりちゃん。

「もちろん信じているよ。けど、そんなに簡かん単たんに信じられるものかなって思ってさ」

「簡単に信じたって言われると、なんだか私が馬ば鹿かみたいで嫌です。ずっとずっと、長く一緒に居たんですよ？　お姉ちゃんの予知が的中した場面を何度も見てるんです」

「でも、何度見たって普ふ通つうは何かトリックがあったんじゃないかって思わない？」

　予知、ではないがテレビで度たび々たび超ちよう能のう力りよく者しやが未み解かい決けつ事じ件けんを調ちよう査さするという番組が放送されている。そこに登場する超能力者達は、それまでに様々な事件を解決に導みちびいてきたらしい。

　多くの場合、そういった番組では引っ張ぱるだけ引っ張って、実じつ際さいには大した成果を上げる事もなくうやむやに終わるのだが、もし本当に事件を解決してしまったとしても、普ふ通つうはこう思うだろう。

　テレビ局のやらせだ、と。

「おにーさんは、お姉ちゃんが嘘うそを吐ついてたって言うんですか？」

「いいや、そうじゃない。僕ぼくは誰だれよりも詩葉の予知を信じてる」

　睨にらみ付けてくることりちゃんを、僕は真正面から見つめ返した。

　これだけは、たとえ誰が相手であろうとも一歩も引かない思いだった。

　彼女にとってそれは予想外だったのだろう。

　怒いかり一転、鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食くらったような顔をした。

「そ、それなら……良いです」

「うん。けど確たしかに疑ぎ問もんだよね。もし本当に完かん璧ぺきな予知能力があるんだとしたら、君が言った通り、何な故ぜ詩葉は自殺しなければならなかったんだろうか？」

　その疑問は、実は僕自身も考えたものだった。

　彼女の予知能力を知っていれば、誰だって一度は考えるものだ。

「ことりちゃんは、もしかしたら……詩葉が誰かに殺されたって思ってるんじゃないかな？」

「……私はあの日からずっとそう思ってますよ。たとえ本当に自殺だったのだとしても、お姉ちゃんは辰宮とあの女に殺されたんです」

「だったらなお更さらの事、詩葉は予知の力でそれを回かい避ひ出来たはずだ」

「何か、理由があったんです」

「そう……理由があったんだ。では、それはどんな理由だろうか。どんな理由があれば、詩葉は死を回避せず受け入れたんだろうか？」

　ことりちゃんは答えられなかった。
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　再ふたたび雄一郎から電話が入ったのは、午前十一時五十分過すぎ。

　ちょうど長い階かい段だんを下りて、緩ゆるやかな坂になっている参道沿ぞいにあるクラシカルな雰ふん囲い気きの喫きつ茶さ店てんでお昼御ご飯はんを食べている時だった。狭せまい立地に奥おく深ぶかく延のびる店内は、参道に面するガラス張りの窓まどに二人用のテーブル席があり、対ついとなる形でカウンターが。更に奥には四人掛がけのボックス席が一列に並ならんでいる。

　カウンターには店長らしき中年の男だん性せいが一人だけで、所いわ謂ゆるウェイトレスさんといったような華はなやかな服ふく装そうの女性は見られなかった。

　雄一郎からの用件は放火事件の続ぞく報ほうと、それから竜宮会が犯はん人にん捜さがしに躍やつ起きになっているという事だった。

『ただ、案の定というか当然というか、ことりも容よう疑ぎ者しやリストに名前が載のってるみたいだぞ』

　それは案の定であり当然だった。

　何せ辰宮家への復ふく讐しゆう心しんがあり、尚なお且かつ実じつ際さいに現げん場ば付近に姿すがたを見せていたのだから。

　あの時、ことりちゃんの存そん在ざいに気付いたのが僕だけだとは思わない。いくら野や次じ馬うまは少なかったとは言え、警けい官かんや竜宮会の人間も含ふくめて三十人近くが居いたのだから、その中の誰か一人が逃にげも隠かくれも変装さえもせずに堂々と立っていた彼女を見つけたとして不思議はないだろう。あるいは、バスターミナルでのやりとりを目もく撃げきされた可か能のう性せいも否ひ定てい出来ない。

　丸く背せの高いテーブルの対面に座すわり、緑黄色野菜入りミックスジュースを不ま味ずそうに飲んでいる彼女の無む防ぼう備びさに小さく溜ため息いきを吐ついて、話を続ける。

「とりあえず、身み柄がらはこっちで確かく保ほしてるよ」

『なんだ、一いつ緒しよなのか。それならちゃんと言い聞かせてくれよ、しばらくこっちには来るなって』

「お前が自分で言えよ」

　と、僕は携けい帯たいをことりちゃんへと差し出した。

　相手が雄一郎である事は伝えているので、彼女は躊躇ためらいなく受け取ると……そのまま挨あい拶さつもなしに問答無用で宣せん言げんした。

「ゆーいちろーの言う事なんか聞かないもん」

　言いたい事はそれだけだったらしい。

　すぐさま返された携帯の向こうで、何やら喚わめいている雄一郎の声が聞こえていたが、ことりちゃんは窓まどの外へと視し線せんを向けて知らん振ぷりだ。

『───んの糞くそガキ！　相変わらず猿さるみたいな脳のうみそしやがって！』

「あ～、雄一郎君。残念ながら、どれだけ騒さわいだって聞いちゃいないよ」

『……くそっ。分かった、もう良い』

　そこで、数すう拍はくの間が空いた。

　恐おそらく深しん呼こ吸きゆうでもして怒いかりを静めているのだろう。

『ことりの事はお前に任まかせる。俺おれが許ゆるしてやるから首輪をつけてしっかり捕つかまえてろ。間ま違ちがってもこっちには連れて来るなよ？　あと、お前ら二人一緒って事は、どうせ墓はかに居るんだろ？　そっちにもたぶん竜宮会の連中が行くはずだから、早いうちに離はなれろ』

「了りよう解かい。それにしても、随ずい分ぶんと詳くわしいんだな」

『これでも交友関係は広いんだよ』

「そういえばそうだったな。主に女の子ばっかりだったけど」

『五う月る蠅せぇ！　文もん句くあんのかよっ！』

　そんな会話を終えて電話を切る。最後に皮肉を口にしてしまったけれど、雄一郎から齎もたらされた情じよう報ほうは僕らにとって価あたい千せん金きんだった。携帯電話を持ち始めてしばらく経たつが、今が一番有用に感じていた。これまで、いざという時に電波が届とどかなかったり連れん絡らくが取れなかったり、役に立たない事が多かったからなぁ。

「雄一郎が色々と教えてくれたよ。君はやっぱり容よう疑ぎ者しやになってて、竜宮会の連中が捜さがしてるみたいだね。だから、間違っても町には戻もどれないし、それにこっちにも捜そう索さくが来るだろうからさっさと逃げろってさ」

「私はただお姉ちゃんのお墓参りに来ているだけなんですから、誰にも邪じや魔まはさせません」

「またそんな聞き分けのない事を言って、分かってるでしょう？　雄一郎から許きよ可かも貰もらってる事だし、首輪をつけてでも連れて行くからね」

「……おにーさんって、実はそういう趣しゆ味みなんですね」

「真ま面じ目めな話だよ！」

　何な故ぜだろう、僕の周りに居る女じよ性せいはしばしば僕を変へん態たいにしようとする節がある。

　これほど真っ当な人間も他に居ないというのに。

　無む性しように疲つかれた気分を癒いやすために僕は窓の向こうへと視線を向けた。空は晴れ、陽ひの光が道みち往ゆく人々の姿すがたを鮮あざやかに照らし出している。店内は適てき温おんに保たもたれていて、珈コー琲ヒーもなかなか美お味いしい。

　そこだけ切り取れば、まるで優ゆう雅がなランチタイムのようで精せい神しんに温ぬくもりが宿るのを感じた。

　ゆとり、と言うと非ひ常じように残念な結果に終わってしまった『ゆとり教育』が検けん索さく第一位になってしまう昨今だが、人が生きる上でとても大切な要よう素そだと思う。セカセカと何かに追い立てられるかのような──実じつ際さい僕らは追いかけられている状じよう況きようなのだけど──生き方だけでは駄だ目めだ。時には立ち止まり、周囲をゆっくりと見回す落ち着きが────僕は信じられないものを見つけてしまった。

「ぶっふうううううううううううっ!?」

　ちょうど口に含ふくんでいた珈琲を噴ふき出す。恐おそらくその散さん霧むの一部を食くらってしまったのであろう、ことりちゃんの「ぎゃう！」という悲鳴が聞こえたが、申し訳わけなくもそれどころの話ではなかった。

　あ、あり得ない……。

　幻まぼろしでも見ているのかと己おのれの目と精神を疑うたがいたくなる一方で、僕はハッキリとそれが現げん実じつである事を理り解かいしていた。見間違いだとか他人の空そら似にだとか、そんなのじゃない、もっと恐おそろしいものだ。無数の人の群むれに紛まぎれてさえ混まじる事のない彼女の姿すがたを間違うなどあり得ない話なのだから。

「何ですかっ！　酷ひどいじゃないですか！」

「ご、ごめん。ちょっと、ここで待ってて！」

　怒いかり狂くるう少女に弁べん解かいしている余よ裕ゆうも無く、一目散に店を飛び出した。

　参道にはそれなりに多くの人がいたが、それでも見失うほどではない。

　寺の方向へと歩いていく『彼女』の名を呼よんだ。

「志乃ちゃんっ！」

　果たして、振ふり返ったのは支倉志乃その人だった。
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　時間は遡さかのぼって一月一日の午後。

　大阪のとある町の、とある六畳じよう一間のおんぼろアパートにて。

　支倉志乃は一方的に切られた通話の内ない容ようを反はん芻すうしていた。

　帰って来れないかもしれない、とはどういう意味なのだろうか。

　大きな理由として移い動どう手しゆ段だんの不具合が考えられる。鉄道が何らかの理由により運行を停止したのだとしたら、予定されていた時間の帰き宅たくは困こん難なんになる。だが、その場合でも長ちよう距きよ離りバスがあるのだから、時間は掛かかっても帰る事は出来る。

　ならば鉄道だけではなく道路にも影えい響きようが出たのか。志乃は炬こ燵たつの上に置かれたリモコンを取り、テレビをつけてみた。幾いくつかチャンネルを回してみても、そのようなテロップは無く、映うつし出される人々は誰も彼も浮うかれていた。

　九州と本州、あるいは中国地方から関西までのルートが全ぜん滅めつしたのだとしたら、ニュースにならないはずがない。

　という事は、物理的な理由ではなく精神的なもの、本人が帰宅を望んでいない場合だ。

　外的要よう因いんによってではなく、『彼』という主体がそれを拒こばんでいるのだろう。

　それを肯こう定ていする証しよう拠ことして、理由を明めい確かくにしなかったという点がある。

　明日には帰るという約束を反ほ故ごにする理由をあえて暈ぼかす意味はない。言葉に出さないのは誤ご魔ま化かそうとしているからだ。誤魔化そうとしているのは嘘うそを吐つく事を恐おそれているからだ。嘘を吐くのはそこに疚やましさがあるからだ。

　素す早ばやくそこまで思し索さくして、志乃は即そく座ざに決けつ断だんした。

　立ち上がり荷物を纏まとめながら、脳のう内ないでいくつかのルートを同時に検けん索さくする。

　最速はもちろん新しん幹かん線せんだが、この時期下りの切きつ符ぷを取るのは難むずかしいかもしれない。当然、バスも同様だ。最悪の手段としてタクシーという選せん択たく肢しもあるが、何にしても小学生一人では困こん難なんな事に変わりはない。

　故ゆえに、彼女の来らい訪ほうは志乃にとって僥ぎよう倖こうだった。

　コンコンッとノックの音があり、聞きなれた声が薄うすい金きん属ぞくの扉とびらを通り抜ぬけてくる。

「シノシノ～？　居いるか～？」

　少女は玄げん関かんの扉を開いて──ここが他人の家であるという感覚は既すでに彼女の中にはない──迎むかえ入れた女じよ性せいの名は鴻こう池のいけキララ。小こ柄がらながらもひ弱さを感じさせないしなやかな身体からだと、ふてぶてしいトラ猫ねこを彷ほう彿ふつとさせるシニカルな表ひよう情じようが印象的な大学四回生である。

「よっ、あけましておめでとう」

「あけましておめでとうございます。本年もよろしくお願いいたします」

　丁てい寧ねいながらも慇いん懃ぎんに響ひびくその挨あい拶さつも慣なれたもの、キララは笑いながら上がりこんだ。

　志乃とは違ちがい他人の家とは感じているが、今いま更さら遠えん慮りよするような間あいだ柄がらだとも考えていない。まして家主代理である志乃が拒まないのだから、本人から許きよ可かを得たも同然だ。そのままコートを壁かべのフックに掛けると一目散に、部屋の隅すみへと寄よせられている小さな炬こ燵たつへと避ひ難なんする。

「うわっ、冷たっ！」

　布団ふとんの中に足を入れた瞬しゆん間かん、キララは素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「なんやこれ、電でん源げん入っとらんやないか！」

　暖かいものであるというイメージがある分、電気の消えた炬燵の寒々しさは一ひと入しおだ。慌あわててスイッチを入れながら、キララは志乃へと非ひ難なんに似にた顔を向けた。

「シノシノ、もしかして自分の家に帰るところやったんか？　ウチはてっきり、今日もこっちで寝ねるもんやと思ってたんやけど」

「……電話で、自じ宅たくへ帰るよう言われました」

「へぇ、アイツにしてはまともな意見やな」

　口では誉ほめつつも、表情は冴さえない。

　正しい事を言っているのだとは分かるし、志乃を心配するその姿し勢せいは評ひよう価か出来るのだが、やり方が中ちゆう途と半はん端ぱなのはいただけない。

「どうせやったら、一いつ緒しよに連れてったったら良かったのになぁ」

　離はなれて心配し、少女を孤こ独どくの家へと帰らせるくらいならば、しっかりとその手を握にぎり放さなければ良いのだ。それが二人にとっていかに容易たやすい事なのかキララは知っている。当事者達にとってそれは困難な距離なのかもしれない事は分かっていたが、彼女にはどうしてももどかしく感じられた。

「ま、えぇわ。今日はあのお馬ば鹿かの事は忘わすれて女二人ゆっくりしようや。シノシノ一人やったら流石さすがに危あぶないけど、ウチが居いれば大だい丈じよう夫ぶやろうし」

　そう言って、キララは持って来ていたカバンのジッパーを開けた。

　その内側から出てきたのは重箱だった。最近一いつ般ぱん的にみるポリプロピレン製せいではなく、間違いなく本物の本朱の輪わ島じま塗ぬり。派は手でに金きん箔ぱくが散りばめられているわけでもなく、ともすれば地味にさえも見えてしまいそうだが、飾かざりでは出す事の出来ない品ひんがそこにはあった。

「別にタッパーで良かったんやけどな、母親おかんに怒おこられてもうて、こんな重たいもんを持たされたんや。って事で、はいよ、実家のお節せちのおすそ分け」

「ありがとうございます。けれど……」

「あ、大丈夫。道場の挨拶は済すんだし、後はおっさん共が飲めや歌えやの大だい宴えん会かいがあるだけやからな、ウチは完全にフリーってわけや」

　家におってもどーせこき使われるだけやし、とキララは肩かたを竦すくめて呆あきれて見せた。

　彼女の実家は名の知れた剣けん道どう道場である。祖そ父ふである師し範はんを筆頭に全日本クラスの剣士を多数輩はい出しゆつし、地方から教えを請こいに来る者も居るほどだ。その為ため、正月には全国から新年の挨拶にと門もん弟てい達が集まるのである。

　礼に始まり礼に終わるが武ぶ道どう。孫であるキララも挨拶にこそ顔を出さなければならないが、その後の馬鹿騒さわぎにまで付き合う気はない。

　それでも予定がなければ母の手伝いに駆かり出されたのだろうが、『両親が仕事で忙いそがしく一人で過すごさなければならない可哀かわいそうな女の子が居るから』と大たい義ぎ名分があれば話は別だ。不ふ憫びんに思った母親からお節という土産みやげまでもらい、キララは無事厄やつ介かいなお酌しやく地じ獄ごくから脱だつ出しゆつを果たしたわけである。

　だが、彼女の地獄は今その瞬しゆん間かんにこそ始まった。

「……時間、あるのですか」

「ん？　あぁ、別に予定はないけど」

「何い時つまで？」

「何時までって……？」

「今こん晩ばんまで？　それとも明日の朝まで？」

「明日の朝でも、それ以い降こうでも空けようと思えば……って、ははぁん」

　キララの顔に笑えみが浮うかぶ。

「もしかしてシノシノ、一人で寝ねるんが怖こわいんかぁ？　いっつもアイツと一緒やったから、人ひと肌はだが恋こいしいんやろう」

「そんなのはどうでも良いです」

「……シノシノ、出来ればここはノリツッコミをお願いしたかったんやけど」

「時間があるのなら、手を貸かしてくれますか」

　志乃の表ひよう情じようはどんな時でも変わらない。どこかの誰だれかさんは細かい変化にも、鈍どん感かんながらも気付けるようだが、キララにはほとんど理り解かい出来ない。

『あ、ちょっと喜んでくれたみたいです』

『困こまってる顔を見る機会は少ないから、楽しいなぁ』

『助けてください先せん輩ぱい！　志乃ちゃんが何な故ぜか怒りモード全開で！』

　そんな言葉を口にするたびに少女の顔を凝ぎよう視ししてみるが、それらは全すべて同じものにしか見えなかった。

　雰ふん囲い気きは確たしかに最初に出会った頃ころより軟なん化かしたように思う。

　それでもキララの瞳ひとみに映る支倉志乃は、永えい遠えんの月日を閉とじ込こめた黒曜石だった。

　だから彼女は、その少女と付き合っていく上で一つ決めていた。

　何も分からないままであったとしても、信じよう、と。

「もちろん。ウチがシノシノの頼たのみを断ことわるわけないやろ」

「大変な苦労をかける事になると思います」

「そうやとしたら、なお更さらに頼たよってぇや」

「分かりました。では私を九州へ連れて行ってください───車で」

「……ふぇ？」

　あんぐりと口を開け志乃の言葉を反はん芻すうするキララは、それよりも先に己おのれの決意を思い直すべきだった。彼女には探さぐる事の出来ない志乃の表情の下に、『彼』なら感じられたであろう嫌いやな予感の因いん子しがあったのだ。

　結果、彼女は五時間超に亘わたる運転地獄を味わう羽目になったのである。
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　腰こしまで届とどく長い黒くろ髪かみをたおやかに舞まい踊おどらせながら振ふり返った志乃ちゃん。

　別に少しばかり会えなかったからといってどうこうってわけじゃなく、彼女の存そん在ざいは堪たまらなく心を震ふるわせていた。この地は僕ぼくにとってアウェーだ。自分に味方してくれる人の居いない敵てき地ちでは、ホームの応おう援えんが何よりも強い力を持つ。

　ただ問題は……その隣となりで、同じように振り返った連れが二人。

「お～、やっぱりここか。アンタの家に行ったら小お母ばさんが墓はか参まいりとちゃうかって教えてくれたんや。いや、無事に見つかってよかったわ～」

「まったくです。行き違ちがいになったらどうしようかと思いましたよ」

「……百歩譲ゆずって。百歩譲って、ですよ？　志乃ちゃんは良いとしましょう。そりゃ僕だって心配を掛かけちゃっただろうな～、なんて思ってましたからね。だけど、どうしてキララ先せん輩ぱいと真ま白しろちゃんまで居るんですか？」

　鴻池キララ先輩と、涼すず風かぜ真白ちゃんだった。

「なんでそんな邪じや魔まもんみたいな言い方するんよ～」

　年とし甲が斐いも無く──なんて口に出そうものなら殺されそうだが──しなを作る先輩の姿すがたは僕の精せい神しんを冷え切らせるのに十分だった。

「言っとくけどな、アンタはウチに感かん謝しやすべきなんやで？　なんせ代わりに保ほ護ご者しやとしてシノシノを連れて来たったんやから」

「いや、なんで連れてくるんですか……」

「大阪からこっちまで延えん々えんと運転して来たんやでっ!?　新年早々！　どんだけしんどかったと思っとんねんっ！」

「逆ぎやくギレしないでくださいよ！　なんでそんな事をするんですかっ！」

「……来ては駄だ目めだった？」

　うっ、と言葉に詰つまる。

　駄目と言えば駄目なのだけれど、しかし窺うかがうような彼女の瞳ひとみを見てしまっては、そうも言えない。悲しみは含ふくまれない、純じゆん粋すいに問いかけてくる少女に返す言葉は見つからなかった。

　逃にげるように、銀色の髪を持つ三人目へと視し線せんを向ける。志乃ちゃんは理り解かい出来るし、キララ先輩も保護者として不自然ではない。しかし、涼風真白ちゃんだけは明らかにこの場で浮いていた。

「それじゃあ真白ちゃんは何で？」

「少々時間が空いたので、貴方あなたの家に遊びに行ったのです。そこでちょうど出立の準じゆん備びをしている支倉さん達に会ったんです」

「それでわざわざ付いて来たわけだ？」

　わざわざ、の部分を若じやつ干かん強調して言う。近所に住む、普ふ通つうとは言い難がたいし特別ではあるけれど、あくまで関係は友人の枠わくを超こえない少女が、どうして首を突つっ込んでくるのか、と。

　しかしそんな皮肉に参るほど甘あまい子ではないのだ。

「ご迷めい惑わく、でしたか？」

　弱々しい歳とし相そう応おうの不安そうな顔は、あからさまに演えん技ぎだった。

　メガネの向こう側に見える瞳は輝かがやいていて、彼女が状じよう況きようを楽しんでいる事は間違いない。

　基き本ほん的に僕に対しても誰に対しても深く干かん渉しようしない子だから、要いらぬちょっかいを出してかき回すような事はないだろうが。

　いや、そもそも……彼女達の来らい訪ほうは『迷惑』だったのだろうか？

　自分に問いかけてみても、それを決定的に肯こう定ていする要よう因いんは見つからなかった。

　確たしかに、嬉うれしいばかりではない。特に志乃ちゃんには来て欲ほしくなかった。

　しかし同時に、やはり安あん堵どしている自分は否ひ定てい出来ないのだ。

「わざわざ駆かけつけてくれた事は嬉しく思いますけど、別に何があるってわけじゃないですからね。ちょっとやらなきゃ駄目な用事があるだけで、先輩達が首を突っ込むような事じ件けんなんてありません」

「……そうか。まぁ、ウチは今回シノシノの運転手兼けん保護者やからな。アンタがそう言うんやったら大人しく観光でもさせてもらうわ。けど、だったらなお更さらの事、シノシノには謝あやまったらなアカンで？」

　もちろん僕は頷うなずいた。

　わざわざ先輩を頼ってまで駆けつけてきたのだから、彼女の小さな胸むねの内にはそうさせるだけの強い不安があったのだろう。

「ごめんね、志乃ちゃん。わざわざ来てもらって」

　優やさしくサラサラの髪を撫なでる。

　闇やみを溶とかしたように黒い長ちよう髪はつは、一本一本がまるで絹きぬ糸いとのように滑なめらかで指に心ここ地ち良い。

　詩葉の髪とは違ちがって────。

　やっぱり、志乃ちゃん達には大阪に帰ってもらおう。

　そう決けつ断だんする。本当に観光するだけなら問題はないだろうが、この三人が揃そろっていて無関係のまま終わるとは思えない。

　だが、僕の予定は既すでに彼女達を見つけた時点で狂くるい始めていたのだ。

「おにーさん……誰、ですか？」

　全ぜん筋きん肉にく、全神しん経けいが緊きん張ちようし収しゆう縮しゆくし、あらゆる部位から一いつ斉せいに汗あせが滲にじみ出していくようだった。

　背はい後ごから届とどいたその声は、煉れん獄ごくという表ひよう現げんが出来過すぎだと思うほどに恐おそろしく、いっそ笑い出したくなるほど悪あく質しつだったのである。

　精神的なストッパーが必死になって首を正面に固定していた。

　おかげで僕は振ふり返る事を拒こばむ心をギシギシと軋きしませながら、顔をそちらへと向けなければならなかった。

　もちろん、そこに居いたのはことりちゃんだった。

「おにーさん。まさかとは思いますけど、こんな時にナンパじゃないでしょうね」

　答えを間違えれば、死ぬ。

　ことりちゃんと雄一郎の関係は高校からの知り合いである僕なんかよりもずっとずっと長いわけだが、それでも彼が僕にことりちゃんの事を任まかせ、彼女が雄一郎に頼たよろうとしない理由は、つまりこれにある。

　ことりちゃんはナンパな男が大だい嫌きらいだ。ただでさえ凶きよう悪あくなほどに人見知りする性せい格かく。それに加えて敵てきと味方を徹てつ底てい的に区別する彼女は、不用意に接せつ近きんする他人を嫌い、それが平気な人間も嫌う。

　その辺り、雄一郎と非ひ常じように相あい性しようが悪い。

　それでもことりちゃんにとっての敵にならないのは、それほど雄一郎が特別な存そん在ざいであるからだ。

　そんな特例が僕にも通用するのだろうか。

　……望み薄うすだな。

「い、いやっ！　違うよ、ことりちゃん！　この子達は僕の大阪での知り合いなんだよ」

「知り合い……？」

「知り合いやって？」

　疑うたがわしげな声は双そう方ほう向こうから聞こえた。

　ことりちゃんだけではなく、その言葉にキララ先せん輩ぱいまでもが反はん応のうしたのだ。

「知り合い、なんて。そんな他人行ぎよう儀ぎな言い方は無いんとちゃうか？　アンタに会うためにわざわざ正月の忙いそがしい中、何時間もかけて来たんやで」

「分かってます。先輩、分かってますからここはどうか────」

「ちょっとおにーさんっ！　他人行儀ってなんですか？　わざわざ会うためにって、こいつらは他人じゃないって事ですかっ!?」

「いや、ことりちゃん。君は凄すごい誤ご解かいしてるから」

「こいつら、やと？　何なんやねんこの女ガキは！　いったいどういう関係なんやっ！」

「せ、先輩までっ！　だから誤解なんですってば！」

「誤解ってどういう事なんですか、おにーさん！　私の事もお姉ちゃんの事も忘わすれちゃったんですかっ!?」

「私の事!?　お姉ちゃん!?　アンタはいったいこっちで何をしとったんや、このボケ！」

　二人の間で右う往おう左さ往おうしながら、僕はなんだか泣き出したい気分だった。

　誤解が誤解を呼よび、刻こく一いつ刻こくと不利になっていく我わが身を嘆なげいたからではない。いや、実はちょっとだけそういう意味もあったのだけれど、それ以上に何よりも、世界があまりにも優やさしく平和だったからだ。
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　誤解ばかりの修しゆ羅ら場ばをなんとか宥なだめて、僕らは先ほどの喫きつ茶さ店てんに戻もどっていた。

　所要時間は五分ほどだったのだが、精せい神しんの疲ひ労ろうは数時間分に相当するだろう。ちなみに先ほどのランチ料金は既すでにことりちゃんが払はらっていてくれたらしく、店員さんは客が増ふえた事を喜びながらニコニコ顔で迎むかえてくれた。
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「ごめんね、ことりちゃん。僕の分、いくらだった？」

「…………」

「えっと、千円で足りるはずだよね？」

「知りませんっ！」

　財布を取り出す僕に対して、烈れつ火かの如ごとく激げき怒どする少女。

　つまり今はそれどころじゃないだろう、という意味合いなのだろう。

　先ほどまでの窓まど際ぎわの席から移い動どうし、店内の奥おくにある四人掛がけへと移動していた。一メートル少々の若じやつ干かん狭せまいスペースで、革かわ製せいのソファーは悪い意味で年季が入っているらしく、本来の張はりを失い柔やわらかい。

　誰のものかも分からないような風景画が掛かった壁かべ際ぎわに僕が座すわり、その隣となりには当然のようにことりちゃんが。対面は、壁際から志乃ちゃん、キララ先輩、真白ちゃんの順だ。比ひ較かく的小こ柄がらな女じよ性せい三人という事もあり、狭いながらも窮きゆう屈くつそうにはしていない。

　誰もこの席順に不服を唱えようとはしない。少なくとも口には出さない。

　唯ゆい一いつ不服のある僕は、口どころか表ひよう情じようにさえ出せない。

　この席順、特に隣に座ることりちゃんは完全に逃にげ道を塞ふさいでいる。牢ろう獄ごくでは生なま温ぬるい、ここにあるのは紛まぎれも無く結界だ。ちょっとトイレへ、などと笑いながら立ち上がろうものならたちまち深い傷きずを負う羽目になるだろう。

　更に対面からも同様の気配が感知されていた。

　もしこの場の『殺さつ伐ばつ度ど』を検けん知ちする事の出来るカウンターがあれば、間ま違ちがいなく針はりが振ふり切れている事だろう。

　ことりちゃんは理り解かい出来る。たとえ誤解が解とけたとしても──つまり誤解が解け切れていないという意味なのだが──根本的な、初対面の人間への警けい戒かい心しんは解く事が出来ない。詩葉が居いればもう少しやんわりとしたものになったのだろうが、今の彼女からはピリピリとひり付く敵てき意いが滲にじみ出ていた。

　だが、何な故ぜキララ先せん輩ぱいまでこうも感情的になっているのだろうか。

　三つ折りになったメニューを広げ、わざとらしく迷まようフリをしながら、彼女はこちらに目を向けようともしない。

　先ほどのことりちゃんの言葉遣づかいや今も続けられている礼れい儀ぎを欠いた態たい度どは、年長者である先輩にとって非ひ常じように不ふ愉ゆ快かいなものだとは思うが、普ふ段だんからあまりそういった事に厳きびしくない人だし、今の姿すがたは若干大人気ないようにも感じられる。

　二人とも、何か変な意地を張っていた。

　対して、子こ供ども二人はというと、対照的に落ち着いたものだ。

　ニヤニヤと口元を上げて状じよう況きようを楽しんでいるらしい真白ちゃんについては今いま更さらだろうが、志乃ちゃんも普段と変わらず無表情である。既すでに注文は決まっているらしく、焦しよう点てんの不ふ確たしかな瞳ひとみで卓たく上じようで汗あせをかいているコップを見つめていた。

「えぇと……注文は決まりました？」

　恐おそる恐る聞いてみると、先輩はようやく顔を上げて頷うなずいてくれた。マスターを呼よんで注文を伝える。志乃ちゃんはオレンジジュース、先輩と真白ちゃん、それから僕が珈コー琲ヒー。ことりちゃんは先ほど飲んでいたミックスジュースだった。

　また不ま味ずそうに飲むのだろうかと思うと可お笑かしかったが、笑うわけにもいかない。

　注文した商品が全すべて揃そろって、ようやく本ほん格かく的な尋じん問もんが開始されるのだから。

　まず、簡かん単たんにお互たがいの事を紹しよう介かいする。

　志乃ちゃんが九州に引っ越こしてくる前から知っている幼おさな馴な染じみである事。キララ先輩は大学でお世話になっている良き友人である事。真白ちゃんは最近知り合った近所の女の子である事。

　三者ともやっかいな部分を除のぞけば、大まかにそういった関係である。

　だが、問題はことりちゃんをどう説明するかだった。

「彼女は、その……こっちに居た頃ころに知り合った人の妹なんです」

　出来る限かぎり言葉を選んだつもりだったが、やはり彼女はそれに敏びん感かんに反はん応のうした。

「おにーさんは、お姉ちゃんの恋人だったんじゃないんですか……」

「────っ」

　無言のリアクションは対面の三人から同時に発生した。もちろん、その意味は異ことにしているのだろうが、それを具体的に探さぐろうとは思わない。誰だれに視線を向けても墓ぼ穴けつを掘ほってしまうような気がして、迂う闊かつに動けなかった。

　だいたい、非常に難むずかしい問題なのだ。

　僕ぼくと詩葉の関係について、どのように表ひよう現げんされるのが適てき切せつなのかは分からない。今はたった一つの決定的な答えを持っているけれど、かつての僕らは、例えば『恋人』と一いち概がいに言い切るには若じやつ干かんの違い和わ感を伴ともなう。

　それは全て、僕が曖あい昧まいなまま時を過すごしてしまったからだった。
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　詩葉の婚こん約やくを知った日以来、僕らの関係は微び妙みように崩くずれてしまった。

　主たる原げん因いんは間違いなく僕にある。詩葉は何事もなかったかのように話し掛かけてきて、何い時つもどおり楽しそうに笑っていた。雄一郎も気遣うようなぎこちなさはあったものの、やはり一番の親友として傍そばに居てくれた。

　しかし、僕は……上う手まく彼女の顔を見る事が出来なかった。

　真まっ直すぐに向けられるその瞳に向かい合う事がどうしても難しかったのだ。

　女め々めしい男だと笑いたくば笑え。

　自分でも分かっている事だし、今いま更さら誰に言われようと何とも思わない。

　僕は変わらず話しかけてくる詩葉の存そん在ざいに嬉うれしさと悲しさとを同じだけ感じながら、その不定形な感情に戸と惑まどい、逃げるようにしながら月日を過ごしていた。

　逃げるといっても、無視したり拒きよ絶ぜつしたり出来るはずがない。月のように近づいたり離はなれたりを繰くり返しながら、グルグルと彼女の周囲を回っていたのだ。優ゆう柔じゆう不ふ断だんなのだろう。決断する事も出来ず、二人きりになる事をずっと恐れていた。

　だが、そんな不自由で平へい穏おんな日々は長く続かなかった。

　唐とう突とつに、そして急きゆう激げきに。

　物語は動き始めたのである。

「入にゆう籍せきが早まった……？」

「そうだよ、くそっ。辰宮が一方的に話を進めたんだ！」

　雄一郎は炭たん酸さん飲料の缶かんを握にぎり潰つぶさんばかりの力を腕うでに籠こめていた。そうでもしなければ怒いかりを爆ばく発はつさせてしまいそうだったからだ。

「ちょ、ちょっと待ってくれ。高校卒業まで待つって話だったんだろう？」

「だからそれが早まったって言ってるんだろうが！　まだ正確な日取りが決まったわけじゃないが、早ければ今年中、遅おそくても来年の春って事になるらしい」

「それってつまり、とりあえず十八になればって事かな」

「さぁな。別に関係ないんじゃないか？　どっちにしたって高校卒業まで待つって話自体が単なる便べん宜ぎ的な口約束だったんだよ」

「でも待てよ。学校はどうなる？　まさか辞やめるのか？」

「俺おれが知るか！　別に校こう則そくには結けつ婚こんしたら退たい学がく、なんて書かれてないんだから辞める必要はないだろうが、連中の事だからどうなるか分かりゃしない」

　そりゃわざわざ明文化しなくたって、常じよう識しきとして誰もが理り解かいしているはずだ。それに、下手に明文化したら人じん権けん侵しん害がいともなりかねない。

　それでも、やはり様々な問題があるだろうし、普ふ通つうなら避さけるべきである。

「辰宮側に何かあったのかな……？」

「分からん。けど、どうせ下らない理由だ、絶ぜつ対たい」

　スチールで出来ている缶は結局潰れる事はなかった。

　僕らはただ、そうやって耐たえる事以外に出来なかったのだ。

　それでも、この出来事は僕にある重大な事実を伝えてくれたのである。

　それは……後数か月しか、詩葉と一いつ緒しよに居いられないというものだった。

　辰宮家が詩葉をどのように扱あつかうのかは分からない。雄一郎の言ったように校則にない以上、これまで通り学校に通えるかもしれない。あるいは中退させられ、彼らの家でずっと暮くらすのかもしれない。

　どちらにしても、僕らがただの友人として、男女として過すごせる時間はあまりにも短い。

　それまで逃げ続けていたのは、無む限げんの時間があると錯さつ覚かくしていたからだ。ゴールラインは遠く霞かすんでさえも見えない地平線の果てにあると信じていた。しかし気付けば終わりは直ぐ目の前にあって、強い引力によって吸すい寄よせられていた。

　気付けば───寂さびしかった。

　このまま逃げながら別れの時を迎むかえる事が寂しかった。

　そんな感かん情じように気付いてしまえば、最も早はやジッとなどしていられなかった。強い力に引き摺ずられるようにして、僕は詩葉の元へと向かっていた。会いたい、それ以外の如い何かなる感情もなかった。

　どこをどう捜さがしたのかは分からない。携けい帯たいを持っていれば、とも思うがこの時の僕はきっとそんな事にさえも気付けなかっただろう。狂くるったように走り続け、そこに彼女の姿すがたを求めていた。

　どれくらいの時間が経たったのかも分からない。

　空は青く何ど処こまでも晴れ渡わたり、高く輝かがやく太陽の下を一羽の鳥が飛んでいた。悠ゆう々ゆうと翼つばさを広げ滞たい空くうする彼ならば、詩葉の居い場ば所しよも知っているかもしれない。あそこまで声を届とどける事が出来たなら、答えてくれるだろうか。

「道の真ん中で汗あせだくになりながら空を見上げてる不ふ審しん人物、発見」

「……そんなに不審？」

「うん。とっても」

　視し線せんを大地へと降こう下かさせる事に少しだけ勇気が必要だった。
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「つまり、要約するとアンタは昔の『友人』の面めん倒どう事を解かい決けつしようとしてるわけやな？」

「そんな感じです。もうホント、すっっっごく個こ人じん的な事なんですよ」

「せやから、ウチらには何も言わず、シノシノにも内ない緒しよで、しかも首を突つっ込こむなと」

　ジットリとした先せん輩ぱいの瞳ひとみに思わず呻うめいてしまう。『友人』を強調する辺りなんか、実に恐おそろしげだ。

「……そんな棘とげを含ふくまなくても。邪じや魔まだとかそういうつもりじゃなくて、ただ単に、私わたくし事ごとであります故ゆえに、その」

「おにーさん、何でハッキリ言わないんですか。無関係な人間が余よ計けいなちょっかいをかけてくるなって」

　ことりちゃん、お願いだから君は黙だまっててくれないでしょうか。

　そんなお願いを聞いてくれるような子ではないと分かっていても、僕は祈いのらずにはいられなかった。空気が張はり詰つめる度たびに胃がキリキリと軋きしむ思いである。

　幸いな事に先輩は大人なので、直ちよく接せつ的な武ぶ力りよく衝しよう突とつにはならなかった。

　……間接的に、僕の足には強きよう烈れつな蹴けりが入っていたけれど。

「まぁ、ウチはさっきも言ったけど、アンタが望まんねやったら無理に関かかわる気はない。あくまでシノシノの保ほ護ご者しや代理としての立場やからな。せやから……シノシノ、アンタはどうするんや？」

　石せき像ぞうのように動かない少女へと視線が集まった。

　この場での決定権けんは彼女に譲じよう渡とされたのだ。

「……状じよう況きようは理解出来た。特に介かい入にゆうする意思はありません」

「わたしも支倉さんと同意見です」真白ちゃんがわざわざ挙手して言う。「残念ながら彼女と違ちがい、未いまだに明確な状況の把は握あくには至いたっていませんが、支倉さんがそう判はん断だんするのならわたしに動く理由はありません」

「ほんなら、ウチらはちょっと観光して帰ろうか。アンタは何時までって期間を決めとるわけでもないんやろ？」

「一いち応おうこの三さん箇が日にち中にはケリをつけようと思ってますけど、どうなるかは不明です」

　三人はホテルに泊とまっているらしく、何日も滞たい在ざいしているわけにもいかない。我わが家がもう少し広ければ泊まってもらえたのだろうが……。

「そこまで世話にはなれんよ。まぁ、難むずかしいかもしれんけどよい正月を」

「はい。ありとうございます」

　これにて一いち段だん落らくかな、と僕は立ち上がった。

　実は先ほどからずっとトイレを我が慢まんしていたのだ。それが緊きん張ちよう状じよう態たいが解かい除じよされた事で更さらに加速されていた。

　だが……そこで予想外の事が起きた。

　立ち上がりトイレの場所を確かく認にんしようとした僕の視界に入り込んだ、入り口のドアに嵌はめられたガラスの向こう側。

　そこに恐ろしいものを見つけて、僕は慌あわてて腰こしを下ろした。と同時に、隣となりに座すわることりちゃんの頭に手を置いて強い負ふ荷かを掛かける。尿によう意いなど、完全に意い識しきから消え去っていた。

「な、何を────っ」

「しッ！　静かにして！」

　今まさに罵ば詈り雑ぞう言ごんを吐はき出そうとするその口を塞ふさいで強きよう制せい的に黙だまらせる。

　そうしないと、彼女はこちらの指し示じになんて従したがってくれないのだから。

　その上で、椅い子すの背から覗のぞき込むと、カランカランッと軽かろやかな音をたててドアが開いた。

　入ってきたのは二人。一人は五分刈がりの坊ぼう主ずあ頭たまを金色に染そめ上げて、変形した×印に刈り込んでいる若わかい──恐らく僕と同じ位だろう──青年。もう一人は彼よりも少し歳としを食くった印象の、やけに派は手でな服ふく装そうの男だん性せいだった。三十前といったくらいだろうに、微び妙みように落ち着きのないいでたちである。

　だが、それだけならば何の問題もない。

　僕がこうして身を隠かくしているのは、彼の耳にぶら下がっているピアスの存そん在ざいがあるからだ。

　男性の耳には、竜りゆうをモチーフにしたピアスがあった。

　この町に暮くらしている者なら誰だって知っている、それは竜宮会の構こう成せい員いんの証あかしなのだ。

　彼らは必ず身体からだの見える場所に竜をモチーフとした装そう飾しよく品ひんを身につけている。昔は全員に竜の刺いれ青ずみを入れさせていたのだそうだが──それほど歴史がある組そ織しきではないし、真しん偽ぎのほどは不明である──現在は装飾品で代用するようになったのだそうだ。

　所しよ属ぞくしている組織を明確に示しめす事で、余よ計けいな揉もめ事を回かい避ひする効こう果かがあるのだそうだ。特に夜の繁はん華か街がいなどでは、それらのアクセサリーが一種のステータスとして認識されている。

　尤もつとも、竜の意い匠しようなんて世界中にありふれているのだから、実じつ際さいにはやはり顔を覚えたり雰ふん囲い気きを感じたりする必要があるし、逆ぎやくにそれがトラブルの元となったケースもあった。

　その意味で、彼らだって別に竜宮会とは関係がないのかもしれない。

　しかし、雄一郎に捜そう索さくが来る事を教えられている以上、迂う闊かつな行動は出来なかった。

　二人連れは幸いな事にこちらに気付いていないらしく、そのまま窓まど際ぎわへと座った。

「おい、オッサン！　さっさと注文取りに来い！」

　若い方の男がガラの悪い声で叫さけび一いつ瞬しゆん心しん臓ぞうが跳はね上がるが、逆にそんな彼の声がことりちゃんに状じよう況きようを教えてくれたらしい。口を塞ぐ手を鬱うつ陶とうしそうにずらした彼女は、ちゃんと声を殺してくれていた。

「もしかして、竜宮会ですか？」

「たぶんね。顔じゃ分からないけど、お馴な染じみのアイテムは見えたから」

　自分でも確認しようと背せもたれから身を乗り出そうとすることりちゃんを押さえつける。

　年配の方はともかくとして、若者のあの気き性しようは目が合っただけで絡からんでくるかもしれない。

　この状況はどうしたものか。

　単に休きゆう憩けいに入っただけなら一時間ほどで出て行くだろうが、参道が広く見えるあのロケーションは張はり込みをする上で非ひ常じように楽なはずだ。下手をしたら閉へい店てん時間まで居い座すわられる可か能のう性せいもある。そうなれば僕らも動く事が出来なくなる。

　幸い、向こうからは僕らの姿すがたは見えず、精せい々ぜい端はしに座る真白ちゃんくらいしか確認出来ないだろうが。

　と、ようやく自分達が二人ではない事を思い出した。

　ポカーンと、状況を理解出来ない三名の顔がそこにあった。

「……アンタら、何をしとるんや？」

　そりゃ突とつ然ぜん目の前で、背もたれに隠れるようにしてコソコソと小声で話し始めれば、不ふ審しんに思うのは当然だろう。

「新しく入ってきた二人連れですね。彼らに追われている、あるいは見つかっては困こまるといったところでしょうか」

「どれどれ……あぁ、あれはカタギやないな。一匹ぴきはそこらの不ア良ホやけど、もう一匹はヤーサンやわ。ん～、この辺りやと何ど処こやったかな？　竜を模かたどったピアスをしとるし、確たしか竜宮会とかいう連中とちゃうか？」

「知ってるんですか？」

「あんまり詳くわしくないよ。指定暴ぼう力りよく団だんってわけでもないし、確か規き模ぼもそんなでかくなかったはずやし。シノギも賭と博ばくやら風ふう俗ぞくやなくてもっとチマチマしたもんやしね。暴力を資し本ほんとしとるだけで普ふ通つうの企き業ぎよう活動の枠わくを大きく逸いつ脱だつする事もない。元はどっかの組から分ぶん離りしたもんで、歴史も力もないから、わざと見せびらかすように竜の意匠を身につけてるって話や」

　十分詳しいじゃないですか。

　大阪府ふ警けいに知り合いがいて、更さらに他にも警察関係者の知り合いを多く持つ先せん輩ぱいにとって、暴力団がらみの事じ件けんなど日にち常じよう的に入ってくる話題なのだろう。苦く笑しようでもしそうなほど落ち着いたその表ひよう情じようからは、具体的に関かかわっている町の人々にはない余よ裕ゆうがあった。

「せやけど、何でアンタらが連中に追われとるんや？」

「えっと、それはですねぇ……」

「あぁ、また私わたくし事ごとなんやろ。分かった分かった」

　鴻池キララという女じよ性せいは非常にややこしい性せい格かくではあるのだけれど、こういう場面での判はん断だん力は確かだ。説明を始めれば長くなり、どうしても話したくない事まで語らねばならない、そんな僕ぼくの戸と惑まどいを素す早ばやく察知し、頭を切り替かえてくれた。

「で、見つかるとヤバイんか？」

「実は、かなり」

「となると、何としてもアンタらを逃にがしたらなアカンわけやけど……」

「ですがどうしますか？　出入り口はどうやら一つのようですし、そこへ辿たどり着く為ためには彼らの横を通らなければなりません。隠かくれるだけの障しよう害がい物ぶつもないですし、普ふ通つうに飛び出したのでは捕つかまえられるのがオチですよ」

　彼らが座っている窓際の席は背が高く、カウンターの内側以外に死角が存そん在ざいしない事は、実際にそこに座っていた僕がよく知っている。その上、出入りのドアにはベルがあり無音で開く事は出来ない。

　気付かれないように脱だつ出しゆつするのは、魔ま法ほうでも使わなければ不可能だろう。

「……彼らはどこまで知っているのですか？」

「どこまでって？」

「貴方あなたと彼女の顔を知っているのか、それとも特とく徴ちようだけしか知らないのか」

「あ、いや。僕の顔は知らないはず、というかそもそも僕が居る事も知らないと思うけど。ことりちゃんについては完全に顔は割われているよ」

　彼らが知っていることりちゃんの姿は写真に残っている、最低でも二年以上前のもののはずだ。しかし、僕の見た限かぎり彼女の容よう姿しは大きく変化しておらず、顔を見られたなら確かく実じつに気付かれるだろう。

　変へん装そうとまではいかなくとも、せめて深く被かぶれる帽ぼう子しがあれば僕らが壁かべになる形でこっそりと出て行くという手しゆ段だんも考えられるのだけれど。

「出入り口は一つ。相手はそれを塞ふさぐ形で座っている。これを打開する方法は幾いくつかあるけれど、最も確実なのは暴力に訴うつたえる方法。幸い敵てきは二人だけで固まっている。店内に他に客は居らず、最大でも三人しか障害は生まれない。なら、奇き襲しゆうで沈ちん黙もくさせるのが確実且かつ最短」

　三人って、まさかこの子は場合によってはマスターまで昏こん倒とうさせるつもりなのか。

「だ、駄だ目めだよ。それって思いっきり犯はん罪ざいじゃないか！」

「その点は大だい丈じよう夫ぶや。こっちの県警にも知り合いは居るし、相手が相手やし。警察沙ざ汰たになってもウチが何とか出来るから」

「先せん輩ぱい、胸むねを張はってそんな恐おそろしい事を言わないで下さい……」

　というか、これは倫りん理りの問題だって気付いてください。

「それにね、志乃ちゃん。彼らはとっても怖こわい人達なんだよ？」

「……それが何か？」

「何かって、君は怖くないの？」

「あぁ、それは違ちがいますよ。支倉さんと貴方の考え方が違うんです。相手が誰だれだから恐れる、恐れないという発想は間違っています。たとえ怖～いヤクザ屋さんだったとしても、彼ら二人だけでは恐れる対象とはなり得ない。そういう事です」

　真白ちゃんに解かい説せつされて、なるほどと理解する。

　僕の瞳ひとみに映うつるものと志乃ちゃんのそれとは違っているのだ。

　僕は彼らの後ろに広がる竜宮会、辰宮家という巨きよ大だいな組そ織しきの姿すがたを見ている。だが、志乃ちゃんに見えているのは、椅い子すに座すわって珈コー琲ヒーを飲んでいる『二人の男』だ。それは戦せん略りやく的な視し点てんと戦せん術じゆつ的な視点との違いでもある。

　どちらが正しいというものではなく、彼らの持つ虎とらの威いが本物であったとしても、現げん状じようでそこに居るのが狐きつねである以上恐れる理由はない。

「支倉さんと鴻池さんの二人なら、無む警けい戒かいの彼らを速すみやかに昏倒させる事は十分に可か能のうです。幸いな事にわたし達は部外者であり余よ所そ者ものですから、町から出てしまえば再さい遭そう遇ぐうしてしまう危き険けんも少ないですし、パッと済すませてさっさと逃げてしまうのは、そう悪い案ではないと思いますよ」

「……いや、やっぱり駄目。そういう暴ぼう力りよく的な解決法はいけないよ」

　真白ちゃんの言う通り、全く警戒されていない志乃ちゃん達なら直すぐ隣となりを通り過すぎたとしても彼らは気にも留とめないだろう。そこを例のスタンガンやらで襲おそい掛かる方法は確実だ。現状を打だ破はしことりちゃんが逃げ出すという目的の一点に絞しぼった策さくとしては十分すぎるほどである。

　しかし、僕は絶ぜつ対たいに首を縦たてには振ふれなかった。

　志乃ちゃん達にリスクを背せ負おわせるのはもちろん、暴力的な手しゆ段だんを肯こう定ていするわけにはいかない。僕が言えた義ぎ理りではないが、志乃ちゃんには絶対にそんな事はして欲ほしくなかった。

「では、第二案。私達が騒さわぎを起こす。その後に逃げれば良い」

「騒ぎっていったい────」

　志乃ちゃんが説明してくれた案に僕は驚おどろいた。

「駄目だよ！　そんな事をしたら君達が！」

「問題ない。交番に逃げ込こめば彼らは力を行使出来ないし、人違いであった事を知ればそれ以上追う理由もない。貴方あなた達が素早く逃げ出し警けい戒かい網もうから離はなれてしまえば、一切暴力的な手段を使わずこの状じよう況きようを打開出来る」

　言葉に詰つまった。

　もしかしたら粗そ暴ぼうな第一案はそのためだけに挙げられたのではないかと邪じや推すいしてしまう。志乃ちゃんは僕の性せい格かくについて、下手をしたら僕以上に知っている。あんな意見に賛さん同どうするはずがない事も分かっていたはずだ。

　故ゆえに第一案は僕から『暴力的なのは駄だ目め』という言葉を引き出すためだけのもので、その後に提てい示じする一切暴力的な手段を使わない解決法に頷うなずかせる伏ふく線せんだったのではないのか。

　ただの妄もう想そうかもしれないけれど、僕は彼女達が危険を背負うその案を否ひ定ていする手段を見失ってしまっていた。完かん璧ぺきに成功すれば彼女の言う通り、『僕自身が言ったベストな方法』だったのだから。

「アンタの心配も分かるけど、ウチの事もちょっとは信しん頼らいして欲しいなぁ」

「……先輩」

「言うてるやろ？　今はウチがシノシノの保ほ護ご者しやや。アンタの代理として、きっちりきっかり守ったる。せやからアンタはアンタのやるべき事を、きっちりきっかりこなしぃや」

　その言葉で、僕は自分のやるべき事を思い出した。

　確たしかに、今の僕には僕にしか出来ない、僕がやるべき事があるのだ。

　こんなところで躓つまずくわけにはいかない。

　深く頭を下げる。考えてみればもし彼女達が居なかったら、僕はここで詰んでいたかもしれない。希望の糸が途と切ぎれて、何もかもが駄目になってしまっていたかもしれない。そんな細くか弱い未来を彼女達は繋つないでくれると言ってくれるのだ。

「ごめんなさい。よろしく、お願いします」

　それから僕は、志乃ちゃんへと視線を向けた。

「本当ならこんな忙せわしない状況じゃなくて、ゆっくりと町を案内してあげたかったんだけど」

「……良い」

「ごめん。こっちの用事が終わったらちゃんと遊びに行こう」

　コクリと頷く彼女の頭を撫なでてあげる。全すべてが上う手まく行けば、もしかしたら志乃ちゃんがこちらに居る間に終わるかもしれない。そうしたらもう一泊ぱくしてもらって、この辺りを案内してあげよう。幸いな事にそう遠くない場所に大きなテーマパークがある。

「志乃ちゃんの身長じゃ幾いくつかの乗り物は無理かもしれないけど、きっと楽しいよ」

「……そこまで低くない」

「なら、なお更さらだ」

　うん、と声には出さず彼女は同意してくれた。

　それだけで十分だった。これから先、立ち向かうための力を得るには。

　だが、志乃ちゃんの方にはまだ続きがあったらしい。

「最後に一つだけ、質しつ問もん」

「何？　珍めずらしいね」

「ことりのはか、とは何ど処こにあるの？」

「────っ！」

　ギョッとした。

　それは僕だけではない、隣となりに座すわることりちゃんも同じだった。

　何な故ぜならそれは、僕とことりちゃん。それから雄一郎。

　そして何より詩葉の、四人しか知らない事だったのだから。

「君は、どこまで知っているの？」

「…………」

　沈ちん黙もくは、答えを示しめさなかった。

　故に想そう像ぞうの翼つばさは大きく広がり、僕の頭の中にはある一つの解かいが生まれていた。

　もしかしたら志乃ちゃんは全てを知っているのではないだろうか。

　これから起こる事も、僕がどうしてここに居るのかも。

　それでも、何も答えないのは彼女が一いつ切さい邪じや魔まするつもりがないからだろうと思う。

　僕は答えた。

「小鳥の墓はか……か。もしそれが僕の知るものだとしたら、間ま違ちがいなくことりちゃんが飼かっていた雀すずめのお墓だと思う」

　翼を怪け我がしたその雀は道みち端ばたでもがきながら、やがて力ちから尽つきて死に逝ゆく運命だった。

　それを助けたのがことりちゃんで、それ以来献けん身しん的な介かい護ごによって一いつ旦たんは健康を取り戻もどした。だが、元々の寿じゆ命みようだったのか、新たな生活が馴な染じまなかったのか、それとも何かの感かん染せん症しようだったのか。

　雀は結局二月ともたずに死んでしまった。

　ことりちゃんは深く嘆なげき悲しみ、僕らはせめてもと小鳥の為ために墓を作ったのだ。

「お墓はことりちゃん達が住んでいたマンションの、南西側の隅すみにあるよ」

　マンションの住所を伝えながら思い出していた。

　泣きじゃくることりちゃんを詩葉が抱だきしめている。スコップがなくて、僕は余よ所そから拾ってきた木の棒ぼうで浅い穴あなを掘ほっていた。雄一郎が同じく何処からか板切れを持ってきて、そこにサインペンで『ことりのはか』と書いた。雀は最後の時まで名前を与あたえられる事なく、ことりちゃんによって小鳥と呼よばれていた。

『好きなだけ泣いて良い、痛いたいほど悲しんだって良い。けれどそれを永えい遠えんのものとしては駄だ目めよ。ことりにそんな思いをさせるために、この子は生きてきたんじゃないんだから』

　詩葉はずっとそうやって慰なぐさめていた。

　ことりちゃんは、結局翌よく朝あさまで泣き止やまなかった。
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　作戦は単たん純じゆん明めい快かい。意い識しき誘ゆう導どうだった。

　これは手品で主に使われる手法である。

　手品を見ている時、観客の意識は常つねにタネを探さぐろうと動いている。トリックに積極的に騙だまされようとしている人間などあり得ない、誰もが常にそれを暴あばきたいという衝しよう動どうに駆かられているのである。だからこそ見事に騙された時の感動があるのだ。

　故ゆえに手て品じな師しはトリックを暴こうとする人々の視し線せん、つまり意識こそを騙さなければならない。特にクロースアップマジックのような観客との距きよ離りが非ひ常じように近い場合、意識の誘導と誤認ミスデイレクシヨンは必要不ふ可か欠けつなテクニックである。

　鴻池キララはまず、男達に話しかけた。

「おにーさん達、地元の人？　暇ひまですかぁ？」

　出来の悪い逆ぎやくナン、と評ひようするのは彼女に対する侮ぶ辱じよくではあったが、同時に事実でもある。

　彼女は自覚している事でもあるが、女じよ性せい的な魅み力りよくに若じやつ干かん欠けている。胸むな元もとを大きくはだけさせ扇せん情じよう的な肢し体たいを曝さらしているわけでもなく、表ひよう情じようもエロティシズムを感じさせるものではなく、人ひと懐なつっこい少女のそれだ。

「なんだよ、酔よってやがるのか？」

　若わかい方の男が表情を凄すごませる。普ふ通つうの女性ならそれで引き下がるだろうが、キララにとってそれは恐おそれるほどのものではなかった。むしろ無理に顔を引き攣つらせているようで、幼おさなささえ感じていた。

　一方の組員と思われる男性は若じやつ干かん鬱うつ陶とうしそうに眉まゆを顰ひそめていたが、舎しや弟ていに全すべて任まかせるつもりなのか沈黙を守っている。

「失うせろよ糞くそアマ！　輪マ姦ワされてーか！」

「アハハ、そりゃご勘かん弁べん。いや、せやけどさっきから暇そうにしてましたし。もしかして……人ひと探さがしでもしてるんですか？」

　何気なく放たれたその言葉に、黙だまっていた男性が僅わずかに反はん応のうする。

　それを確かく認にんして、キララは作戦を実行に移うつした。

　大きく広がる窓まどの向こう側へと視線を向けて、「あっ！」と叫さけぶ。

　指を伸のばし、ある一点を指し示しめした。

「あの女っ!?」

　ちょっとした悪戯いたずらでも使われる陳ちん腐ぷな意識誘導。

　そんなものに引っ掛かかるような間ま抜ぬけな人間がどれだけ居るのかといえば───実は百パーセントである。

　もちろん、ただいきなり「あ、ＵＦＯが！」と叫んだところで振ふり返る者は少ない。人には対面している相手の視線を追おうとする習性があるが、幾いくらなんでもそのような奇き抜ばつな言葉では逆ぎやくに疑ぎ問もんを抱いだいてしまう可か能のう性せいが高い。

　しかし振り返りたくなるような情じよう報ほうを与あたえてやれば、どんな人間でも絶ぜつ対たいに引っ掛かる。

　この場合のキーワードは『女』だ。彼らは予あらかじめキララから人探しをしているのかという、無関係な人間には知りえない情報を与えられている。その上で、正しい条じよう件けんを示されれば、瞬しゆん間かん的に意識が向いてしまう。

　次の瞬間、一人の少女がコートで頭を隠かくしながら通り抜けていった。ボックス席の陰かげに隠れる形でギリギリまで近づいていた彼女は、その身体能のう力りよくの限かぎりにカウンターと男達の間を駆かけ抜け、出入り口のドアを開く。

　キララが行った意識誘導は瞬間的なものである。参道を歩く無数の人々の中から特定の個こ人じんを見つけるには若干の時間が必要だが、それよりも先に怪あやしいと気付くだろう。まして誰かが走り抜ける音が聞こえたのならなお更さらだ。

　一度は窓まどの外へと向けられていた男達の意識は、直すぐに店内へと戻もどる。

　しかし、それで十分だった。

　僅かに生まれた意識の隙すきこそが全ての肝きも。彼らが気付いて視線を戻した時、そこに見えたのはコートを被かぶり慌あわてて店を出ようとする『誰か』の姿すがただった。

　ミスディレクション───意識の誘導と誤ご認にん。

　彼らが探している大薙ことりと、今出て行った『誰か』とが、強きよう制せい的に関連付けられた瞬間である。

「お、おい！　待てっ！」

　弾はじけるように立ち上がり、キララを突つき飛ばす勢いきおいで駆け出していく二人の男。

　その後を、キララともう一人の少女が追いかけて行った。

　後に残ったのは────。
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　果たして店内からは五人の男女が消え、二人が残る。

　ボックス席に隠れていた、僕ぼくとことりちゃんだった。

　ことりちゃんのフリをして逃にげていったのは真白ちゃんだ。背せ格かつ好こうがほぼ同じという事から彼女が囮おと役りやくに選ばれた。

「皆みなが時間を稼かせいでくれている間に、この辺りを離はなれよう」

「……アイツら、大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「志乃ちゃん達の事？　だったら大丈夫だよ。僕なんかよりよっぽど強いから」

「信しん頼らいしているんですね」

　声に含ふくまれた棘とげは少し弱いものだった。

　何な故ぜそんな口調なのか気になったものの、問いただすには及およばない。

　それに、信頼していると言えるほど確かな感情なのかも疑ぎ問もんだった。

　そりゃ志乃ちゃんはこんな程てい度どでどうにかなるような子ではないと知っているし、真白ちゃんだって同じ。キララ先せん輩ぱいにしても彼女の力を考えれば安心して良いはずだ。

　けれど、不安を抱いだかずには居いられない。分かっていても怖こわいものは怖い。人間というのはそういう生き物だろう。

「とにかく、行こう。それが僕らに出来る唯ゆい一いつの事なんだから」

「……はい」

　他に客の居なくなった店内で、僕らは立ち上がった。

　だが───その時の僕はある重大なミスに気付いていなかったのである。

　志乃ちゃんはちゃんとそれを指し摘てきしていたというのに。

　もう一人、敵てきがそこに残っていたのだ。

「……えっと、その」

「あの方達も、お知り合いで？」

「……はい」

　集しゆう団だん食い逃げの場面に立ち会ってしまったマスターの顔はこれ以上ないほど引き攣つり、僕の口からは否ひ定ていの言葉は出てこなかった。

　彼にとって、僕らは新年早々訪おとずれた疫やく病びよう神がみに違ちがいないだろう。

　僕は七人分のお金を払はらった。
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「で、どう見る？」

「あれは……なかなか。その、ぜぇ、面おも白しろい、ですねぇ」

　真白の声に賛さん同どうする者は居なかった。

　それでも気にせず、彼女は続ける。

「なにやら、ひぃ、酷ひどく思いつめている、様子です」

「分かったから、とりあえず呼こ吸きゆうを落ち着けぇや」

「す、済すみません。あんなに、走ったの、久ひさしぶりなので……ハァ」

　真白は膝ひざに手をつき呼吸に合わせて身体からだを揺ゆらしていた。銀色の髪かみの生え際ぎわからは珠たまのような汗あせが噴ふき出している。ことりのフリをして喫きつ茶さ店てんを飛び出してから五分ほどの全力疾しつ走そうではあったが、それだけでも彼女には重労働だった。暦こよみは一月、正月の真まっ只ただ中なかにあって大気は冷え切っているというのに、燃もえ上がった身体を冷やしてはくれない。

　そんな真白と比くらべても虚きよ弱じやくに見える小こ柄がらな志乃は、呼吸を乱みだすどころか汗一つかかないまま、慣なれた動作で倒たおれている男二人のボディチェックを済ませていた。

　尋じん常じようではないその光景を横目にしつつ、

「彼の事、ですけど。日常的に些さ細さいな事で思い込むタイプではありますが、今回はだいぶ気負ってますね。よほど重大な問題を抱かかえているようです」

「そりゃこんな連中に追いかけられるくらいやからな。あのことりってガキの所せ為いか？」

「というより、そのお姉さんでしょうね。明言はしませんでしたが、どうやら元カノのようでした」

　その一つの単語は大きな意味をもっていた。

「あのボケに惚ほれる女がおったとはなぁ」

「それって所いわ謂ゆる、自じ爆ばくですか？」

「何か言うたかぁ？」

　両手を挙げて全力で降こう参さんを表明する真白。

「確かにあの人には不思議な魅み力りよくがあります。ただし、それは男だん性せいとしてのフェロモンではなく、非ひ常じように良くないものを惹ひきつけるものですが。恐おそらく彼女のお姉さんもその類たぐいだったのでしょうね」

「なんやったっけ。大薙詩葉、か」

「既すでに死し亡ぼうしている、という話ですね。暈ぼかしてはいましたが、だからこそ真っ当な死に方ではなかった事が窺うかがえます」

「せやな。となると、やっぱりコイツらに聞く必要があるやろ」

　キララはそう言って、地面に倒れている男二人へと視し線せんを向けた。

　喫茶店にいた彼らだ。

　あの後、ことりのフリをして逃にげ出した真白は、倒れそうになるほど力を振ふり絞しぼり人気の無い路ろ地じ裏うらまで逃げ込み、そこで追いついた彼らに正体をばらした。

　ことりの顔を知っていたらしい二人は間ま違ちがいだった事に驚おどろき、意い識しきを萎なえさせる。

　それは直すぐ様炸さく裂れつする怒いかりとして目の前の少女へと向けられた事だろう。

　しかし、その猶ゆう予よを与あたえなければ、立っているのは勘かん違ちがいに気付き落らく胆たんする無む防ぼう備びな男二人。僅わずかな間もおかず追いついて来た志乃に対たい応おう出来るはずがなかった。

　いや、たとえ通常の状じよう態たいであったとしても結果は変わらなかっただろう。

　足音に気づきトロくさい動きで振り返る男達の瞳ひとみに、志乃の姿すがたはほとんど映うつっていなかったのだから。

　それは決して、駆かける志乃の動きが動体視し力りよくを超ちよう越えつするものだったからではない。むしろ歳とし相そう応おう、肉体相応。テレビ越ごしの第三者視点で見たならば、何な故ぜ避よけられないのか不思議に思うほどだった。

　にも拘かかわらず視し認にん出来なかったのは、彼女が身体を限げん界かいまで落としていたからだった。

　ただでさえ小こ柄がらな彼女が地面に手を付く程ほど屈かがめば、平へい均きん的身長の大人の視野からは直ぐに外れてしまう。上下の動きに反はん応のうが鈍にぶいという人間の性せい質しつ上じよう、それは致ち命めい的な死角だった。

　ぶつかりそうなほど近づいた志乃は腕うでを振り上げ、まず若わか者ものを狙ねらった。その手にはもちろんスタンガンが握にぎられており、上う手まく通電させたなら相手を確かく実じつに昏こん倒とうさせる事が出来る。

　しかし限界まで身体を落としている志乃に狙えるのは下半身のみであり、ズボンに守られた足に通電させたとしても大した効こう果かは期待出来ない。スタンガンは万ばん能のうの武ぶ器きではない。心しん臓ぞうに近い場所に押おし当てれば命を奪うばう事も可か能のうな一方で、手足のような末まつ端たんでは精せい々ぜいその部位を麻ま痺ひさせる程てい度どにしかならないのだ。

　だがご存ぞん知じの通り、下半身にもちゃんと急所があるのだ。

　志乃が打ち抜ぬいたのは股こ間かんだった。少女が細い腕を弱々しい力で振り上げるだけでも飛び上がるその場所に硬かたいプラスチックを叩たたきつけられ、すかさず通電。

　文字では表ひよう現げん出来ない短い悲鳴を上げて失神する若者を見て、残された男は何が起こったのか分からず硬こう直ちよくする。これは単たん純じゆんな驚きよう愕がくではなく恐きよう怖ふ故ゆえだった。

　この時点で当然ながら彼は志乃という敵てきに気付いているわけだが、それが少女であるという認にん識しきが目の前で起きた、一いつ瞬しゆんにして失神した仲間の姿と直ぐには直結しない。冷静に観かん測そくすれば要は金的を食くらったのだと分かるだろうが、彼の頭の中では『ガキが近づいてきたら急に仲間が恐ろしい悲鳴を上げて倒れた』という不ふ可か解かいな現実が再さい生せいされ、その未知への恐怖が思考と行動を束そく縛ばくする。

　志乃は動きを止めず、そんな男の腹ふく部ぶにスタンガンを押し付け、終わり。

　説明してしまえば実に単純な奇き襲しゆうだった。

「単純故に恐ろしい……貴女あなたのその最さい適てき化は悪あく質しつ過すぎますよ」

「……別に、大した事はしていない」

「起きた現象そのものは、その通りですね」

　指し摘てきする真白の顔を、志乃は見ようともしない。スタンガンをコートの内ポケットに戻もどしながら、倒れる男達への警けい戒かいを続けている。

　そんな彼女に、真白は肩かたを竦すくめて諦あきらめの息を吐はいた。

「まぁ、今回は止やむを得なかったという事で……」

　そうしている間にもキララは泡あわを吹ふいている若者を介かい抱ほうしつつ、しっかりと後ろ手に親指をテープで縛しばり付けていた。もう一人に対しては同じように動きを奪うばった上で、頬ほおを叩き意い識しきを覚かく醒せいさせた。

「う、あ……くそ……」

　恐らく元から完全に昏倒していたわけではなく、朦もう朧ろうとしながらも少女達の存そん在ざいを知覚していたのだろう。男は意識の手た綱づなを取り戻すと、直ぐに後ろ手に縛られている状じよう況きようを理解したらしく呻うめいた。

　それでも彼なりのプライドがある。

　子こ供ども相手に──彼の眼めにはキララもガキにしか見えない──阿おもねるはずもなく、声にドスを利きかせ睨にらみ上げる。

「お前ら、何者だ」

「あ～、それは置いといて。先にこっちから質問させてや。アンタら、竜宮会で間ま違ちがいないな？」

「…………」

「追ってるんは大薙ことり、そうやな？」

「……警察、か？」

「ちゃう。ってか、分かるやろ。ウチらをどんな角度から見たらそう思えるんや」

「じゃあ、いったい何者だよ」

「ウチらは……せやな、善ぜん意いの第三者。健全な民間人や」

　男の顔が今にも唾つばを吐はき捨すてそうなほどに歪ゆがんだ。

　ふざけるなと怒ど鳴なり散らしたい気分だったのだろう。

　何な故ぜなら善意の第三者や健全な民間人は、絶ぜつ対たいにこのような事はしないと彼は知っていたからだ。繁はん華か街がいの路地でリンチをくわえていても、通り過すぎる市民は横目に見るだけ。借金の取立てを苦に誰だれが自殺したとしても、隣りん人じんは精せい々ぜい全すべてが終わってからテレビカメラの前で悲ひ惨さんさを語るだけで、誰一人としてそれが違い法ほう行こう為いである事を直ちよく接せつ咎とがめに来る者は居いない。

　それが普ふ通つうであり、この少女達が第三者であり得るはずがない。

　そう彼は考えていたのだが、だからこそ次の質問に驚おどろいた。

「ウチが聞きたいんは、何で大薙ことりを追っとるかって事や」

「……知らないのか？　知らずにこんな事を？」

「せやから善意の第三者やって言うとるやろ。尤もつとも、これはアンタらの揉もめ事に対してであって、アンタ自身の身の安全にまでその限かぎりである事は保ほ証しよう出来んけどな」

「うわぁ、丸っきり悪人の口ぶりですね」

　聞いていた真白が、笑顔えがおのまま言う。

「それではまるで、わたし達に害意があるみたいじゃないですか。安心してくださいね、わたし達はもうすでに『お友達』なんですから。間違っても『お友達』に対しては、酷ひどい事なんてしません」

「……アンタこそ、極ごく悪あく人にんの口ぶりやないか」

　お友達でなくなる、つまり問いに答えなかったり嘘うそを吐ついた場合は何をするか分かりませんよ、という明確な強きよう迫はくだ。まるで冗じよう談だんのように明るい笑顔の中で、本気で楽しんでいる瞳ひとみに気付き、男の背せ筋すじが粟あわ立だつ。

「……放火だよ」

「放火……？」

「今朝方、事じ務む所しよにな。それであの女を捜さがして捕つかまえるよう上から言われただけだ」

「大薙ことりが犯はん人にんやと？　それは何でそう分かったんや？　仮かりにもヤクザの事務所に火をつけるくらいやし、アンタらとあの子に何や因いん縁ねんでもあるんか？」

「お前ら……そうか。言葉遣づかいも余よ所そ者ものだし、何も知らないんだな」

　今度は驚きよりも呆あきれが勝っていた。全く何も理り解かいしていない少女達に、既すでに警けい戒かいを向ける理由さえ失っていた。
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「ふぅん、なるほどね……」

　話を聞き終えて、キララは少し間を置いてからようやくそれだけ口にした。

　どうせまた妙みような厄やつ介かい事ごとに巻まき込まれているだけだろうと思っていたら、冗談では済まされないレベルの厄介事だったらしい。

　しかもこれは───迂う闊かつに手が出せない。

　言葉をなくしたキララに代わって、志乃は質問を続けた。

「大薙ことりを捜していたと言ったけれど、見つけてどうするつもりだったのですか？」

「とりあえず捕まえて頭カシラのところへ連れて行く。その後の事は俺おれにだって分からない。ただ、頭は必要以上に怪け我がさせるなって言っていたがな」

「その人物の名は？」

「竜宮会の頭って言うたら確たしか、辰宮信しん吾ご朗ろうやったか」

「それは先代だ。今は庵いおりさんだ」

「あぁ、代だい替がわりしとったんか。辰宮庵……長男やったかな。ん、って事はつまりその人物が、大薙詩葉の婚こん約やく者しややったと？」

「そうだよ。ったく、酷い話だ。ただでさえ最初の嫁よめにも死なれて、その上、ようやく新しい嫁さんに出会ったと思ったら今度は自殺だろう。すっかり気落ちしちまって、不ふ憫びんで不憫でしかたない」

「金かね稼かせぎのために女を物みたく扱あつかうからや。自じ業ごう自じ得とくやで」

　竜宮会は若わかい組そ織しきだ。前身は長崎を本ほん拠きよとした中ちゆう規き模ぼの暴ぼう力りよく団だんだったが内部分ぶん裂れつによって崩ほう壊かいし、その瓦が礫れきを辰宮信吾朗が集め再さい構こう成せいしたのが十年程ほど前。同じように分ぶん離りした組織との抗こう争そうに負け、福岡のとある巨きよ大だいな団体の末席に組み込まれようやくまともな組織として動き出せたのだ。

　そんな彼らにとって大薙家と強い縁えんを持つ事は願ったり叶かなったりだったろう。

　冷たく言い放つキララに、男は激はげしく反発した。

「若わかはっ───頭はそんな人じゃねえ！　確たしかに乗り気じゃなかったが、だからといって女を泣かせるような人じゃない。頭は何い時つも言ってらっしゃった。男は愛に生きるものだってな！」

「…………ハァ？」

「男は愛に生きてこそ！　それが頭の生き様だ。だからこそ、割わりの良い最初の話を蹴けって、こっちに分の悪い条じよう件けんで大薙詩葉を娶めとる事にしたんだ。そんな女に死なれて……辛つらかっただろうに」

　今にも男泣きを始めそうなほど熱く燃もえ盛さかっている男とは対照的に、キララの心は隅すみ々ずみまで冷え切っていた。男は愛に生きてこそ……いったい何時の時代の話なのかと。確かに愛に生き愛に死ぬ人生は文学的で美しくはあるが、その主人公がヤクザの親分では華はながない。

　そんな事を考えているキララの隣となりで、志乃は全く別の事を考えていた。

　気になったのはもちろん『愛に生きる』事ではない。

　割の良い最初の話を蹴った、という部分だ。

　彼から大薙家との契けい約やくとその結末の物語を聞いていた中で生まれたある疑ぎ問もん点てん。それはどうしても解とく事の出来ない、不自然に絡からまった紐ひも。

　志乃は男に問い、そして解かいを得た。

　紐は滑なめらかに解けていく。

　だが、それで終わりではない。紐の先せん端たんが何ど処こに結ばれているのかは見えなかった。
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　男達を解放し別れてから、キララはずっと考えていた。

「なぁ、シノシノ……ウチらはこれに関かかわって良いんやろうか？」

「おや、珍めずらしいですね。今までだって関わるべきではないものに関わってきたのではありませんか」

「そういう意味やなくて、アイツの過か去こに深く関わる事が許ゆるされるんかなって……」

「ですが貴女あなたはこれまでだって無数に、過去と未来に関わってきたでしょう？」

「そうやなくてっ！」

「いいえ、そういう問題ですよ。貴女はこれが『彼』の過去だからこそ迷まよっている。たぶん、お互たがいが傷きずつく事を恐おそれているのでしょう。ふふっ、意外とナイーブなんですね」

　睨にらみ付けてくるキララの強きよう烈れつな眼がん力りきをものともせず、真白は続けた。

「少なくとも、支倉さんは退ひく気はないでしょう？」

「…………」

「貴女はわたし達が持っていない情じよう報ほうを得ていますね。しかもそれは、恐らく『彼』もことりさんも竜宮会の人々も知らない重大な、この混こん沌とんとした世界を俯ふ瞰かんする事の出来る唯ゆい一いつの情報なのではないでしょうか？」

「……どうして」

「支倉さん。最後の質しつ問もん、『ことりのはか』とは何ですか？」

　志乃が別れ際ぎわ、問いかけた不思議な言葉。

　それは真白もキララも知らない、志乃だけが持っていた情報だった。

「……彼の家で見つけた手紙に書いてあった」




『この手紙を読んでいる時、ボクは死んでいます。

　あとあと後こう悔かいしたくないので、ちゃんと送っておきます。

　ふたりの記き憶おくを残すためじゃなくて、もっと別の目的のために。

　そんなのキミにとっては苦しいだけだって分かっているんだけどね。

　ボクらにはそれ以外に救われる術すべがない事も分かっているから。

　だからなのかもしれない、ボクはキミに全すべてを委ゆだねてみようと思う。

　すごく、複ふく雑ざつでややこしくて、とっても面めん倒どうな事なので無む視ししてもらっても構かまいません。

　一いち応おう嫌いやな女ってまじめに自覚しているつもりだしね。

　それでも叶かなうならつぎのお願いを聞いてください』




　言い訳わけがましいような前置き。事情を知らない志乃はそこに書かれていた不ふ可か解かいな文を、最初何かの小説の一文を書き出したものかと思った。だが、直すぐにその前文の真実に気付いた。

「一行目の一文字目、二行目は二文字目、三行目は三文字目。そうやって読んでいくと意味を成す一文が現あらわれる」

　最初は『こ』。次に『と』と繋つなげていくと、『ことりのはかでまつ』となる。文章をある一定の規き則そくに従したがって文字を拾っていくと、別の意味を持つ文章が出てくる。非ひ常じように古典的な暗号文だ。

「送り主の名は大薙詩葉だった」

「死人から送られてきた手紙、ですか。そこに書かれていたお願いとは？」

「分からない、それ以上先は読めなかったから」

「ふむ……けれど、そうなると彼がこんな事をしているのは、その手紙が原げん因いんだと考えるのが普ふ通つうでしょうね」

　元恋人───と呼よぶには微び妙みような関係ではあったが、親しい間あいだ柄がらであった事に間ま違ちがいはなく、そんな相手からの最期の願いを無視するはずがない。むしろ何があろうとも実行しようするタイプの人間である事は、三人とも疑うたがいようがなかった。

「……アカンな。今日のウチは妙にネガティブシンキングやわ」

「気持ちは分かりますよ。わたしも真っ先にそれを考えましたから」

「アイツに限かぎってそんな事はないと思うんやけど」

「あの人だからこそ、と言えるのではないでしょうか？　ほら、支倉さんを守るためなら躊躇ためらいのない人ですし」

　だとしてもあり得ない……とは誰にも言えなかった。

　もし大薙詩葉の願いが、不ふ遇ぐうの死へと追い込こんだ相手への復ふく讐しゆうだったならば────。
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　財さい布ふの中身以外は無事に店を出る事の出来た僕ぼくらは、バスに揺ゆられていた。

　お墓はかのある地ち域いきから、一度遠く離はなれるように内陸部へと進むバスに乗り、そこから改めて東へと進む。辰宮の権けん力りよく範はん囲いは狭せまく、大薙家もそこまでは手を伸のばしていない。乗り合わせたバスには客が三人しか居おらず、全員が老人だ。最さい後こう尾びの広い席に腰こしを下ろした僕らは、ようやく一ひと息いき吐つく事が出来たのだった。

　携けい帯たいを開いてメールの着信を確かく認にんする。あの後、志乃ちゃんへと送っておいた確認のメールには、『大だい丈じよう夫ぶ』とだけ返信されていた。志乃ちゃんのメールは何時も短文で、いま一つ絵文字や顔文字に慣なれない僕にとって分かり易やすいのだが……こういう時はもっと具体的な内ない容ようにして欲ほしいものだ。

「おにーさんは、大阪でどんな生活を送っているんですか」

　責せめるというよりは拗すねているような口調だ。

　目線こそ合わさないものの、実に子こ供どもっぽい。

「どうせ、私はお子ちゃまですよ」

「いや、何も言ってないでしょうが……」

「眼めが口ほどに物を言ってました。どうせ私はガキですよ。お姉ちゃんみたいにおっぱいも大きくないし……性せい格かくだって」

　一いち応おう、自覚はあったらしい。

　別に胸むねの事ではない。自分と詩葉の間に──大して身長は変わらないというのに──一部分だけ決定的な差がある事は、昔から本人を含ふくむ全員が知っていたが、ここでの自覚は性格についてである。

「確たしかに君は幼おさない───なんて、言える立場じゃないんだよなぁ。僕だって君と変わらない、幼いままだ。時間は流れているのに、変われないままでいる」

「……もしかして、気にしてます？」

「ん？　何を？」

「昨日会った時、全然変わらないって言った事」

　一いつ瞬しゆん、何の事を話しているのか分からなかった。

　思い出してみれば、なるほど確かにそのような事を言われたような気がする。

　記き憶おく力りよくがよくないとは言わないで欲しい。それは事実だけれど、少なくともあれは僕にとっての日にち常じよう会話みたいなもので、凄すごく些さ細さいなものだったのだから。

「そうじゃないよ、ことりちゃん。本当にそう思うだけなんだ」

　時間の流れには区切りなんて存そん在ざいしない。小学校から中学校へ、中学校から高校へ、高校からその先へ……肩かた書がきが変わり立場が変わり、与あたえられる責せき任にんと権けん利りが変わる年月は、結局人間が勝手に作ったものに過すぎない。

　日本では二は十た歳ちを過ぎれば成人となり、大人として社会に認みとめられる。だが、十九歳さいと二十歳の間に境きよう界かい線せんなど存在しない。誕たん生じよう日びを迎むかえて何かが劇げき的に変化するわけではなく、四月になって急に何かが覚かく醒せいするわけでもない。カレンダーの上に区切りはなく、変化の分ぶん岐き路ろは常つねに唐とう突とつに、脈みやく絡らくなく顕あらわれる。

「僕やことりちゃんだけじゃなく、沢たく山さんの人が変われないまま漫まん然ぜんと動いてる。だからさ、そういうのを全部ぶち壊こわしてみたいと、思わない？」

「……なんですか、それ」

「別に深い意味はないよ」

「もう、意味が分からないですよ」

　ことりちゃんは顔を怒いからせてそっぽを向いてしまった。

　そんな彼女を───正直に言おう。

　僕はほんの少しだけ、腹はら立だたしく思ったのだ。
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　教えられたマンションの裏うら手て、敷しき地ちを囲うブロック塀べいの隅すみにそれはあった。恐おそらく管理者の手入れによって荒あらされない場所を選んだのだろう。草一つ生えていない砂すな地じに砂じや利り石いしが敷しき詰つめられたそこに、塀に使われているものと同じコンクリートブロックが身体からだを半分沈しずめていた。

　あえて探さがそうとしなければきっと気付かなかっただろう。人間の墓はかと比くらべるべくもないが、ペットのものだとしても、あまりにも殺風景だった。

　キララは一度手を合わせ、慎しん重ちようにブロックを持ち上げる。

　ピラミッドに最初に入った者は今の彼女と同じ思いだったのかもしれない。

　閉とじられた石の壁かべを取り除のぞいた先に待つのは、財ざい宝ほうか、呪のろいか。

　果たして、出てきたのはビニール袋ぶくろに包まれた手紙だった。その下には『小鳥の墓』と書かれた木もく片へんがあり、これが大薙詩葉が示しめしたものである事は間違いなかった。

『これを見ている貴方あなたが誰だれなのか、そこまでは分かりません』
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　最初に書かれていたのはそんな言葉だった。

『けど、これを読んでいる貴方は彼の傍そばに居いて、とても強い力を持った人だと思います。だから、もし許ゆるしてくれるのならボクの話を聞いて欲ほしいです。死者の妄もう言げんに付き合いたくないというのなら、燃もやしてくれて構かまいません。でも、出来る事なら、ボクの懺ざん悔げを貴方に知って欲しいのです。

　ボクは幾いくつもの罪つみを重ねて生きてきました。人は誰しも、生きている限かぎり大なり小なり罪を犯おかしながら、それでも潔けつ白ぱくで居続けるよう苦しみもがき生きているものです。ですが、ボクの場合はそのように簡かん単たんには済すませられません。何な故ぜならボクは、常に一番傷きずつけたくない人を傷つけてしまったのですから。しかもボクはその事に僅わずかにも悔くいていません。

　いきなりこんな事を言うと驚おどろくかもしれませんが、ボクは予知能のう力りよく者しやです。未来を知る事の出来る人間です。ボクには全すべての結末が見えていたのです。もちろん、今貴方がこうして手紙を読んでいる事も知っています。ですから、これが最さい善ぜんであった事は誰にも覆くつがえす事の出来ない事実なのです。

　ボクは間ま違ちがいなく最も優すぐれた決けつ断だんを下しました。それがたとえ誰を傷つける事になろうとも、最終的な幸福を手に入れられるように。つまりこれは、そんな罪ざい人にんであるボクからのお願いであり、貴方への挑ちよう戦せん状じようでもあります。ボクの論ろん理りを覆してみせてください。ボクが間違っていたのだと証しよう明めいしてみせてください。そうする事で、どうかボクに罰ばつを与あたえてください。

　もしその気持ちがあるのなら、次はボクの実家。大薙家へと向かい、そこで富ふ士じ柳やなぎという女じよ性せいに会って下さい。この手紙の事を話せば、彼女が次の手紙を渡わたしてくれるはずです』

　それは既すでに死し亡ぼうしている大薙詩葉の遺い書しよだった。

　詳くわしい部分、特に彼女の罪や間違っていた事を証明してみせろという言葉の真意は定かではないが、おいそれと触ふれて良いものではないように感じられたのだ。

「何が何だか良く分かりませんが、要は彼女の間違いを指し摘てきすればわたし達の勝ち。それを肯こう定ていすれば負け、という事ですね。なんと、予想外にも挑戦的じゃないですか」

　そう楽しげに語るのは真白だけだった。

　もちろん何も知らなければキララも同じようにこの挑戦に闘とう志しを燃もやしていたかもしれない。だが、詩葉の最さい期ごを考えるとそうもいかなかった。何な故ぜならこの手紙は、彼女が無む駄だ死じにであった事を証明してみせろと言っているのだから。

「シノシノはどう考える……？」

「予知能力者、という部分が気になる」

　キララの意図とは異ことなる答えだった。

「彼女は未来を知っていた。知る事が可能だった」

「予知能力なんて無む茶ちや苦く茶ちやや」

「いいえ、予知能力自体は別べつ段だん特別とは言えない」

「そうですよ。わたし達は現げんに日にち常じよう的に触れているじゃないですか。毎日必ずニュースで放送され、新聞にも掲けい載さいされてますし、ネットなら即そく座ざに確かく認にん出来るでしょう」

「……天気予よ報ほうか？」

　確たしかに天気予報は未来を報しらせるものである。

「いや、でもあれは予報であって予知やないし」

「同じものですよ。どちらも、ある現象が起こる以前にそれを指し摘てき出来るかどうかです。しかもそれは、必ずしも的中する必要はない。世の中には無数の予知、予言がありますが、その悉ことごとくは外れています。一部の的中例を誇こ張ちようしたり、無理やりこじつけたりしているだけで、実じつ際さいに未来が見えているわけではありません」

「じゃあ、予知ってなんや？」

「二つある。一つは天気予報のように積み重ねられた過か去このデータから計算された、確かく率りつ論上にある最大値ちです」

　将しよう棋ぎや囲い碁ご、チェスのような盤ばん上じようゲームのプレイヤーはその場での最さい善ぜん手を打っているわけではない。常つねに一手二手、更さらにもっと先を考えながら戦っているのだ。彼らの思考はその時、未来を進んでいる。相手の手を想そう像ぞうし、起こり得る現象を予よ測そくしている。

　天気のようなマクロな世界では盤上とは比くらべ物にならないほどの可か能のう性せいが生まれてしまうが、基き本ほんは同じだ。

　要は───『起こり得る事しか起こり得ない』のだから。

「もう一つは想像。頭の中に生まれたイメージが形を生み出す」

「それは一いつ般ぱん的に言われる、妄想ってもんとちゃうんか？」

「失敗すれば妄想です。成功すれば現実。そして多くの場合、成功させるために予知能力者はあらゆる手しゆ段だんを行使します」

　盤上ゲームで言えば、相手を強きよう迫はくして負けさせるのだ。将棋なら二歩でも打たせてさっさと反はん則そく負けをさせてしまえば良い。天気を確実に操あやつる術すべはないが、雨雲にロケットを打ち込み、無理やり雨を降ふらせるという手段もある。

　両者は全く異なる手法ではあるが、現象そのものに違いはない。トリックを観測する事が出来ないのなら、どちらも未来予知だ。

　昔から、占うらない師しと呼よばれる人々はこの二つの手法を使い分けながら、多くの何も知らない民みん衆しゆうに崇あがめられてきた。彼らが優れた知ち識しきを持っていた事に疑うたがいの余よ地ちはないが、予知も予言も誰にだって可能なトリックに過すぎない。

「大薙詩葉も何らかのトリックを使っとったって事か？」

「そうです。つまりこれは、大薙詩葉が作り上げたゲーム。過去に死に、未来に生きる彼女からの挑戦状です」




０６／




　ことりちゃんをホテルまで見送り、僕はそのまま町へと戻もどっていた。といってもそのまま自じ宅たくへと帰るのではなく、向かった先は大薙の屋や敷しきである。ことりちゃんには別れ際ぎわ、一人で近づかないよう厳げん重じゆうに注意しておいたし、残る問題は琴恵さんだ。

　今日これまでの出来事を彼女にはちゃんと話しておかなければならない。

　立場上、もしかしたら僕なんかよりもずっと詳くわしく知っているかもしれないが、それならそれで話をする事で何かしらの情じよう報ほうを得られるかもしれない。それに万が一、件くだんの年ねん賀が状じようの送り主だったとしたら、ことりちゃんが危あぶない立場にある事をちゃんと伝えておきたかった。

　正月二日目の町まち並なみは寺の周辺ほどではないにせよ、それなりに人の姿すがたも戻り始めていた。それでもお屋敷のある近辺は相変わらず閑かん静せいだ。たぶん年がら年中そうなのだろう。それどころかここ何年間、これからの何年間、変わらないままなのだ。

　尤もつとも、それは外側から見つめているからこその感想である。

　この厳げん格かくな土ど塀べいの内側では劇げき的な変化が生まれていたはずなのだから。

　人気の少ない道を進み、昨日と同じく表門へと向かう。

　そこで僕は初老の家か政せい婦ふさんを見かけた。昨日取り次ぎに出てきてくれたあの人だった。昨日とは違ちがい割かつ烹ぽう着ぎは着ておらず、手には長い竹たけ箒ぼうきを握にぎっている。誰かを出で迎むかえていたわけではなく、表の掃そう除じに出ていたらしい。

　和服に竹箒ではいまいち微び妙みような映えい像ぞうになってしまうが、何な故ぜだか脳のう内ないに今まさに飛び立とうとする魔ま女じよのイメージが浮うかび上がってきて、少しだけ面おも白しろかった。

　彼女は僕に気付くと、深々と会え釈しやくした。

「申し訳わけ御ご座ざいません。琴恵様は只ただ今いま所用にてお取り次ぎ出来ません」

　流石さすが……と昨日の今日で言うのも変な話だが、顔を覚えていたらしい。

　こちらが用よう件けんを切り出す前に女性は言った。

「そうですか。済すみません、ちゃんと連れん絡らくを入れてからにすれば良かったですね」

「どうしても外せぬ用事ですので。小一時間ほどお待ち頂いただかなければなりませぬ」

「それじゃあ、改めて出直します」

　仮かりにも大きな家の当主さんなんだから、アポイトメントくらい取っとけよ……という突つっ込こみは正当なものだと思うので、甘あまんじて受けるつもりである。が、言い訳だけはさせてもらおう。

　こんなに遅おくれてしまうとは思っていなかったのだ。

　小さく頭を下げて踵きびすを返した僕の背せを、女性の声が引きとめた。

「お待ちを。もしお時間が御座いましたら、どうか中でお待ち頂けないでしょうか？」

「えっと……別に時間はあるんですけど……」

「琴恵様より、貴方あなた様がいらっしゃいましたらお引止めするようにと仰おおせつかっております」

　琴恵さんが、か。

　携けい帯たいを開いて時間を確かく認にんする。小一時間という曖あい昧まいな表ひよう現げんの信しん憑ぴよう性せいについて、ある程てい度ど日本で暮くらしていれば把は握あく出来てくるもので、『もうちょっと』は三十分、『あと少し』は十五分、『小一時間』は二時間弱と、およその最大値ちも知っている。

　その誤ご差さを最大と見積もっても、大だい丈じよう夫ぶだろう。

「分かりました。では、待たせてもらいます」

「ありがとう御座います」

　門をくぐり、昨日と同じく離はなれへと案内される。母おも屋やからは昨日ほどのざわめきは感じられないが、未いまだ訪ほう問もん客きやくは途と絶だえていない様子だった。

　小一時間という事もあり、最初から正座は諦あきらめ胡坐あぐらをかく。室内には当たり前の話だがテレビもなければ雑ざつ誌しも置かれていない。お茶とお菓か子しは出してもらえたのだが、正直あまり食しよく欲よくはなかった。

　ここで時間を潰つぶすのには若じやつ干かんの苦労が必要だろう。

「何か御用があればお呼よびください」

「あ、待ってください」

　だからというわけでもないのだが、女性を呼び止めた。

「貴女あなたは……えっと」

「失礼致いたしました。私、富士柳と申します」

「あ、じゃあ富士柳さんは、その、長いんですか？」

　不明確な問い掛かけになってしまったが、それでも彼女は意味を汲くみ取ってくれたらしい。

「はい。私どもは親の代より御当主様にお世話になっております」

「えっと、それじゃあ……詩葉の事も？」

「もちろん、存ぞんじております。詩葉お嬢じよう様さま、そしてことりお嬢様の乳う母ばをさせていただいた事は、私の生しよう涯がいの誇ほこりでございます」

　乳母というと母親に代わって子こ供どもに母乳を与あたえる人というイメージがあるかもしれないが、それ以外にベビーシッターという意味合いもある。富士柳さんの場合はそれに加えて養育係という面もあるだろう。

　跡あと継つぎの乳母をしている事、親の代から仕えている事を鑑かんがみれば、家人から深く信しん頼らいされた、使用人としては重じゆう鎮ちんなのだという事が分かる。

「それじゃあ詩葉の事もことりちゃんの事も、きっと大切に思ってくれていたんでしょうね」

「失礼ながら私は琴恵様、そしてお嬢様方への忠ちゆう誠せいを生涯に亘わたり誓ちかっております」

「あ、ごめんなさい」過か去こ形けいが気にいらなかったのだろう。「けど、詩葉は分かるにしてもことりちゃんへも？　彼女はもう大薙の家とは関係がないはずですよね？」

「……それは」

「大薙家では詩葉の自殺もことりちゃんの話も、タブー扱あつかいになっているのでは？」

　全すべてが上う手まくいくはずだった辰宮との関係を、成立させつつも遺い恨こんを残した詩葉の死。それを発ほつ端たんとしたことりちゃんの暴ぼう走そうと勘かん当どう。それらはベラベラと迂う闊かつに語って良い事ではないはずだ。

「もしかして、知らない間に全部の決着がついていたんですか？」

「それは……その、申し訳わけ御ご座ざいません。私の口からは。ですが、私がこのような事を申し上げたのは、詩葉お嬢様のご友人だと存じ上げているからです」

「えっ、僕ぼくの事を知ってるんですか？」

　でも僕がお屋や敷しきに来たのは昨日が初めてで、当然ながら富士柳さんとの面めん識しきはない。たまに車で迎むかえに来る壮そう年ねんの運転手さんの顔は、何となく覚えているけれど、大薙家関係の女性と会った事はなかった。

「いえ、詩葉お嬢様はことりお嬢様とご一いつ緒しよにお屋敷を出られてからも、週に一度はお帰りになられていましたので。その折に、学校のご友人についてお聞かせいただいておりました。お写真も拝はい見けんしております」

　そんな事があったのか、と不思議な気持ちになる。

　よくよく考えてみれば琴恵さんとだってそう何度も会っていたわけではないのにあれほど自然に話せたのは、やはり詩葉が僕の事を話していたからなのだろう。

「えぇっと、こういうの聞くのはアレなんですけど……詩葉はなんて言ってました？」

「……お優やさしい方だ、と」

　頭に微び妙みような間が空いているのは僕の気のせいなのだろうか。

「帰ってこられるたびに、必ずお話を伺うかがわせていただいておりました。その時のお嬢様はとても幸せそうで、まるで幼おさない頃ころに戻もどられたかのようにはしゃがれていて」

「詩葉は何時だって子供みたいに賑にぎやかな子じゃないですか」

「そのようなお姿、ここでは見られません」

　妙な言い方だったので少し気になった。

　仕えている家を『ここ』と表ひよう現げんするものだろうか。

　自分の主の家なのだ。もっと丁てい寧ねいな言葉を使うべきではないのだろうか。

　そんな僕の疑ぎ問もんに気付かないまま、富士柳さんは続けた。

「詩葉お嬢様はお強い方ではありましたが、支ささえるものなくしては俯うつむいてしまうのは必然でございましょう。特にことりお嬢様と屋敷を出られてからは……苦労されたはずです。それをお救い下さったのは、紛まぎれもなく貴方あなた様であるかと」

　富士柳さんはそう言うと、畳たたみに両手だけではなく額ひたいまでもつくほどに頭を下げた。

　土ど下げ座ざ……というか平へい伏ふくだ。

　それが最大限げんの礼なのだと気付いて、逆ぎやくに慌あわててしまう。

　考えてもみて欲ほしい、金も権けん力りよくもない凡ぼん庸ような大学生が年配の女じよ性せいからそれほど感かん謝しやされたら、どれ程ほど落ち着かない気持ちになるだろうか。

「あ、いえ。別に何もやってませんから！」

　詩葉にはずっと雄一郎が居いたし、琴恵さんだって味方だったのだ。

　それに比くらべて共に過すごした時間の短い僕の存そん在ざいなんてどれ程だったのだろうか。

「お願いですから、頭を上げてください」

「失礼しました。ですが、嘘うそ偽いつわりない本心で御座います」

「ありがとうございます。でも、結果的には詩葉を救えませんでしたから」

「……いえ、それは。もう十分なほどであったかと。感謝しております」

　感謝……か。

　彼女の表ひよう情じようからは何も読み取る事が出来ない。志乃ちゃんが感情を隠かくす時に使うものとは違ちがう人工的な仮か面めんだ。だからこそ、僕はある疑問を抱いだかずにはいられない。

「富士柳さんが詩葉の事を大切に思っている事は分かりました。ですが、だとしたら普ふ通つう、怒いかりを覚えるのではないでしょうか？」

「……申し訳御座いません、意味が」

「琴恵さんにしたってそうです。愛する娘むすめをあんな形で失って、怒りを抱かずにいられるものなのでしょうか。詩葉を死に追いやった者、それを止められなかった者を恨うらむ気持ちがなかったのでしょうか」

「で、ですがそれは全すべて私どもの責せきで御座います」

「富士柳さんはそうなのかもしれません。けれど、琴恵さんはどうでしょう？　実は僕とことりちゃん、それから雄一郎の所に詩葉からの年ねん賀が状じようが届とどいたんですよ。もちろん琴恵さんのところにも。この事を知っていましたか？」

「いいえ……そのような事は」

「僕らの世代ってあんまり年賀状を出さないんですよね。全部メールで済すんじゃいますし、特別貰もらって嬉うれしいものでもないですし。ところで、琴恵さんは年賀状を何通送りましたか？」

　古い家いえ柄がらの大薙家は当然ながらメールで済ますなんて出来るはずもなく、その枚まい数すうだって軽く百を超こえるだろう。

「僕らに年賀状を送った目的はまだ分かりません。ですが、きっと良くない事を考えているに違いありません。そこで質しつ問もんなんですけど、琴恵さんが書かれた年賀状の全てをどなたか確かく認にんされましたか？」

「……いいえ。ですが、琴恵様はそのような事はっ」

「富士柳、止よしなさい」

　凜りんとした声に時間さえ静止したようだった。

　誤ご差さ範はん囲いの最大値ちを見積もっていたが、予想外にも最小値側だったらしい。小一時間どころか半時間程てい度どしか経たっていないのだから。

「申し訳わけ御ご座ざいません、琴恵様」

　富士柳さんの謝しや罪ざいには二重の意味があった。一つは琴恵さんが制止したように、喋しやべりすぎていた事。もう一つは主あるじの存そん在ざいに気づかなかった事。

「いいのよ。お客様が無理を言ったのでしょう。失礼ですが、あまり当家の使用人を苛いじめないでもらえるかしら」

　彼女は少し機き嫌げんが良さそうだった。昨日よりも血色は良く、微笑ほほえみも温かい。

「済すみません。我われながら酷ひどいというか、申し訳ない質問だったと思います」困こまらせてしまった富士柳にもう一度謝あやまって、「けど別に苛めるとかそういうのじゃないですよ。必要な作業だったんです」

「そうなのかもしれないわね。富士柳、ここはもう良いわ。貴女あなたは仕事に戻もどりなさい」

「はい。失礼致いたします」

　深々と頭を下げ、言われた通り速すみやかに立ち去る彼女を見送る。

「あの、本当に苛めていたとかそういうのじゃないですから」

「えぇ、分かっていますよ。貴方あなたには向かないやり方ですもの。貴方は本当に人を傷きずつけるには向かない人。まるで研といでいない刃やいばのように鈍なまくらよ。けれど、それは時に傷口を広げる事にもなる」

　随ずい分ぶんな言い方ではあったけれど、どうにも正しいと思ってしまう自分が居た。

　切れない刃は物もののように役立たずで、押おしても引いても前には進まなかった。

「でもそういうのはもう終わりです。相変わらず鈍らですけど、頑がん張ばりますよ」

「そう。それでは、何を私に聞きたいのかしら」

「竜宮会の事じ務む所しよで火事が起きたのは知っていますよね？　放火でした。犯はん人にんは誰だれだと思いますか」

「そんなの、簡かん単たんな消去法よ。犯人は────」

　琴恵さんは微笑んで、その名を口にした。




＊　＊　＊




「ここが大薙のお屋や敷しきかぁ」

「想そう像ぞうしていたよりも大きいですね。武家屋敷といった印象ですが……そういう家か系けいなんでしょうか？」

「そんなん、ウチが知っとるわけないやろ？　まぁ、古い家やってのは分かるんやけどな」

「政せい略りやく結けつ婚こんが罷まかり通る程度には、ですか。駄だ目めですね、こういうの。家は様々な外がい敵てきから住人を守る砦とりでであり門は内と外とを遮さえぎるための結界です。悪あしきものを拒こばむ代わりに、内に出来た膿うみを吐はき出す事も出来ない。空気の入れ替かえが出来ない家は必ず何らかの形で死人を出すものです」

　それは何も古い因いん習しゆうに限かぎった話ではなく、今も度たび々たび起こる家族間の不仲を原因とした事じ件けんも同様だ。閉とじた家族、閉じたコミュニティ。外部との循じゆん環かん機き構こうを持たない構こう造ぞうはそれが正せい常じように働いている限りは安息を保ほ証しようするが、同時に一いつ切さいのエラーを許きよ容ようしない。

　一つの変化──それがマイナスであろうとプラスであろうと──によって、容易たやすく崩ほう壊かいしてしまうものだ。

「まぁそれでも、わたしは大薙詩葉さんの結けつ婚こんに関してはそう悪い話じゃなかったと思いますが」

「個こ人じんの結婚の自由を侵しん害がいされとるんやで？」

「当事者でない限り、わたしは同じ状じよう況きようであれば同じ選せん択たくをする、という意味ですよ」

「……そんなのはどうでも良い。今はただ、次の手紙を得るだけ」

　志乃の一言で会話は終わり、やがて三人は表門へと辿たどり着いた。

　そこでは一人の女じよ性せいが竹たけ箒ぼうきを使って道を均ならしていた。およそ六十前後で、白髪しらが交じりの髪かみを結ゆい、服ふく装そうは色無地に目立たない貝の口結び。これだけの家ならば当然居いるはずの、使用人の姿だった。

　女性も志乃達に気付いたらしく、手を止めて会え釈しやくする。

　代表して最年長者であるキララが声を掛かけた。

「済みません、こちらに富士柳さんって方はいらっしゃいますか？」

「富士柳は私で御座います」

「おっと、意外にサラッと出会えたな。もうちょっと手間取るかと思ったわ」

「失礼ながら、どのようなご用件で御座いましょうか」

「ウチらは大薙詩葉さんの手紙に従したがって貴女に会いに来たんです」

　キララが差し出した手紙を見て、富士柳は眼めを見開いた。そこに書かれた文字は間ま違ちがいなく詩葉のものだった。最初に文字を教えたのは教育係でもあった彼女だった。それ以来、小学校を卒業するまでは常つねに彼女が学力を確かく認にんしていた。

　詩葉は決して真ま面じ目めな子こ供どもではなく、勉強が嫌きらいでしばしば宿題を投げ出した。それを叱しかり、厳きびしく指し導どうした日々が思い浮うかぶ。

　血の繋つながりはなく、あるのは主しゆ従じゆうの関係のみ。乳う母ばは特別な存在ではあるが、それは家人と同意ではない。あくまで使用人の中での特別であり、たとえ乳ちちを飲ませ育てようと、どれ程ほどの時間を過すごそうとも、その距きよ離りが縮ちぢまる事は決してない。

　それでも、使用人は奴ど隷れいではない。

　彼女のプライドが、その瞳ひとみに涙なみだを浮かばせていたのだ。

「……失礼しました。確たしかに、詩葉お嬢じよう様さまのもののようです」

　戸と惑まどうキララへと一礼し、富士柳は「少々お待ちを」と門をくぐり屋や敷しきへと消えた。

　それから待つ事、十分弱。息を切らせて戻もどってきた彼女の手にはもう一通の手紙があった。

「詩葉お嬢様より預あずかっていた手紙です。もし自分の手紙を持つ者が訪おとずれたなら渡わたすように、と。もちろん、中は見ておりません。どうぞお受け取りください」

「あぁ、はい。どうも、です」

　キララはそれを受け取ると、封ふうを開いた。封ふう筒とうの中には三つ折りにされた紙が眠ねむっている。

「他には何か言われてませんでしたか？」

「いいえ、それだけですが……あの」

　彼女は少しだけ躊躇ためらった。それは彼女の職しよく業ぎよう意い識しきであった。使用人は家人を守り助けるために存そん在ざいし、そのためだけに動かなければならず、それ以外に動いてはならない。手紙を渡せと言われたのならば手紙を渡すだけで良いのだ。

　だがその時、親から厳しく躾しつけられ、生しよう涯がい守り通してきた教えを彼女は破やぶった。

「お屋敷の塀へいは高く、私の耳は小さく出来ております。故ゆえに私は何も知る事が出来ません。ですが、何かが起こっている事だけは私にも分かります。それは、書かれているものとは関係がないのかもしれませんが……だとしても、どうか詩葉お嬢様の遺い志しをお受け取り下さいますようお願いいたします」
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「……大だい丈じよう夫ぶです」

　答えたのは志乃だった。

　視し線せんは手紙に書かれた文字を追いながら、深く落ち着いた声で彼女の不安を消し去る。

「貴女あなたの願いは叶かなえられます」

　富士柳は幼おさない志乃の言葉に驚おどろき、それが何を意味しているのかを知った。

　それは少女の中に詩葉の姿すがたを見たからだった。
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『この手紙を読んでくれているって事は、真しん剣けんに挑ちよう戦せんしてくれるって事だと思います。

　さて、きっと貴方あなたは気付いているだろうと思うけれど、これを書いているボクは今、貴方にとっての未来に居ます。

　つまりボクらに関する一連の事件が全すべて終わった先に居るのです。

　ここから見える景色はどんなものだと思いますか？

　それはそれは、美しいものです。

　そしてそれを得る事が出来たのは、ボクの力があったからこそです。

　一つ疑ぎ問もんに答えましょう。

　ボクは果たして本当に予知能のう力りよく者しやなのか。

　貴方はその疑問を抱いだいているはずです。

　ですから、それを証しよう明めいして見せましょう。

　それは今すぐ証明出来る事。そう、貴方の事です。

　これを読んでいる貴方は女じよ性せいです。

　それもボクより年下の女の子。うん、とっても可愛かわいいですね。綺き麗れいな髪かみをしています。ですが、若じやつ干かんお胸むねは貧ひん弱じやくかな。でも大丈夫ですよ、ボクの妹に比くらべればまだ希望があります。

　どうでしょう。合っていましたよね。

　これでボクの予知能力については疑うたがいの余よ地ちはなくなったものと思います。いえ、それでもきっと貴方は疑うのでしょう。そんな貴方だからこそボクのライバルに相応ふさわしいと思います。

　精せい々ぜい頑がん張ばってください。そして見つけてください。ボクの希望を。

　そのために今この瞬しゆん間かんがあります。貴方に与あたえられた時間はもう残り少ないのです。

　この手紙を受け取った翌よく日じつの午前十一時。ボクが眠る墓はかの前に貴方は居ます。

　そしてそこである男性から次の手紙を受け取るでしょう。

　それにはボクの解かい答とうが書かれています。もちろん、それでゲームセットではありません。貴方はその男性からもう一通の手紙を受け取ります。ですがきっとそれを開く事は出来ないでしょう。貴方はそれを相応しい人物へと渡し、そしてただ、事の終わりを見守るのです。

　ボクは言います。

　自分が正しかったのだと。

　心から、何度でも、何度でも』




　手紙はそう締しめくくられていた。

　読み終えたキララは、そこに何か執しゆう念ねんめいたものを感じていた。普ふ通つうの女性が遺のこした手紙ではない。これは死に直面した時に表れる泣き言ではなく、もっと力強い決意の顕あらわれなのだと。

　彼女が訴うつたえかけてくるものは、自殺者や被ひ害がい者しやが持つネガティブな感かん情じようではない。

　弱者の言葉は一つもなかった。

　これはまるで、望む全すべてを果たした勝者の手紙だ。

「大薙詩葉は、いったい何者なんや？　こんな手紙……本当に予知能力者なんか？」

「これも簡かん単たんなトリックですよ。手紙は最初から、少なくとも四通あったんです。手紙を持ってきたのは生きた人間で、しかもそれはわたし達の見えないところにありました。つまり、彼女が無数にある手紙の中からわたし達に合わせたものを選んだだけです」

　女性だと指し摘てき出来たのは、そう書かれた手紙を選んだからだ。

　年下であるという指摘も同じ。

　男性であった場合、年上であった場合を含ふくめ最さい小しよう限げん四通あれば予知は完成する。

　それ以外の言葉についても分ぶん岐きしている可か能のう性せいはあるが、可愛いや綺麗な髪に反発する女性は少なく、バストサイズについても詩葉に比べれば多くの場合は貧弱と表現でき、整合性は保たもたれる。

「その証しよう拠こに、鴻池さんは年上です。見た目には分かり辛づらいため年下を選んだのでしょうが、もし本当に予知だとするのなら年上と書かれているべきでしょう」

　小こ柄がらで童どう顔がんなキララは確かに歳とし相そう応おうに見られる機会は少なかった。

　まず初対面の相手には成人していると気付かれない。

「この程てい度どのトリックでは話になりませんよ。ねぇ、支倉さん」

「……別にどうでも良い」

　微笑ほほえむ真白を、志乃は相手にしない。

　彼女は分かっている。涼風真白という少女がこの状じよう況きようを把は握あくしながら遊んでいる事を。

　だから取り合わず、本当の問題点を指摘した。

「考えるべきは、『一連の事じ件けん』という部分」

「あ、そうか！　起こった事件は竜宮会事じ務む所しよの放火だけや。なのに一連って書いとるんは、まだ事件が起こる可能性があるって意味やな」

「そう。つまり最低でも後一つ、何かしらの事件が起こる可能性が高い。そしてそれは恐おそらく『彼』とも無関係ではないでしょう」
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　二日の午後九時過すぎ。

　各局、似にたり寄よったりな番組にウンザリして外へ出た。

　正月特番の詰つまらなさは毎年の事ではあるし、それを正月らしいと笑う事の出来る度量を持つべきだと思うが、今日はとてもそんな気分ではなかった。

　もしこんな事が起こらなくて、そのまま大阪に帰っていたら。

　今いま頃ごろ志乃ちゃんと一いつ緒しよにそんな詰まらないテレビを見ていただろう。

　どんなバラエティやお笑い番組を見せてもピクリとも笑わない彼女と一緒に。

　あれって結けつ構こう冷めるんだよなぁ……。

　思い出して陰いん鬱うつな気分に肩かたを落とした。テレビ番組に限かぎらず、何かを楽しむ時に必要なのは周囲の空気だ。どれ程ほど盛もり上がっていようとも、たった一人の考えなしの一言で場が凍こおり付いてしまうように、冷め切った空間では面おも白しろくても笑えないものである。

　しかし、そうやって過ごす日々は穏おだやかだ。

　支倉志乃という少女は笑いもしないが、否ひ定ていもしない。

　ただそこに居いる。空気は読まないかもしれないけれど、立ち去る事もない。

　今頃どうしているのだろうか。空を見ながら何となくそんな事を考えていた。何かしら僕ぼくの知らない事を知っているらしい彼女は、僕の知らないところで動いているのだろう。キララ先せん輩ぱいの言った通り、観光してホテルでのんびりしているはずがない。

　完全無欠に不安だった。志乃ちゃん一人だと何をするか分からないし、保ほ護ご者しや役である先輩も限げん界かいギリギリまで常じよう識しきを見せてくれないし、真白ちゃんは……非ひ常識の権ごん化げみたいだし。

　そんな事を口に出せば両者から批ひ難なん囂ごう々ごうだろうが、少なくとも事実だと思う。

　やっぱり、彼女には僕のような常識人が必要なのだ。

　人として辿たどり着いてはいけない『向こう側』にまで到とう達たつしてしまう彼女を監かん視しして、ちゃんと引き止められる人間が。まぁ、本当にちゃんとその役やく割わりを果たせているのかと聞かれたなら答えに困こまる有様なのだけれど。

　実じつ際さい、今現げん在ざいだって僕はその役割から遠い場所にいた。

　街中をぶらついて適てき当とうに時間を潰つぶす。大半の店は閉しまっているが、コンビニやファストフード店などは普ふ段だんと変わらず煌こう々こうとした明かりを灯していた。他が暗い分、余よ計けいにそれが際きわ立だっているようである。

　とりあえず、近場のコンビニに立ち寄る。

　店内に客は居おらず、店員が暇ひまそうに欠伸あくびを噛かみ殺していた。
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　コンビニで雑ざつ誌しを立ち読みしながら、町が本ほん格かく的に眠ねむりに落ちる午後十一時過ぎまで待った。立ちっ放しで少し疲つかれはしたが、僕は迷まよわず人気の消えた道を歩いていた。

　向かう先は大薙のお屋や敷しきである。

　広大な敷地を持つそこは、暗くても見み間ま違ちがう事はない。東側の土ど塀べいに沿そって南下していく。

　別に琴恵さんと会う約束があったわけではなかった。もちろん、こんな夜中に突とつ然ぜん訪ほう問もんなんて論ろん外がいとしても、彼女と話したい事は今日の午後の時点で全すべて終わっている。今こうして屋敷の周りを歩いているのは、非ひ常じように不毛な作業のためだった。

　警けい察さつに職しよく務む質しつ問もんされたら答えに困こまる身ではあったが、だからといって別段スニーキングミッションというわけでもない。コソコソと隠かくれるのも不自然だし滑こつ稽けいなので、僕はゆっくりと道の真ん中を歩いた。

　今日はちゃんとカイロも用意したし、耳まで隠せるニット帽ぼうも装そう備び済ずみ。しっかりと厚あつ着ぎして、真冬の夜の散歩に相応ふさわしい格かつ好こうをしている。それでも、寒い事に変わりは無かったが。

　周辺の住宅からはまだ幾いくらか電気の光が漏もれ出している。それもしばらくすれば消えるだろうが、眠っている人も起きている人も、誰だれもが暖だん房ぼうの利きいた部屋の中に居るのだ。それに対して僕は間ま抜ぬけな夜の散歩。

「はぁ……」

　吐はき出した溜ため息いきの白い靄もやにさえ馬ば鹿かにされている気がした。

　だが、そんなお馬鹿さんにも仲間は居たらしい。

　屋敷は広く南側の表門だけでは非常に不便だ。また、そこは家人と客人が通る場所であって使用人さんが出入りするためには開かれない。幾つかの勝手口があるのは当然だった。

　その一つに───不ふ審しん者しやが居た。

　何をもって不審と断だん定ていするかには様々な議ぎ論ろんがあるだろうし、一月二日の真夜中にぶらついている僕だって十分に不審である。だが、そこに居るのは、百人中百人が不審だと感じるだろう厳いかつい二人の男だったのだ。

　勝手口が見える位置にある電柱に寄よりかかるようにして、二人揃そろって煙草たばこを咥くわえている。煙草をあんパンに置ち換かんして見れば、警察の張はり込こみそのものだが、彼らの正体がその対たい極きよくである事は手首にぶら下がる竜りゆうの飾かざりがついたブレスレットが示しめしていた。

「…………」

　一いつ瞬しゆんだけ目があってしまったが、こちらが直すぐに逸そらすと何も言っては来なかった。

　俯うつむき加か減げんに早足で通り過すぎる。これ以上、彼らと事を構かまえるつもりは無かった。

　しかし、疑ぎ問もんは残る。

　何な故ぜこんな所に竜宮会の人間が？

　彼らが夜を警けい戒かいする理由は容易たやすく把は握あく出来る。真夜中の放火、それも事じ務む所しよを直ちよく接せつ狙ねらった事じ件けんが起こったばかりなのだから、今いま頃ごろ現場付近には警察と競きよう合りよくし厳げん戒かい態たい勢せいを敷しいているはずだ。

　だが、ここは竜宮会の事務所ではなく大薙のお屋敷である。

　まさか琴恵さんを疑うたがっているのだろうか……。

　少しだけ考えて、まさかと考えを振ふり払はらった。

　大薙家と辰宮家は僕の知る限かぎりでは友好な関係を続けているはずである。

　辰宮にとっては、詩葉に結けつ婚こんした直後に自殺され、面子メンツを潰つぶされた形になるのだが、それでも大薙と喧けん嘩かしたところで一ミリの得もない。

　琴恵さん側にとってもそれは同様だ。

　どういった契けい約やくが成されたのかなんて部外者の僕に知りえる事ではないけれど、詩葉の死は多少の混こん乱らんを呼よんだものの、問題の大きさに比ひして驚おどろくほど静かに処しよ理りされた。その後も、確かく執しつの話はついぞ耳にしていない。

　だが、それでも僕の知らないところで火種として残り続けてきたのだろうか。

　だとしたら良くない兆ちよう候こうなのだけど……。

　悶もん々もんと悩なやみながら土ど塀べい沿ぞいに道を進み、角へと差し掛かかった時だった。

　その先から誰かが走ってくる足音が聞こえて、僕は足を止めた。曲がり角で走ってきた相手にぶつかるなんて古い漫まん画がじゃあるまいし、まして時間帯が朝の登校時ではなく夜中では、真っ当且かつ素す敵てきなフラグは期待出来ない。

　往おう々おうにしてこういう時に訪おとずれる偶ぐう然ぜんは非ひ常じようにリスキーなものなのである。

　などと考えている間にも、相手は僕の前に、勢いきおい良く身を乗り出したのだった。

「って───ことりちゃん!?」

　角から飛び出してきたのは、暗いながらも見み間ま違ちがう事なき、ことりちゃんだった。

　いったいどうして彼女が、いやそれよりも妊にん婦ぷがこんな激はげしい運うん動どうして大丈夫なのか。

「おにーさん……どうして」

「いや、別に特別理由があったわけじゃないけど」

「そうですか。暇ひまなんですね」

「う～ん、なんでだろう。すっごく引ひっ叩ぱたきたい気分だよ」

　って、冷静に話している場合ではない。

　何な故ぜなら直ぐそこに竜宮会の人間が居いるのだ。幸いな事に周囲は暗く、彼らの位置からは僕の陰かげに隠かくれる形で顔も判はん然ぜんとしないだろうが、いったい何事かという興きよう味みを引いてしまった時点で十分に危き険けんだ。

　あまりダラダラと立ち止まっているわけにはいかない。彼らが顔の良く見えない女と捜そう索さくしている少女とを関連付ける前に立ち去らないと。

　だが、その判はん断だんは僅わずかに遅おそかったらしい。

「火事だあああああああっ！」

　遠くで誰かが叫さけんだ。若わかい男の声で、距きよ離りまでは分からないがよほど大声を張り上げたのだろう。車の音はもちろん虫の声さえ死んでいる静せい寂じやくの中で、その叫びは雷らい鳴めいのように力強く響ひびいたのだった。

　僕の位置からではいったいどこが燃もえているのか、どれくらいの炎ほのおなのかはまるで分からない。だが、その瞬しゆん間かん、僕の心しん臓ぞうは止まっていた。

　僅か零れいコンマの世界───しかし、ここにことりちゃんが居る事が僕の呼こ吸きゆうを止めていたのだ。

　瞬間的に振り返る。

　竜宮会の男だん性せいにも声は聞こえていたらしく、彼は驚おどろきの表情でこちらを見つめていた。

　いや、ことりちゃんを見つめていたのだ。彼にしてみれば先ほどまで目の前をノンビリ歩いていた僕は部外者であると分かる。だが、急に角から飛び出してきた『女』は十分に疑うたがわしく、顔を確かく認にんしようと目を凝こらすのは当然の反はん応のうである。

　そして幾いくら暗いにしても、疑いの眼めを避さけられるほどではない。

　素す早ばやく、少女の手を取る。

「ことりちゃん、走ってっ！」

　あぁ、だから言ったのだ。こんな時間帯の出会いは良くないって。

　フラグはフラグでも、死し亡ぼうフラグじゃないか。
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　人気の無い夜の町を女の子の手を握にぎりながら一心不ふ乱らんに走り抜ぬけていく。

　もしかしたら、この状じよう況きようを俯ふ瞰かんしたなら映画のワンシーンのようにドラマチックなのかもしれない。マフィアに追われる謎なぞのブロンド美女を守りながら激しいカーチェイスの果てに乱みだれ撃うつ銃じゆう撃げき戦せんという流れは、若じやつ干かん古ふる臭くさくはあるもののハリウッドらしいと言えばらしい。

　が、残念ながらここはハリウッドではなく日本の九州は福岡県であり、追ってくるのはマフィアでなくヤクザで、ブロンド美女は茶ちや髪ぱつの未成年であり、ついでに言うと僕は拳銃は勿もち論ろんの事、運転免めん許きよだって持っていない。

　なのでひた走る以外に術すべはなく、ゼェゼェと苦しい息を吐はき出していた。

「おにーさん、こっちっ！」

　少しでも距離を取ろうと直進しようとした僕を、ことりちゃんが止める。

　彼女が身体からだ全体で示しめしていたのは、住じゆう宅たくと住宅の間にある狭せまい路地だった。いや、路地というかむしろ壁かべと壁の間にある隙すき間まと言うべきなのだろうか。身体を横に向けなければ通れないほど狭くはないが、通路として使うには狭すぎる。

　なんとなく、猫ねこが好きそうな小道だと思った。

　そもそも区画整理されていない町まち並なみは、碁ご盤ばん状じように綺き麗れいに並んでいるわけではない。建けん造ぞうと破は壊かい、増ぞう築ちくに改築。新しん興こう住宅地とは異ことなり、それらが繰くり返されてきた古い町には、どうしてもデッドスペースが出来てしまうものだ。

　それらはただ通り過すぎるだけの人間の目には映うつらず、暮くらしている大人達でさえ意い識しきする事なく、ただ遊びに飢うえる子こ供どもだけが知る事の出来る秘ひ密みつの通路なのである。

「この辺りは、私の方が、詳くわしいですから」

　疲ひ労ろうに苛さいなまれながらも彼女はそう言って笑って見せた。

　僕よりもよほど度ど胸きようがあるのか、それとも彼女は最初からこうなる事を知っていたのか。

　どちらかは分からないが、少なくともここで彼女に従したがわない理由はミクロン単位で存そん在ざいしない。今度は逆ぎやくに手を引かれる形で、その隙間へと身体を滑すべり込ませる。

　肩かたをぶつけるほど狭くは無いとはいえ、走る事が出来るほどのスペースも無い。地面中央には排はい水すい溝こうが走っていて、左右には雨どいから降おりてくるパイプやガスメーター、更さらにエアコンの室外機などが置かれ、それら障しよう害がい物ぶつを避よけながら進む必要があった。

　いつ竜宮会の連中が追いついてくるかと戦せん々せん恐きよう々きようとする僕は、そのもどかしさに発はつ狂きようしそうになりながらも、信じて進んでいく。

　その途と中ちゆうで、背はい後ごを勢いきおい良く通り抜ぬけていく足音が聞こえた。

　こんな正月の夜中に町中を全力疾しつ走そうするのは犯はん罪ざい者しやか犯罪者予よ備び軍ぐんのどちらかと相場が決まっていて、今のは恐らく後者だろう。もちろん、その場合の被ひ害がい者しやは僕らである。

「通り過ぎてくれたみたいだね」

「みたいですね……このまま、また別の抜け道を使って逃にげましょう」

　お任まかせします。

　僕はようやく落ち着いてきた呼こ吸きゆうのままにそう呟つぶやいた。

「まったく、まさかヤクザ屋さんに追いかけられる日が来るなんて、人生ってのは何が起こるか分からないものだね」

「ですね。困こまったものです」

「いや……現げん在ざい進行形で困ってる原げん因いんが言うかな、そういう事」

「え？　もしかしてそれって私の事ですか？」

「……他に誰が居いるのか、是ぜ非ひともご教きよう授じゆくださいませ」

　するとことりちゃんは、ピッと人差し指で右手前方に見える室外機の上を指し示しめした。

　でっぷりと太った猫がふてぶてしい顔でこちらを見つめていた。

「なるほど、猫なら仕方がない」

「でしょう？　まったく、困った生き物です」

　逃げも隠かくれもせず、むしろ迷めい惑わく顔がおで睨にらみつけてくる彼か彼女かに一言謝あやまって、小道の端はしから顔を出す。ことりちゃんと一いつ緒しよに慎しん重ちように左右を確かく認にんし、飛び出した。

　竜宮会は僕がこちらに居た頃ころは、総そう数すう三十名弱の組そ織しきだった。もちろん正式に所しよ属ぞくしている者の数であり、実じつ際さいに彼らが手て駒ごまとして使える下っ端ぱはもっと沢たく山さん居るだろう。

　だが、大薙の屋や敷しき周辺にはごく少数しか配置していなかったらしい。

　彼らが全力で捜そう索さくに動いていたら、今頃この付近は大おお騒さわぎになっているはずだが、今のところ町は静かだ。まだ幾いくらかカーテン越ごしの光は見られるものの、大半の住民は眠ねむりに落ちていて、家々からは物音一つ聞こえてこない。もちろん、駆かけて来る誰かの足音もだ。

　その事に、幾分か安あん堵どする。

　なんとか無事に逃げ延のびられそうだ。

　ことりちゃんは幾つかの角を曲がり、やがてまた先ほどと同じような小道へと入った。さっきよりは若干狭く、男の僕にはかなり通り辛づらかったが何とか付いて行く。

「この方向、って事は駅の方に出るの？」

「もう終電は行っちゃったでしょうけど、タクシーは居るはずですから」

「それで町を出るってわけか。けど、お金大だい丈じよう夫ぶ？」

　ホテルまで戻もどるにしてもここからでは結けつ構こうな距きよ離りがある。ことりちゃんの年ねん齢れいや妊にん娠しんしている事、ダーリンさんの年齢と職しよく業ぎようを考えると決して裕ゆう福ふくとは思えない。

　まして、これから沢山お金が掛かかるのだ。こんなところで無む駄だ金を使う必要もないだろう。

「方ほう針しんを変えよう。とりあえず、何ど処こかで朝まで隠かくれてさえいれば良いんだ」

「まさか野宿ですか？　死んじゃいますよ」

「いやいや、そうじゃなくて。手近な距きよ離りに無料の宿しゆく泊はく施し設せつがあるって事」

　生あい憎にくながらベッドは硬かたく清せい潔けつではないし、狭せまくて物がごちゃごちゃしたロマンチックな雰ふん囲い気きからは程ほど遠とおいけれど、安全である事は保ほ証しよう出来る。

　どうかな、と誘さそう僕ぼくに彼女は少し困こまったような顔をしたが、結局頷うなずいた。
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「適てき当とうに座すわってて。今、温かいお茶淹いれてくるから」

「……おかまいなく」

　借りてきた猫ねこのように大人しいことりちゃんが面おも白しろく、見えないように笑いながらキッチンへと向かった。

　食器棚だなから湯のみと急きゆう須すを取り出す。茶葉はどこにあるのかといえば、冷れい蔵ぞう庫この中だ。ここの支し配はい者しやはありとあらゆるものを冷蔵庫に放ほうり込こむ悪あく癖へきがあり、内部は常つねに混こん沌とんとしている。

　勝手知ったるも、当然。

　ここは我わが家なのだから。

　竜宮会は僕の存そん在ざいを知らない。今回の事でことりちゃんに協力する男が居ると知られてしまっただろうが、それが僕だと調べ上げるのにはかなりの時間を要するだろう。当然、我が家がマークされているはずもなく、むしろ町から逃げ出すだろうと考えている彼らの裏うらを掻かく事が出来るわけだ。

　お茶を持って、部屋へと戻る。

「はい、どうぞ」

「ありがとう、ございます」

「どうしたの？　なんだか大人しいけど……自分の家みたいに思ってくれて良いんだよ」

「いえ、それはありがたいのですが、なんだか凄すごく迷めい惑わくを掛けちゃったみたいで」

　迷惑なんて、もうこれ以上ないほど掛けられまくっているのだから、何を今いま更さらだ。

　むしろ、こうして眼めの届とどく距きよ離りに居てくれる方が、ずっと安心出来る。

「でも、この町で竜宮会に眼をつけられたら。ご両親が……」

「連中はまだ僕の事を知らない。そして、ここに帰ってくる姿すがたも見られてない。ならジッとしてる限かぎりは大だい丈じよう夫ぶだよ」

　確たしかに家族を巻まき込む事は避さけなければならない。平へい凡ぼんで平へい穏おんな両親が、先ほどの僕のようにヤクザに追いかけられる姿なんて死んでも見たくない。まして、この町の住人なら誰だれだって彼らと大薙家が繋つながっている事を知っているのだ。誰に命令されなくても、自然と友人知人が離はなれ村八分へと至るだろう。

　詩葉もずっとその事を気にしていた。クラスメイトと楽しく笑い合いながら、ずっと笑い合っているしかなかった。

『ボクは迂う闊かつに口くち喧げん嘩かも出来ないんだよ。ちょっと嫌いやな事があっても、それを口にしちゃ駄だ目めなんだ』

　考え過すぎだと思う。だが、考え過ぎなければならない立場だったのだ。

「まぁ、僕らは考え過ぎる必要もないさ。今はこうして無事の生せい還かんを喜び祝おうではありませんか」

　残念ながら、お茶しかないけど。

「……ハァ」

「だから、気にし過ぎだって。大丈夫だから」

「いえ、その件けんは分かりました。それとは別に、ちょっと困ったなって」

「別って、他に気がかりがあるの？」

「ダーリン以外の男だん性せいの家に一人で上がってしまいました。駄だ目めって言われてるのに、凄すごく怒おこるだろうと思います。きっとバレたら殺されちゃいますよ」

「そりゃまた過か激げきな……って、待った。もしかしてダーリンさんは暴ぼう力りよくを振ふるう人なの？」

「いえ、殺されるのはおにーさんです」

「…………」

　と、とりあえずことりちゃんが対象でない事に安心しておこう。

「それにもう一つ、気になる事が」

「まだあるのっ!?」

「おにーさん……妙みように慣なれてません？」

「慣れてって、何が？」

「女性を家に上げるのが、ですよ。おにーさんの事だからきっと勢いきおいで言ったは良いものの、実じつ際さい部屋に二人きりになると急に意い識しきしちゃってドギマギとうろたえるとばかり思っていたのに」

　ことりちゃんの中にある僕像ぞうについて、ちょっと語り合ってみたいな。

「おにーさん、大阪でどんな生活をしているんですか？　まさか一人暮ぐらしなのを良い事に、毎日女を連れ込んでるんじゃないでしょうね」

「そんな馬ば鹿かな……あれ？」

　大阪での自分の暮らしを思い返してみて、否ひ定ていの言葉は止まった。

　なにせ、一人暮らしなのを良い事に、毎日女の子を連れ込んじゃってたのだから。

「いや、違ちがう違う。あれは違うから」

「ちょっと！　本当に連れ込んでたんですかっ!?」

「違うって！　ことりちゃんの考えてるのとは全然別だから！」

「別って何ですか！　女を家に連れ込むのに、他にどんな理由があるんですか！」

「だ～か～ら～！」

　激げつ昂こうし詰つめ寄よることりちゃんを前に、頭を抱かかえたその時だった。

　ガラリと襖ふすまが開き、偶ぐう然ぜん起きて来たのか、それとも声で起こしてしまったのか、母さんが不ふ機き嫌げんそうな顔で立っていた。

「アンタね、いったい何時だと思ってるの。ご近所迷めい惑わくで────」

　お叱しかりの言葉は最後まで続かなかった。

　ことりちゃんの存そん在ざいに気付いたからだった。

　沈ちん黙もくが三者を包み込む。やがて母上様の口から出た言葉は、

「……アンタ、ちゃんとゴムすんのよ」

「違ぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁうっ！」

　他にもっと言う事があるだろうに、ってか今のが親の言う台詞せりふか!?

　そんな僕の渾こん身しんのツッコミは、速すみやかに閉とじられた襖によって弾はじき返されてしまった。

　なんだか凄すごい誤ご解かいをされてしまったようだ。正月から女を引っ掛かけて家に連れ込むような男と思われた事だろう。

　それでも、母さんの登場は場の空気を変えてくれた。

　ことりちゃんもすっかり毒気を抜ぬかれた様子だ。

「……今日はもう寝ねよう。色々と疲つかれたよ」

「……そうですね」

　ベッドはことりちゃんに譲ゆずり、僕は来客用の布団ふとんを床ゆかに敷しいた。エアコンの切りタイマーをセットし、電気を消して倒たおれこむ。今日は一日、色々ありすぎた。昨日の睡すい眠みん不足もあって、直すぐに眠ねむりに落ちるだろう。

「おにーさんの匂においがします」

　暗くら闇やみの中、ことりちゃんの声が聞こえる。

「臭くさかったらごめん」

「そうですね。ちょっと加か齢れい臭しゆうが……って嘘うそですよ。なんだかとっても安心する匂いです。日ひ向なたみたいに優やさしくて」

　それは単たん純じゆんに干ほした匂いなのではないだろうか。

「ねぇ、おにーさん。家に連れ込んでる女って────」

「まだその話題を続けるのっ!?」

「違いますよ。その相手って、もしかしたらあの女の子なんじゃないですか？　確たしか、志乃って呼よんでた黒くてすっごい長い髪かみの子」

「……どうして」

「なんとなく、としか。ただ、おにーさん気付いてますか？　あの子、お姉ちゃんに似にてるんですよ」

　詩葉に……？

　志乃ちゃんの顔を思い出し、それに詩葉の影かげを合わせてみる。だが、類るい似じする箇か所しよは一つも見つけられなかった。当然、性せい格かく面めんはわざわざ比くらべる必要さえない。

「確かに暗くて全然違いますけど、やっぱり似てます。お姉ちゃんと同じ眼でおにーさんを見てました。だから私、あの子の事、嫌きらいじゃないです」

「そっか。それは良かった」

「それにほら、なんだかおにーさんとお姉ちゃんの子こ供どもみたいですよね。三人並ならんでる姿すがたを想そう像ぞうしたら、結けつ構こうお似合いっぽいです」

　隣となりに詩葉が居いて、真ん中には志乃ちゃんが居る。

　そんな風景を、僕はどうしても想像する事が出来なかった。だいたい、志乃ちゃんが自分の子供って……そりゃ仮かりの保ほ護ご者しやではあるけど、せいぜい妹だろう。あんな大きな子供がいるような歳としではない。

「へっくしゅんっ！」

「うわっ！　誰かに噂うわさされましたか？」

「普ふ通つうこういう時って、寒いんですかって聞いてくれるものじゃないかな？」

　ヌクヌクとベッドを占せん領りようし床で寝る相手を見下ろしながら言う事じゃないだろう。

　まぁ、エアコンの利きいた室内はさほど寒くはないし布団も温かいんだけど。

　にしても、噂は怖こわいなぁ。どうせ相手は分かっているし、良い内ない容ようでもないだろう。

　容よう赦しやの欠片かけらもない三人組の姿を思い浮うかべ、陰いん鬱うつな気分になる。キララ先せん輩ぱいと真白ちゃんはもうどうしようもないにしても、志乃ちゃんが気がかりだ。最近、どんどん言葉が厳きびしくなっている気がする。あの二人に更さらに毒されないものか、心配だ。

　ま、こんなところで心配していたって仕方がないんだろうけれどね。

「志乃ちゃんはさ、両親が仕事で忙いそがしくて、ずっと小さい頃ころから僕の家で預あずかってたんだ。当人はちょ～っと変わった子だから全然気にしてないんだけど、やっぱり周りは気にするものでしょう？　だから大阪に戻もどってからも、やっぱり一人きりな彼女を見つけて、気になっちゃってさ」

「放ほうっておけなくて家に連れ込んだわけですか」

「その連れ込んだって言い方止やめない？　ってか、お願いですから止めて下さい」

　小学五年生を連れ込むって、事じ情じようを知らない人に聞かれたら通つう報ほう確かく実じつだろう。

「非ひ常じように健全な気持ちなんだからね。子供には───子供だけじゃなくて大人もだけど、家族が必要なんだと思う。僕は彼女の家族になりたいんだ」

「……おにーさんってロリコンなんですね」

「言うと思ったよ。絶ぜつ対たい言うと思ってた」

　男女の場合、家族になると言えば普ふ通つうは結けつ婚こんを意味する。ことりちゃんのように素す敵てきなパートナーと出会い、愛を育はぐくみ、結婚する。それが一いつ般ぱん的な意味での家族だ。

　だが、もう一つ。それ以外に『家族』がある事を僕は知っていた。

「詩葉が昔、言ってたよ。家族が欲ほしいって」

「お姉ちゃんが……？」

「これは別に、ことりちゃんや琴恵さんが要いらないって意味じゃなくて、彼女はもっと大きなものを求めてた」

「まさか大家族スペシャルに登場するみたいなのですか？」

　それはかつての僕と全く同じ質しつ問もんだった。

　詩葉はそれを笑って否ひ定ていした。

『違ちがうよ。人数の事じゃないんだ。ボクの言う大きさっていうのはさ、空間や規き模ぼの事じゃない。もっとこう、心で感じるものなんだよ。子供は沢たく山さんじゃなくて良い。一人でも十分。家も大きくなくて良い。真っ白な屋根で庭付きなんて必要なし。お金持ちじゃなくても良い。共働きは今時基き本ほんだしね。だから、そういうのじゃなくて、ただ、そこに居ればそれだけで皆みなが満たされる……みたいな』

「具体的にどうすればそれを得られるのかは分からない。というか、凄すごく漠ばく然ぜんとした形なんだよね」

「お姉ちゃんはよく、そういう漠然とした話をしましたから」

「うん。だけど、実は凄く最近になってからなんだけど、もしかしたら僕ぼくらはもうとっくの昔にそれを手にしていたんじゃないかって思うんだ。いや、それの原形というか種子みたいなものなのかもしれないけど」

　漠然とした話は漠然としか語れない。

　無理に言葉に直せば、端はしからどんどんと崩くずれさり、後に残るものは良く似た形をした別のものだけで、そこにはもう意味がない。眼めには見えないものを伝える最さい適てきな方法は、結局のところ無数の手順を踏ふみながら、それを感じてもらうしかないのだ。

「良く分かりませんけど……そんな風に思ってくれるおにーさんが傍そばに居てくれるんなら、きっとあの子も幸せですね」

「そうであって欲しいと思うけどね。でも、難むずかしいかもしれない。ほら、だって……色々とあるしさ。だから僕としては、出来ればことりちゃんにこそ、詩葉が求めた『家族』ってやつを手に入れて欲しいんだよ」

　これからダーリンさんと一いつ緒しよになって、お腹なかの子こ供どもを産んで。

　それは小さくて弱いながらも輝かがやかしい希望を抱いだいた家族の形だ。

　子供は沢山じゃなくても良い。

　家が狭せまくたって構かまわない。

　贅ぜい沢たくをする必要だってない。

「そうだとしても、とても大きな家族のあり方を、君に知って欲しい。詩葉はそれをずっと、君に知って欲しかったんだと思う」

「おにーさん……まさか」

　言葉はそこで尽つきた。後にはエアコンの音だけが響ひびき、僕らの会話はそれで終わりだった。

　静かに眠ねむりに落ちていく。明日が良い日であるように、願いながら。
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　支倉志乃は空を見上げていた。周囲が明るい所せ為いもあって星は少なく、月だけが気だるげに輝いている。深い色をした群ぐん青じようの天てん蓋がいに電球をぶら下げれば、これと同じ空を再さい現げん出来るだろう。

　見上げる価か値ちはない。ただ、見下ろす価値の方がもっとないだけで。

　大地には人が溢あふれていた。正月二日目の真夜中にも拘かかわらず、ある者は忙せわしなく行き交い、ある者は口と眼だけをやはり忙しなく動かしていた。無数の赤色灯が悪あく辣らつなほどに夜よ闇やみを切り取り、排はい気きガスの匂においが何い時つまで経たっても消えない。

「どうも庭に火か炎えん瓶びんが放り込こまれたみたいやな。建物への被ひ害がいはないようやけど、こりゃ一大事やで」

「竜宮会の次は大薙家ですか。予想通りでしたね」

　志乃が居いる場所は大薙家の屋や敷しき前だった。詩葉の手紙から更さらなる事じ件けんを予測した彼女達は、最有力候こう補ほであったこの場所へとやって来ていたのだ。

　流石さすがは地元の名家という事もあり、深夜であるというのに騒さわぎの規模は竜宮会のものとは比くらべ物にならない。立て続けに起こったからこそ、という事もあるのだろうが、動員されている警けい官かんの数も野や次じ馬うまも倍以上だろう。

　だが、こういった場合の人数の多さは、混こん乱らんに拍はく車しやを掛かけるだけで意味がない。

　ここには一いつ切さいの正せい確かくな情じよう報ほうはなく、故ゆえに志乃にとって何の価か値ちもなかった。

「目もく撃げき情報はどうです？　まともなのはありました？」

「てんやわんやで、どうしようもないけど、真夜中に男二人が走って行くんを見たってのが幾いくつか出てきた」

「たぶん竜宮会でしょうね。彼らが犯はん人にんなのでしょうか」

「いや、違ちがうな。それ以外に男女二人組みがコソコソと隠かくれるようにしとったってのがあったし、きっと目撃された奴やつらは追いかけとったんや」

　真白が「どうやら当たりのようですね」と喜ぶ声を聞きながら、志乃は考える。

　確かに『当たり』だろう。夜道を歩く男女二人組みの存そん在ざいは別べつ段だん不ふ審しんではないが、隠れるようにしていたのなら話は別だ。そして、そんな事をする理由は一つしかない。

「この放火に関係しているのでしょう。恐おそらくことりさんが火を放ったんだと思います。そして、あの人はそれを見つけ、竜宮会に捕つかまらないよう一いつ緒しよに逃にげた、と」

「まだそこまでハッキリとは分からんけどな」

　キララはそう言うが、彼女を始め三人とも『彼』が犯人だとは考えていない。

　重じゆう犯はん罪ざいと呼よばれるもののなかで放火のハードルは異い様ように低い。性別や年ねん齢れい、肉体的な優ゆう劣れつに左右される事がなく、必要な道具は誰だれもが手に出来る場所にあり、視し覚かく的な痛いたみを共感する必要もなく、むしろ燃もえ盛さかる炎ほのおと群むれる人々の姿すがたから祭りのような昂こう揚ようを覚える。

　最近の建けん築ちく物ぶつは非ひ常じように燃え辛づらく造つくられているが、それでも容易たやすく財ざい産さんを破は壊かいし人の命を奪うばってしまう犯罪である。にも拘らず、殺人強ごう盗とう強ごう姦かん誘ゆう拐かい、それらに比くらべてあまりにも簡かん単たん過すぎるのだ。

　故ゆえに誰にでもその可か能のう性せいはあるが、それでも『彼』ではあり得ないと考えていた。

　そのような大それた事を出来る人間ではない。また、それを知りながら放置する事も出来ない。真白の語った仮か説せつに行き着くのは必然的であった。

　だが、志乃には若じやつ干かん気になる事があった。

　この放火がことりの手によるものである事はほぼ間違いないと考えられる。

「……だとしたら、何な故ぜこんなにも早かったのか」

　竜宮会の事じ務む所しよへの放火は午前零時を回ってからだった。正せい確かくな時間は分からないが、取り押おさえた男の口からは午前三時半前後だったと聞いている。

　それを知っていたからこそ、志乃達は日付が変わってからやって来たのだ。

　しかし、今回はまだ日付が変わらない時間だった。

「ん？　別に不思議ではないやろ。同じ時間を狙ねらったら警けい戒かいされるやろうし、裏うらを掻かく意味で早めたんとちゃうか？」

「どうでしょう？　どうせ警戒されていた事に変わりはありませんし、あまり意味がないような気もしますが」

「……反対に考えてみる。何故竜宮会の時は遅おそかったのか」

　今回の放火が早かった理由はキララの言う通りだとして、それを反転させた場合、ある種の疑ぎ問もんが発生してしまう。

　ことりは何故、午前三時半という遅い時間に決行したのか、だ。

　今回は二回目であり警戒されていた。だが一回目は無警戒であり、彼女には自由に時間を選せん択たくする機会が与あたえられていたのである。だというのに敢あえて遅い時間を選ぶ必要があったのだろうか。

　ことりはその立場上、竜宮会や大薙家の息の掛かかった土地には泊とまれない。恐おそらく何かしらの交通機関を要する遠方のホテルに居るはずだ。

　志乃はそう考えており、それは間違いなく事実と等しかった。

　ならばなお更さら、交通機関が生きている時間帯に犯行に及およぶべきなのではないだろうか。

「そりゃまぁ……その通りやけど。でも、竜宮会の事じ務む所しよは繁はん華か街がいの近くにあるんやで。住宅街と違って終電までは店は起きとる。午前零時を回らんとどうしようもなかったんとちゃうか？」

「……そうかもしれない。ただ、ごく少量の灯油を撒まいて火をつけるという一件けん目の犯行に比くらべ、二件目は火炎瓶を放り込むという乱らん暴ぼうで制せい御ぎよの難むずかしい形に変わっている。これは、模も倣ほう犯はんに見られる特とく徴ちようです」

　オリジナルに対して、コピーは乱暴且かつ乱らん雑ざつになる。これは一いつ般ぱん的な模倣犯の姿だ。

　彼らはコピーであり、だからこそ模も造ぞう品ひんであると知られる事を何よりも恐れる。オリジナルを正確に模倣しさえすれば良いものを、彼らの心理はそれを許さない。他の誰よりも自分自身が『自分はオリジナルではない』事を知っているからこそ、自じ己こ主しゆ張ちようをせずにはいられない。

　自分はオリジナルだ、と叫さけばずにはいられないのだ。

　だから、犯行はより顕けん示じ的になり、度を超こえた無理を通すようになる。

　オリジナル以上にオリジナルであろうとするために。

「つまり、一件目の放火は別人によるものだと？」

「……分からない。ただ、その可か能のう性せいを今は捨すてるべきではない」

「ですがそうなると、大薙琴恵さんの手によるものとなってしまいますが……考え難がたいですね。彼女にそんな事をする理由が？」

「あるいは逆ぎやくかもしれない」

「一件目こそが大薙ことりで、今回が母親って事か。なるほど、コピーがオリジナルを飲み込んで消し去ろうとしたって可能性はあるかもしれんな」

「それは好意的過すぎるでしょう。もしかしたら、自分達も被ひ害がい者しやであると彼女に全すべての責せき任にんを押し付けるつもりなのかもしれません」

　どちらも考えられる。ことりが竜宮会に火を放ったと考えた琴恵が、娘むすめを容よう疑ぎ者しやから外すために自分の家に火を放った。この場合、琴恵にとってことりの存在は予想外だったろう。ことりが来る前に終わらせようと早い時間を選んだというのに、彼女は現あらわれてしまい、結局容疑者になってしまったのだから。

　対して、勘かん当どうしたとはいえ娘である事に変わりはなく、放火の責任の一いつ端たんを追つい及きゆうされる立場にある琴恵が、自分達も同じように狙ねらわれた被害者であり、共通の敵てきである事を示しめすために自作自じ演えんしたのかもしれない。この場合、周囲を監かん視ししている竜宮会の人間にことりを確かく認にんさせる必要があり、現げん状じようはまさに大成功だ。

　ただし、彼女の現げん在ざい位置を常つねに把は握あくし、竜宮会に発見させながらも捕とらえられないよう気をつけ、尚なおかつ放火したと思わせるだけの空白──竜宮会の人間の目の前に居いる時に火を放っても意味はない──を作らなければならないという、非ひ常じようにシビアな策さくである。

「どちらにしても、たぶん私達は推すい測そくする以外に術すべはない」

　恐らく、自分達は重要な何かを見み逃のがしているのだ。

　盤ばん上じようはどのようにでも収おさまるよう整せい頓とんされているにも拘らず、ぽっかりと一つだけ大きな穴あなが開いている。今にも全すべてが収しゆう束そくしそうなほどなのに、その存在が邪じや魔まをしている。

「本人から直ちよく接せつ確認出来たら楽やねんけどなぁ」

「そう言えば、二人は無事に逃にげられたのでしょうか？」

「少なくとも捕つかまったとかいう話は聞いとらんな。携けい帯たいで確認してみても良いんやけど……関わらんって言った手前、それも難むずかしいし」

　携帯は便利だが、こういった時に苦しい。

　連れん絡らくを取ろうと思えば今すぐにでも可能だというのに、それを選ぶ事が出来ない時、襲おそい掛かるもどかしさは携帯を持たない者と比ひ較かくにならない。

　キララは幾いく度どとなく携帯を取り出しながら、そんな感かん情じように耐たえていた。

　そのような落ち着きのなさを責せめる者はここには居ない。

「……たぶん大だい丈じよう夫ぶだと思う。『彼』の思考が正せい常じように機き能のうしていれば、最も安全な選せん択たくが出来るはずだから」

「いや、でもアイツの性能はバラツキが酷ひどいで？」

「ですが今回は妙みように高性能のようですし、案外期待出来るかもしれません」

「あれは高性能というより、単に他に考えが回っていないだけだと思う」

「それが良いんじゃないですか。あの人は状じよう況きように振ふり回されている時が一番輝かがやいていますよ」

「せやなぁ、基き本ほん的に余よ計けいな事を考え過ぎやから、そんな暇ひまもないほど追い詰つめられた方が、確たしかに良い動きするわ」

　本人の居ないところでサラッと酷い事を話す少女達である。

「ま、無事やと考えよう。ウチらはウチらのやるべき事をやるだけや」

「ですね。結果的に詩葉さんの予知が当たる形になってしまったわけですし」

「今度のはどないなトリックや？」

「時期と方法が特定されていません。ことりさんがこの地へ戻っている事が知れた時点で緊きん張ちよう状じよう態たいは作られています。その上で竜宮会の放火があれば、何らかの形で更なる混こん乱らんが生み出されるだろう事は容よう易いに想そう像ぞうがつくでしょう。むしろ、あの一件けんだけで収束する可能性の方が少なかったはずです」

　詩葉の結けつ婚こんにより繋つながりを持った両家は、彼女の死によってそれを失ったわけではないが、不確かなものになった事は間ま違ちがいないだろう。言うなれば成立した後に契けい約やく書しよを紛ふん失しつしたのだ。

　拘こう束そく力りよくを失った契約は何い時ついかなる時、反ほ故ごにされるか分からない。

　そんな恐きよう怖ふをどちらも抱いだきながら、相そう互ご利り益えきのために今となってはただの口約束となった協力関係を守り続けているのである。

　そんな彼らにとってことりの存そん在ざいはどれ程ほど危き険けんだっただろうか。彼女は定められたシステムを破は綻たんさせるウィルスであり、一度火がつけば瞬またたく間に何もかもを破は壊かいしてしまう爆ばく弾だんだった。

　これは現在からの視し点てんではあるが、過か去こからの視点でも同様の現象を観かん測そくする事が出来るだろう。

「せやけど、何で大薙詩葉は妹がここに居いる事を知っとるんや？　もし彼女が居おらんかったら、最初の放火はヤクザ同士の勢せい力りよく争いとか、そういう話で終わってたやろうし」

「簡単な事です。最初から全部知っていたんですよ。支倉さんが見たという手紙と同じで、詩葉さんはことりさんにも手紙を送っていたのです。そこには正月に会いに来るように、と。もしかしたらもっと具体的な内ない容ようだったのかもしれません。彼女は妹がそれに従したがう事を知っていた。だから現状を予測する事が出来たんです」

「それやとまるで、全部が全部、大薙詩葉の策さく略りやくみたいやな」

「何を今更。彼女は最初からそう宣せん言げんしているではありませんか。まさか手紙に書かれていた挑ちよう戦せんが、彼女の死を肯こう定ていするか否いなかだと考えているわけではありませんよね？　そんなの馬ば鹿かげた事です。そんなのはゲームにはなりません」

「じゃあ、何なんや？」

「妨ぼう害がいするかどうか、ですよ。最小規き模ぼの予知能力である占うらないがそうですね。多くの場合、それはわたし達の行動によって覆くつがえす事が出来ます。ラッキーカラーやアイテムを身につけたり、あるいは原げん価か数千円の壺つぼを百万円で買ったり。少なくとも不幸な未来を回かい避ひする機会が与あたえられるものです」

　それらは単に予知が外れた場合の保ほ険けんである。自らの発言が外れた際さいに、能力に疑ぎ問もんを抱いだかれないよう予あらかじめ用意しておく言い逃のがれだ。その意味で、特に詐さ欺ぎ行こう為いに利用する者達は本当に予知能力者と言えるのかもしれない。

　なにせ、自分の予知が外れる事を『予め知っている』のだから。

「わたし達は彼女の予知を覆す事が出来ます。それは非ひ常じように容易たやすい事です。それが分かっていての挑戦なんですよ。要は、妨害せずに最後まで見み届とどけて欲ほしいんだと思います。最後までそうしていられるか、試ためしているんだと思います」

「なんでそんな事をするんや？　何の意味もないような気がするんやけど」

「それはまだ分かりませんが────」

「……くちっ」

　小さな、言葉ではなく、音だった。

　だが、それは耳にした者を虜とりこにするように甘あまい、可愛かわいらしいものだった。

「し、シノシノ……それは、もしかしてくしゃみなんか？」

　何な故ぜか恐おそれるように躊躇ためらうキララに対し、志乃は否ひ定ていも肯こう定ていもしない。何事もなかったかのように佇たたずんでいる。その姿すがたは会話に参加しようという意思はまるで感じられない。

「なぁ、こないに可愛いくしゃみって有りなんか？」

「反はん則そくです。ＴＰＯに反しています。くしゃみが可愛いなんてあり得ません」

　ヒソヒソと話し合う二人を無視しながら、志乃は思う。

　くしゃみはただの生理現げん象しようだ。思った以上に身体からだが冷えてしまっただけで、それを知らせる肉体の合図に過すぎない。それ以上ではあり得ない。

　彼女はそれをちゃんと理り解かいしている。

　理解しているが、同時に別の意味を持つ事も知っていた。

　くしゃみは、噂うわさという形で誰かと繋つながるものでもあるのだと。

　ただの空想、妄もう想そうと切り捨てる事はきっと容易い。

　かつての彼女なら、そうしていただろう。

　だが、今は違った。その向こう側に『彼』の存そん在ざいを感じたのだ。

　そもそも彼女にとって会えない事、隣となりに居ない事は苦ではない。無む限げんの距きよ離りと永えい遠えんの時間を離はなれようとも、人は全すべて彼女の内側に存在しているのだから。感じる必要はない。ただ、知っているのである。

　しかし彼女はその時、ありもしない繋がりに喜びを感じていたのである。

　それが何を意味するのか、本人さえ分かってはいないだろう。自分の中にある大切なシステムが既すでに崩ほう壊かいしかかっている事実を、そうであるが故ゆえに彼女は気付けない。そして彼女に気付けないのならば、キララにも真白にも、『彼』にさえも不ふ可か能のうだ。

　この時点でもしそれに気付ける者がいたとしたら、それは志乃にとって『対つい』となる存在だけ。

　何も知らないまま、志乃はまた空を見上げていた。

　雲以外に動きのないその群ぐん青じようの天てん蓋がいに、月は何時までも浮うかんでいる。

　早く沈しずめば良い。志乃はそう思う。

　そうすれば、全てが終わる朝が来るだろう。

　そうすれば───共に帰る事が出来るだろう。
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　夜が明けて、朝が来る。

　これまでいったいどれだけの回数繰くり返されてきたのだろうか。地球の年ねん齢れいも、人類が生まれてからの年月も分かっているのだから、計算する事は可能なのだろうけれど、わざわざ調べてみたいとは思わない。

　それくらい続けられてきた事なのだから、人間の短い一生の中で変化を求めるのは無理がある。そう分かっていても、やはり求めてしまう。

　いや……変化はあった。ベッドに眠ねむっているはずの少女の姿すがたが欠けていたのだ。

　まだ眠たい眼めを擦こすりながら部屋を出ると、ダイニングに父さんが居いた。炬こ燵たつに入り、テレビを点けっ放しにして新聞を読んでいる。テレビ画面の隅すみに表ひよう示じされている時じ刻こくは午前八時三十二分。初日の睡すい眠みん不足を補おぎなうように、長い眠りだった。

「おはよう」

「あ、うん。おはよ。……えっと、一人？」

「母さんはデパートの初売りに出たぞ」

「荷物持ち、しなくて良いんだ？」

「あそこは女の戦場だ。男は役に立たないどころか邪じや魔まなだけだそうだ」

　バーゲンとか大安売りの場での女じよ性せいの力は男のそれを遥はるかに凌りよう駕がしている。女の人が繊せん細さいでか弱いものだと思っている人は、是ぜ非ひ一度その場に足を踏ふみ入れていただきたい。貴方あなたの幻げん想そうを木こっ端ぱ微み塵じんに破は壊かいする現実を眼にする事が出来るだろう。

「母さん以外には？　僕ぼくの知り合いなんだけど、女の子が居たはずなんだけど」

「…………」

　父さんは無言のまま視し線せんだけで炬燵の上を示した。

　そこには、ラップされたベーコンエッグがあった。母さんが用意してくれた朝食かとも思ったが、隣となりに置かれている手紙がそれを否定している。我わが母上様なら、書置きなんて無む駄だなものは絶ぜつ対たいに残さないだろうから。

『おにーさんへ

　泊とめてくれてありがとう。これ以上迷めい惑わくかけるわけにもいかないので、早めに出る事にしました。私なりに考えてみたい事もあったし。実は、おにーさんが寝ねた後も色々と考えていたんです。それで、ちょっと気になった事があって。もしかしたら、犯はん人にんが分かってしまったかもしれません。でも、それをどうしたら良いのか分からないから……考える時間を貰もらいます。

　もし、おにーさんが望むのなら、何い時つもの場所で会いましょう。午後三時になったら、私は帰ります。見送りは必要ありません。おにーさんと色々お話を出来ただけで十分です。そして帰ったら、全部なかった事にしましょう。

　最後に、朝ごはん作っておきました。もちろん許きよ可かは貰ってます。おばさんも美お味いしそうだって言ってくれました。たっぷり堪たん能のうしてください』

　書置きを読み終えて、僕は用意された食事へと眼を落とした。

　なるほど、形は上出来だ。だがラップを剥はがし一口含ふくんで、彼女が詩葉の妹である事実を痛つう感かんした。姉ほど致ち命めい的ではないし、飲み込こめないほど悪あく質しつでもない。しかし、ベーコンエッグをここまで不ま味ずく作るにはある種の才さい能のうが必要である事に変わりはない。

　これにダーリンさんは百億個こ星をつけたのか……。

　バカップル脳のうというのは実に恐おそろしいものである。

　けど───ことりちゃん。嬉うれしかったでしょう？

　誉ほめられて、喜ばれて、嬉しかっただろう？

　それを知っているからダーリンさんは百億個も星をつけたんだ。僕だって君が喜ぶのなら、一個くらい星を上げても構かまわない。そしてそれは、もっと沢たく山さんの人にとっても同じなんだよ。

　ことりちゃんは言う。

　全部なかった事にしよう、と。

　でもそんな事はさせない。過か去この四年間も、短い三日間も、彼女が過すごしてきた生しよう涯がいも、全部が全部なかった事になんてさせない。

「父さんはさ……えっと、人生の先達として聞かせて欲ほしいんだけど、何かこう、凄すごく抑おさえられない感かん情じように突つき動かされそうになった事ってない？」

「……ある」

「例えばそれが、人間関係とかで？」

「そうだな。生きていればそういう事もある」

「じゃあ、そういう時。父さんならどうやってそれを解かい決けつする？」

「そうだな……目を閉じて深く息を吐はく。そしたら瞼まぶたの裏側に誰かが映る。それが一番大切なものだ。それが分かれば、頑がん張ばれる」

「一番大切なもの……」

「俺おれの場合、お前を抱だいた母さんだった」

　愛すべき保ほ護ご者しや様さまは、それだけ言って口を噤つぐんだ。

　たぶんきっと、言った自分が凄すさまじく恥はずかしくなったのだろう。新聞を使ってわざとらしく顔を隠かくしているあたり、バレバレだ。

　その気持ちは良く分かる。何せ、聞いた僕も堪たまらなく恥ずかしくなってしまったのだから。全身が粟あわ立だつのを感じて、あまりの怖おぞ気けに身体からだの震ふるえが止まらない。

　誤ご魔ま化かすようにことりちゃんの不味いベーコンエッグを掻かき込む。口の中に広がる不自然な苦味と酸さん味みは、ちょうど良い気付け薬だ。

　空いた食器を流しに放り込み、部屋に戻もどって外出の準じゆん備びをする。

「ちょっと出てくるよ」

「ああ……」

「父さん、ありがとう」

　その瞬間、何が自分にとって最も適てき切せつな方法なのか迷まよう事がある。

　自分が全すべて上う手まくこなせるのか、不安はある。

　志乃ちゃんのように完かん璧ぺきに、自分の最適を選び続ける事なんて出来やしない。

　しかし瞼を閉じれば、そこに『彼女』の姿すがたはあった。

　僕はそのために───迷うのを止めた。
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　墓ぼ地ちに辿たどり着いた。

　長く蛇だ行こうした石いし段だんを上った先に広がる無数の墓石達。

　志乃はそれを眺ながめても、何も感じなかった。

　そもそも彼女は神も仏ほとけも信じていない。古代において宗しゆう教きようが果たした意味は理り解かいしていたが、少なくとも現げん代だいの日本で宗教が存そん在ざいしなければならない必要はない。相変わらず人は麻ま薬やくのように神かみ頼だのみを好み、死後の冥めい福ふくを無数の言葉と文字の羅ら列れつ、そして意味のない石に求める。

　脆ぜい弱じやくな思考である。

　彼らは生しよう涯がい、命の本当の重さに気づかないだろう。

　だが、それらに意味を与あたえる者がいて、信じるものがいるのなら仕方がない。

　少なくとも、ここに立つ者は誰も、真実の思いを抱いだいているのだから。

　彼にしてもきっとそうだろう。

「え～っと、大薙詩葉さんのお知り合いの方ですか？」

　先せん導どうするキララが、その男だん性せいに声を掛かけた。

　時じ刻こくは午前十一時。詩葉の手紙で指定された時間だった。

　男は三十前後といった年ねん齢れいで、暗い色のサングラスと真っ黒なスーツという、メンインブラックもかくやといった様相だったが、体たい格かくはと言うと見み栄ばえのしない中肉中ちゆう背ぜいで、オールバックにした頭とう髪はつは些いささか後こう退たいしている。

　カタギの人間ではない、とキララは直すぐに理解したが、しかし危き険けん人物だとも思わなかった。どことなく、その印象は普ふ通つうの人間が無理に箔はくをつけようとしているくすぐったさを感じさせたのだ。

『辰宮家ノ墓はか』

　そう書かれた墓石の前で、黙もく祷とうするように立っていた彼は、声を掛けてきたキララへと視し線せんを向けた。

「知り合い、と言えば知り合いだ」

　重たいものを引き摺ずるような掠かすれた声だった。

「何な故ぜなら、俺は旦だん那なだからだ」

「旦那って!?　という事は、竜宮会の！」

　大薙詩葉の夫、つまり彼こそが辰宮庵だったのだ。

　顔を調べていなかったのはキララの失しつ策さくではあったが、それ以上に驚おどろきだったのは、まさか竜宮会のトップが一人きりでこのような場所に現あらわれた事だ。

「別に、ただの墓参りだ。何か文もん句くがあるのか」

「いや……文句はありません。けど、それにしたって放火があって大変でしょうに」

「ふん、あの程てい度どの事でいちいち騒さわいでいられるものか」

「あの程度って……事じ務む所しよ襲しゆう撃げきは痛いた手ででしょうに」

　メンツに関かかわる問題は、たとえ小さい事でも徹てつ底てい的に排はい除じよするのがヤクザだ。

　そうしなければ力を誇こ示じ出来ない。法によって守られているわけでもなく、むしろ排はい斥せきされる側の存在である彼らは、明めい確かくな力なくしては存続出来ないのだから。

　だが、新会長である辰宮庵は動じない。

「なんとでもなる。で、そんな事を知っているお前らはいったい何者だ？」

「えぇと、ウチらはですね────」

「大薙詩葉の手紙に従したがってここに来ました」

　言葉を探さがすキララに代わって、志乃が言った。

　詩葉の手紙に指定された時間。そこに居いた人物。

　もし彼女の予知が正しければ、大薙の屋や敷しきで会った富士柳と同じようにそれだけで意味は通じるだろう。通じなければ、詩葉の負けである。

　果たして、庵は口を開いた。

「そうか……なら喜べ。ここがゴールだ」

　彼はそう言ってスーツの中へと手を差し込んだ。

　瞬しゆん間かん的に緊きん張ちようするキララを志乃は手で制せいする。

　危険はない、と。

「本当に来るとは思わなかった。あの女は、本物だったのかもしれんな」

　彼が取り出したのは、二通の手紙だった。

「昔、あの女から頼たのまれていたものだ。今日、この時間。ここに自分の手紙を持った奴やつが来るから、そうしたら渡わたしてやってくれ、と」

　手渡されたそれを確かく認にんする。

　一通には大薙詩葉という署しよ名めいしかなく、もう一通には『彼』の名前が書かれていた。

　前者は自分達が追っていたものだと分かる。だが後者は……『彼』へと宛あてられたものだった。

　志乃はそれらを開かい封ふうする前に、庵へと視線を向けた。

「……貴方あなたは、今回の事じ件けんについてどう考えていますか？」
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「こっちにだってメンツがある。売られた喧けん嘩かを買わずに捨すてるなんて出来やしない」

　当然の回答だった。だが、続きがある。

「けど、血が流れていない以上、馬ば鹿かみたいに拘こだわる理由もないだろう。こっちとしては無む駄だに大薙の当主代理とぶつかる意味はないし、警ポ察リ共もここぞとばかりに探さぐりを入れてやがる。これ以上何も起こらないのなら、そのまま終わらせるさ」

「……つまり、それが最さい善ぜんだと」

　志乃の問いに、男は「そうだ」とだけ答えた。

　最善の選せん択たくは最善の結末を呼よぶ。

　そんな事は───あり得ない。

　論ろん理り的に正しくとも、人ひとりの力で選びうる最善は、真の意味での最善とはなり得ない。

「貴方は……大薙詩葉を愛していましたか？」

　志乃は問うた。

「いいや、全く」

　辰宮庵は答えた。

「人として好ましく思う。あの女の生き様には誇ほこりを感じる。だが、女として愛した事は一度もない」

「では……何な故ぜ」

「何故？　そんなの決まってる。俺はな、愛に生きる者だ」

「愛、ですか？」

「お前みたいなガキにはまだ理り解かい出来ないだろう。だが、何い時つか分かる時が来る。人には追い求めるべき愛がある。それが決して手に入らぬものだと分かっていても、そいつの幸せのために全すべてを賭かけてやろうと思う瞬しゆん間かんが訪おとずれる。まして俺は一度失っているからな。なお更さら、女の幸せを願った」

　庵の瞳ひとみはサングラス故ゆえに見えない。それでも彼が本気である事を知るには十分だった。

　志乃は確信する。

「つまり貴方は……」

「俺はな、胸むねに無駄に脂し肪ぼうのついた女が大だい嫌きらいだ。あれは慎つつましやかな方が良い」

　ようやく解とけた紐ひもの先に在あるものが見えた。

　一人の人間が全て人間の最善を求めたわけではない。

　全ての人間が────。
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　今の僕ぼくに可か能のうな唯ゆい一いつの手しゆ段だん。

　たった一つの冴さえたやり方、なんて大それたもんじゃない。僕には志乃ちゃんや真白ちゃんのような特別な力も、鴻池先せん輩ぱいのような絶ぜつ大だいなコネクションも持ち合わせていない。ごくごく平へい凡ぼんな、本当ならこんな事件に関かかわり合うような人間じゃないのだ。

　けど、もうこれ以上誰も傷きずつく必要はない。

　彼女はもう解放されるべきなのだ。

　新たな未来を歩んで行くべきなのだ。

　そのために、僕が出来る事はあまりに少ない。

　それでも未来の幸福を願うのなら、精せい一いつ杯ぱい立ち向かおう。

　僕は墓ぼ地ちに立っていた。

　時刻は午後一時過すぎ。早すぎず、遅おそすぎず。

　それは『予定されていた時間』だったのだ。

　辰宮家の墓はかの前、詩葉が眠ねむるその場所には、書置き通り彼女が立っていた。

　彼女は今にも泣き出しそうな表ひよう情じようで僕を見つめていた。

　僕にどうして欲ほしかったのか、たぶん自分でも良く分かっていないだろう。ただ、もし僕がここに現あらわれなければ全てをなかった事にして、変わらぬ日にち常じようへ戻もどれると思っていた。

　けれど、僕は現れた。

　ことりちゃんは、弱々しい声で言った。

「やっぱり来ちゃいましたか」

「そりゃまぁ、来るでしょ。常じよう識しき的に考えて」

「ですよね……そういう人なんですよね」

　弱々しく微笑ほほえむことりちゃんの顔に、僕は琴恵さんの面おも影かげを感じていた。

　二人は良く似にている。性せい格かくが違ちがいすぎるためか分かり辛づらいけれど。

「君の答えを聞かせて」

「犯はん人にんは、おにーさんですね」

「……どうして、そう思うの？」

「どうしてなんでしょうね。ただ、他にアイツらに復ふく讐しゆうしようとする人が居いない事に気づいたからだと思います」

　確たしかに、辰宮に逆さからうなんて馬鹿げた事だ。

　彼らの力は社会的に認みとめられたものではないが、それでもこの町で生きていく限かぎり絶ぜつ対たいにその影えい響きようを受けてしまう。この町で平へい穏おんに暮らしたいのなら、その傘さん下かに入ってしまうか、あるいは徹てつ底てい的に無む視しするより他に無い。

　ただし……外部の人間なら話は別だ。

　辰宮は大薙家に取り入らなければならないほど足場が不確かな組そ織しき。

　大阪まで、その力は及およばない。

「けど、琴恵さんを疑うたがっていたんじゃなかったの？」

「あの女は確かに怪あやしかったです。けど、自分の家に放火するなんて出来ませんよ。だってアイツにはあの屋や敷しきしかないんですから」

「なるほど、確かに琴恵さんにとって屋敷は大切な居場所だ。自分のためには火を点けられないね。じゃあ、雄一郎はどうだろう？」

「ゆーいちろーは論ろん外がいです。アイツはそんな事、出来ません」

「それも分かっていたのか……」

　喫きつ茶さ店てんで携けい帯たいを渡わたした時、話をしたがらなかったはずだ。

　本当なら、久ひさしぶりの会話だったはずなのに。

「つまり簡かん単たんな消去法ですよ。あの女もゆーいちろーも違うのなら、残されたのはおにーさんだけです」

「……確かに、そうだね」

「別に、私はおにーさんの事を責せめてるわけじゃないですよ。むしろ感かん謝しやしてるんです。辰宮とあの女に苦しめられて、死んじゃったお姉ちゃんの復ふく讐しゆうだったんですよね。だから、怒おこってるのはそういう事じゃないんです。ただ、どうして先に教えておいてくれなかったんだろうって。だって悲しいじゃないですか。大好きなお姉ちゃんの復讐に、自分が関われないのって。そりゃ私はお腹なかがこんなですし、あんまり大きな仕事は出来ないかもですけど、協力くらい出来ますよ。おにーさんのアリバイくらい作れたのに。お姉ちゃんはおにーさんが警けい察さつに捕つかまったり危あぶない目にあうの、きっと望んでいないはずですから」

　ことりちゃんの瞳ひとみは真しん剣けんだった。

　微笑むその顔で───幸せな日々の中でさえ、本当に辰宮家や琴恵さんへの復讐なら何だってしただろう事を表明していた。

　敵てきか、味方か。

　彼女の中にはどこまでも、それ以外にないのだろう。

　だからこそ、僕は首を振ふった。

「ことりちゃん、駄だ目めだよ。君はもう、君自身とそのお腹にいる子の幸せのために生きるべきなんだ」

「そんなの、分かってます。言ったじゃないですか、私は絶対この子を産むんだって」

「うん……それを聞いて、嬉うれしかったよ」

　本当に、堪たまらなく嬉しかった。

　あれほど壊こわれてしまったことりちゃんに家族が出来たのだから。

「けれど、より大きな幸せのために。本当の救いを見つけよう」

　子こ供どもが元気に産まれてきて、それから親も元気なら、きっとそれはとてもとても幸せな事だ。少なくない人がどちらかを欠いている。ある人は親を失い、または子を失い。ある人は親に病があり、または子に病がある。

　誰だれにも平等に降り注ぐ不運。

　だからこそ、自由はないが健康な母親と、苦しんでいるが幸せな未来を得た娘むすめは、触ふれあえる距きよ離りにいるのだから、最さい大だい限げんに幸せにならなければならない。

　お腹の子供のためにも、絶対に。

「おにーさん？」

「君は賢かしこい子だと思う。直ちよく情じよう的過すぎて見えない部分が凄すごく多いけど、きっと僕なんかよりも真実を見み抜ぬく事の出来る瞳を持ってるんだろう」

　だけどその瞳は何時だってサングラス越ごしだ。

　本当はもっと沢たく山さんのものを見る事が出来るはずなのに。

「君と同じく、消去法でいこう。大薙の屋敷の放火だ。まず、雄一郎は除じよ外がいして良いだろう。次に、僕も除外出来る。何な故ぜなら僕が何もしていない事は、竜宮会の人間が目もく撃げきしているからだ」

　屋敷に火をつけたのは火か炎えん瓶びんであり、時じ限げん装そう置ちの取り付けは非ひ常じように難むずかしい。瓶が割われれば即そく座ざに炎ほのおは放たれる。だが僕は火事が発覚した時、竜宮会の人間に見られていた。

「で、でも……高い壁かべがありますし。直すぐには分からなかっただけじゃあ」

「確たしかにそうかもしれない。けど、屋敷の近辺は既すでに寝ね静しずまっていて暗かったんだ。小さな炎でも気付けたと思う。それにね、土塀はほぼ真っ直ぐに続いているんだ。火炎瓶みたいに炎を使えば絶ぜつ対たいに気付かれるよ」

　あの日、あの時間、竜宮会の人間が居いた。それが僕のアリバイなのだ。

「では、残されたことりちゃんなんだろうか？」

「私は違ちがいます！　そんな事！」

「そう。君でもない。だって、僕にアリバイがあるのなら、君だってあるはずなんだから」

　屋敷の敷しき地ちは広く、壁かべは四角形に長く続いている。

　それだけの範はん囲いをあの日見た二人だけでカバー出来るはずがないのだ。まして、彼らが居たのは勝手口である。

　僕はあの時、東側の土ど塀べい沿ぞいに南下していた。

　ことりちゃんと出会ったのは、その角でだ。

　つまり彼女は南側の道を歩いていたわけであり、そこには表門がある。

　表門───重じゆう厚こうな大薙家の力を感じさせるもの。権けん力りよくの象しよう徴ちよう的な存そん在ざい。

　そこに、誰も居ないなんて事があり得るのだろうか？　竜宮会、もしくは大薙家の人間が警けい戒かいしないなんて事が考えられるだろうか？

　そんなのは絶対にあり得ない話である。

「君はあの時、見み張はっている人間に気づいて引き返して来たんだね」

　ことりちゃんは涙なみだが出るほど迂う闊かつにも、何の変へん装そうもしていなかった。捜そう索さくされている事を知っているというのに、一目で分かる姿すがただった。

　ならば、僕のように警戒されている中を通り抜ぬけるなんて出来ない。

　つまり彼女はあの時、反対側から走って来たのではない。一度表門へと向かって、そこから引き返してきた、と考えるのが正しいだろう。

「どう？　何か間違ってる？」

「いえ……そうです、けど」

「けど、だとしたら本当に簡単な消去法だ。残されたのは一人だけだよね？」

　答える術すべのない彼女を見つめ、それから僕は視線をその身体からだの後方へと向けた。

　視線に気付いてことりちゃんも驚おどろいて振ふり返る。

　そこに居たのはもちろん、残された一人。

　大薙琴恵さんだ。

「そうよ。彼の言う通り、犯はん人にんは私よ」

　屋や敷しきの外側は厳げん重じゆうな警戒網もうが敷しかれていたが、竜宮会の人間も内側までは確かく認にん出来ない。

　背せの高い土塀は視界を遮さえぎり、そこで何が行われようとも誰にも気付けない。

　つまりあの場で自由に動けたのは、内側に居る者、琴恵さんだけだったのである。

「何で……こんな事っ！　何でなのよ！」

　一いつ瞬しゆん呆あつ気けに取られていたことりちゃんだったが、直ぐに激げつ昂こうした。

　たぶん彼女にとって何もかもが予想外だったのだろう。

　特に彼女を混こん乱らんさせているのは、急な再さい会かいだ。

「何なのよ、アンタはいったい何がしたいの!?　これ以上、どうしようって言うの!?」

　琴恵さんとことりちゃんが顔を合わせたのは、いったいどれくらいぶりだろうか。

　最後に言葉を交かわしたのは、何い時つだろうか。

　きっと長い時間、この親子には隔かく絶ぜつがあったのだ。

　母と子とは呼よべないくらいに、長くて深い断だん絶ぜつがあったのだ。

　けれど、それも今日で終わり。

　琴恵さんは僕へと視し線せんを向けた。

「貴方あなたから、語ってください。私からでは、全すべてが偽ぎ善ぜんになってしまう」

「僕から語ったところであまり変わらないと思いますし、それを偽善と呼ぶのは明らかに間違っている気がします」

「そうかもしれないわね。けれど、やっぱり私には無理よ」

　きっと、自じ己こ弁べん護ごにしてしまいたくないのだろう。

　だから僕は、代わりに口を開いた。全ての真実を告げる事を選んだ。

　新たな旅立ちを迎むかえることりちゃんのために。

「全ては、君のためだったんだよ、ことりちゃん」




＊　＊　＊




「私の、ため？」

　ことりちゃんは完全に混乱している。

　だから僕は、それを解ときほぐすようにゆっくりと、彼女の生しよう涯がいのように長く語る必要があった。

「詩葉の結けつ婚こんは大薙家と辰宮家の関係をより強めるためのものだった。けど、ここである疑ぎ問もんを感じない？　ことりちゃん、大薙家の一員であり琴恵さんの娘むすめである君に聞きたい。君は何の疑問も抱いだかないのか？　普ふ通つうに考えれば、詩葉の結婚は考えられない異常事態のはずなんだ」

「……どういう、事ですか？」

「分からないかな？　じゃあ、ヒントを出すよ。どうして詩葉は辰宮の墓はかで眠ねむっているのでしょうか」

　あるいは、早い段だん階かいでその違い和わ感に気付けていた人も居いるかもしれない。

　僕がこれまで語ってきた大薙家の性せい質しつや立場などを鑑かんがみれば、詩葉が辰宮姓せいを名乗る事はまずあり得ないはずなのである。

「現げん状じようをよく見てごらんよ。君の怒いかりはもちろん分かっているけれど、冷静に、琴恵さんの立場を考えてあげて欲ほしいんだ」

　広大な屋や敷しきの中で多くの人に傅かしずかれながら生きている琴恵さん。

　しかし彼女の立場から見たならば世界は瞬またたく間に一変する事だろう。まるでネガとポジのようにその在あり様は完全に切り替かわり、明るく輝かがやいていたものが暗く沈しずんでいく。

「大薙家は当主を失っている。その代わりを琴恵さんがこなしているわけだけど、女じよ性せいであるために代行という立場を超こえる事が出来ない。だからと言って、再さい婚こんも出来ない。それだと大薙の血を持たない当主が出来てしまうからね」

　琴恵さんと旦だん那なさんとの出会いがどんなものだったのかは分からない。政せい略りやく結婚なんて考える家なのだから、前時代的なお見合いだったのかもしれない。しかし、出会いや経けい過かがどうであれ、彼女は夫を失った後も大薙家のために働いたのだ。

　自分の人生をあの屋敷に賭かけたのだ。当主の妻つまとして、代理として。

「でも、いずれは確たしかな当主を据すえなければならないわけだけど、そうなると最も現実的且かつ最さい適てきな方法はなんだろう？　そんなの、決まってる。長女である詩葉が婿むこ養よう子しを取る事だ」

　ことりちゃんの瞳ひとみが大きく開いた。

　彼女もこの異常さに気付いたようだった。

「そう。どう考えたって不自然なんだ。何な故ぜ血を残す上で絶ぜつ対たいに必要な詩葉が辰宮姓を名乗っているんだろう。なんで嫁よめになんてやったんだろう？　血を重んじる人間が、長女をそうも簡かん単たんに外へ出したりするだろうか？　常じよう識しき的に言って、考えられないんだよ」

　必死になって何かを吐はき出そうと口を動かす彼女へと、僕は更さらに言葉を投げかける。

「例えば辰宮が長女でなければならないと訴うつたえてきたのかもしれない。相そう互ご利り益えきに繋つながる契けい約やくである以上、両者が条じよう件けんを提てい示じするのは当然の事だから。けど、それでもやっぱり大薙は受けないと思う。辰宮にとっても、そこまで望むような条件じゃないだろう。利益を追求する彼らにとって大薙家との繋つながりさえ得られたなら、相手が直ちよつ系けいでありさえすれば十分なはずだからね。大薙家にとっても、今後の興こう亡ぼうに関かかわり得るような重要な提てい携けいだったのかもしれないけれど、詩葉を失えば結果的に衰すい退たいするしかないわけだし」

「じゃあ……まさか。そういう事、なんですか？」

「そういう事。本当なら、辰宮との結婚はことりちゃんの役やく割わりだったんだよ」

　もし、あくまで可か能のう性せいの話として、詩葉に妹がいなかったなら、その場合は彼女が嫁に出されていたかもしれない。やはり考え難がたい部分があり、そもそもあのような提携話が生まれなかった確かく率りつの方が高いだろうが、あり得ないと断だんじるには僅わずかに足りないだろう。

　しかし現げん実じつとしてことりちゃんが居て、尚なお且かつ詩葉ともそう歳としは離はなれていない。よほど歳の差があり幼おさないのなら現代日本では政略結婚のカードとして使えないが、ことりちゃんの年ねん齢れいなら待つ事は出来ただろう。

　更に言えば彼女は昔から手に余あまる問題児であり、大薙家としては非ひ常じように切り易やすいカードである。むしろ彼らにとって渡わたりに船とさえ言えたのではないだろうか。

「で、でもっ！　だったら何でそれがお姉ちゃんに！」

「それは不思議だよね。いったいどんな力が働けば、ことりちゃんじゃなくて詩葉に話が移うつるんだろうか？　出来る限かぎり優ゆう秀しゆうで有ゆう益えきな婿むこを取るために残しておかなければならないはずの詩葉が何故選ばれたんだろうか？」

　例えば詩葉の希望だったとしたらどうだろうか。彼女は琴恵さんの娘であり直系の血を継つぐ第一子、つまりいずれ当主の妻となる者であり、新たな直系の当主を産む母体である。その立場は端たん的てきに言って琴恵さんよりも重要であると言えた。

　だが、立場こそ重要ではあるものの未成年である彼女にそう大きな権けん力りよくはない。経けい営えいに関して発言権はあったとしても決定権はなかった。

　では当主代理でありその力を持つ琴恵さんなのかと言えば、これも疑問である。

　彼女にそれほどの決定権があったのだろうか？

　嫁入りしてきた立場の彼女に、大薙家の将しよう来らいまで独どく断だん出来る力があったとは思えない。

　ならばそれ以外の誰かなのだろうか？　例えば古くから大薙家に仕えてきた使用人の誰かなのか。もしくは他の親族、分家筋すじの人々なのだろうか。

　しかしそれも考え難い。

　家を守る事を望む彼らにとって詩葉を嫁に出す意味はないし、何らかの思おも惑わくが潜ひそんでいるのだとしても琴恵さんと詩葉本人がそれに賛さん同どうしない限り実現は困こん難なんだ。

　また前ぜん述じゆつの理由から辰宮からの希望だったとしても同様である。

「それじゃあ誰にも不可能じゃないですか！　まさかおにーさんは宇う宙ちゆう人じんがやったとでも言うんですか？　幽ゆう霊れいとか呪じゆ術じゆつとかの力が働いたからだって言うんですかっ!?」

「いや、流石さすがの僕でもそこまでお馬ば鹿かな事は言わないから……」

　この流れで真っ先に出てくるのが宇宙人やら幽霊やらってのはどうなんだろうね？

　もし僕がそんな事を真顔で口にするような人間だと思われているのだとしたら、彼女とは一晩ばんでも二晩でもじっくり時間を掛かけて語り合う必要があるだろう。

　そのような超ちよう常じよう的な力なんて借りなくても、この『あり得ない解かい』を導みちびき出す方法が一つだけ、大きな輝かがやきをもって直すぐ目の前に横たわっているのである。

「一いち応おう、ある可能性を先に排はい除じよしておこう。実はこれを可能とした個こ人じんが居る。それはことりちゃん、君のお父さんだ。もし当主である彼がそれを望んだとしたのなら、不可解なこの契約も現実的な形を持ち得るだろう。けど、その事実はない……ですよね、琴恵さん」

「えぇ、そのような言葉も文字も一いつ切さい遺のこされていません。そもそも、あの人が亡なくなったのはことりが生まれて直ぐ、今から十六年も前の事よ。その頃ころはまだ辰宮はこの地を訪おとずれて居ない。それどころかまだ誕たん生じようもしていないのだから、あり得ません」

「そうですか。なら、もうどんな個人にも不可能だったと断言して構かまわないと思う」

「だったら、どうしてっ！」

「でも、個人では無理だからって、それが現実においても不可能だと決まるわけじゃない。というか、基き本ほん的に人間って集しゆう団だんで生きてるよね？　人はひとりでは生きていけないって、そんな精せい神しん的だったり経けい済ざい的な問題じゃなくて、『全すべての人はその活動を他者に依い存ぞんしている』んだよ」

　百億個こ星とまではいかないまでも、世界中のグルメを唸うならせる三ツ星シェフが作り出す料理は、生あい憎にくと無縁の僕は味わった事がないけれど、もしかしたらほっぺたが蕩とろけて地面に着地するほどに、この世の物とは思えないほど、奇き跡せき的なほど、非現実的なほどに美お味いしいのかもしれない。

　ここでは、そうであると仮か定ていしてみよう。

　出された料理は、現実ではあり得ないほどの美味である。

　だが……シェフはどのようにしてこの料理を作り上げたのだろうか？

　もちろん彼、あるいは彼女が只ひた管すら研けん鑽さんを重ね身に付けた知ち識しきと技ぎ術じゆつと経けい験けんと更なる発想によって生み出された事に疑うたがいはない。

　しかし、ではその料理に使われている食材は？　味を決定付け、姿すがたを隠かくしながらも舌したの上で存そん在ざいを主しゆ張ちようする調味料は？　食材を適てき切せつな形に刻きざむための包丁、味を加えるためのフライパンや鍋なべは？

　それはシェフが作り出したものなのだろうか？

「何かを成すために、一人の力はあまりにも小さく弱いよね」

　シェフがその料理を作り上げるためには、彼ではない無数の人々の力が必要だ。

　それが無かったとしたら、どれ程ほどの知識と技術と経験と発想があったとしても、料理は出来上がらない。

　そしてそれは、全ての人間活動に共通する。

「ことりちゃん、この世の中には本当に敵てきと味方しか居いないんだろうか？　君を傷きずつける者は全て敵なんだろうか？　その人達は延えん々えんと君を憎にくむだけなんだろうか？　そこに一切の善ぜん意いも好意も存在しないんだろうか？」

　だとしたら、どうなるのか。

　彼女が着ている服を作ったのは、彼女が生活する上で必要な食料を生産しているのは、彼女をこの地まで運んだ交通機関を運行している人は、敵なのか味方なのか。

「僕はそうは思わないよ。人は───人の感かん情じようっていうのはさ、もっと複ふく雑ざつなものなんだ。確たしかに全部が全部、善意じゃないかもしれないし好意でもなんでもないかもしれない。自分の利り益えきのためなのかもしれない。けど、だとしても、絶ぜつ対たいに零ゼロと一じゃない。少なくとも、僕も僕の周りに居る人達も、そして君の傍そばに居た詩葉達は、そうじゃなかったはずだ」

　服を作った人も、食料を生産している人も、交通機関で働いている人も、別にことりちゃんの事が好きでそうしているわけではない。彼らがそうしている理由は、彼ら自身の目的があるからだ。

　けれどその結果として彼女はここに居る。

　こうして生きている。

「誰だれか一人では無理だった。そんな事をする力も意味もなかった。けれど、もし全ての人がそれを望むのなら、どうだろう？」

　食材を育てている人は、それが美味しく料理される事を望んでいるだろう。

　調味料や調理器具を作る人だって同じ。

　そんな願いの中心にシェフは居て、だからこそ最高の料理は仕上がる。

「全ては、詩葉を中心とした、琴恵さんを始めとする大薙家の総そう意いだったんだ」

　一人では選べない未来を、全ての人が望んだからこそ得られた。

　そこには、自分自身で言った通り、純じゆん粋すいな善意ばかりが満たされていたわけではないだろう。現げん状じようを顧かえりみるに、少なくとも琴恵さんは地位を約束する二人の娘むすめを失っている。それは彼女の失しつ脚きやくを露ろ骨こつなほどに表していて、大薙家は何も彼女一人のものではない。琴恵さんが空けた椅い子すに座すわる者に困こまるほど、彼らは小さい組そ織しきではないのだ。

　具体的にどんな取り引きがあったのかなんて知らない。知りたいとも思わない。

　ただ、それでも僕は断だん言げん出来るのである。

　その時、全ての関係者がことりちゃんの解放を願ったのだ。

　全ての人が、その事例においてのみ『共きよう犯はん者しや』だったのだ。

「ことりちゃん、もう誰かを傷つけて自分も傷つくのは止やめよう」

「……でも、そんなの」

　恐おそれるように下がる彼女へと詰つめ寄よる。

　その悪あく夢むから、引き上げるために。

「君は何な故ぜ勘かん当どうされたんだと思う？　順じゆん序じよだてて、冷静に考えてみよう。詩葉を嫁よめに出した大薙家に直ちよつ系けいはことりちゃんしか居なかったんだ。それなのに、何故放ほうり出すような事をしたのかな？　もし君の考える通り、琴恵さんが家を守るために娘を売るような人なんだとしたら、これは絶対に考えられないよね？」

　真実の輝かがやきに怯おびえる彼女の手を強く握にぎり締しめた。

「君の考える世界なら、今頃君はお屋や敷しきに軟なん禁きんされているはずだ。失うわけにはいかない手札として厳げん重じゆうに、君の自由意い志しなんて一つも認みとめず。もちろん、ダーリンさんとの結けつ婚こんなんて論ろん外がいだよ。どこの馬の骨ほねとも思えないような男の子こ供どもを産む？　あり得ない！」

　先ほどの問いと同じ、あり得ない事が起こった理由。

　だから僕は問うた。

「答えて、ことりちゃん。君は今───幸せ？」

　詩葉の死後、暗く淀よどんだ瞳ひとみで全すべてを破は壊かいし続けたことりちゃん。

　誰の手にも負えないほど壊こわれてしまったことりちゃん。

　そんな彼女をダーリンさんは救ってくれて、その表情にはかつてのように笑顔えがおが戻って、おにーさんと呼よんでくれて、お腹なかの中に居る子供を絶対に産むのだと宣せん言げんするほどに辿たどり着いたのだ。

　これで、幸せじゃないなんて言えるはずがない。

　震えながら、彼女は僅わずかに頷うなずいた。

　それこそが答えだった。

　詩葉が願い、琴恵さんが、富士柳さんが、大薙家の人々が。

　共犯関係を結んだ故ゆえの幸福。

　一人では得られない幸福。

　それは彼女以外の多くの人が望んだ幸福。

　本当なら狭せまい籠かごの中で心をすり減へらしていくだけだったはずの小鳥は、沢たく山さんの人の手によって大きく広がる空へと羽ばたく機会を許ゆるされたのだ。なのに彼女は今もそこが檻おりの内側であるかのように錯さつ覚かくしている。

　ならば、僕はその間ま違ちがいを指し摘てきしよう。

　志乃ちゃんのように真実を鮮あざやかに指し示しめす力はないけれど。

　それでも僕は知っている。詩葉が教えてくれた『大きな家族』の姿すがただ。

　ずっとずっと傍そばにあった、気付くには弱すぎて、でも彼女を、僕を、人を支ささえ続けてきたもの。

　家族の定義について語れるほど偉えらくはない。ただ、血の繋つながりに限げん定ていされたものではない事だけは分かっている。もしそうなら、誰も家族にはなれないのだから。ことりちゃんとダーリンさんを繋いでいる見えない糸のように、それはこの世界に無限に広がり溢あふれている。

　僕はことりちゃんの手を離はなした。皮ひ膚ふ呼こ吸きゆうってのはかなり微び細さいらしいし、気功なんて知りもしないけれど、僕の手から彼女の手へと、必要な全ては渡わたせたと思う。それは何か物ぶつ質しつを介かいするよりも強く確かに、錆さび付いた動こ力こ源ろへと届とどいたはずだ。

　大だい丈じよう夫ぶ。

　世界は君が思うほど、孤こ独どくじゃない。

　だから後は、その背せ中なかを少しだけ押おしてあげるだけ。

　肩かたに手を乗せて、指先だけで叩たたく。

　それだけで十分だった。

　もうずっと───本当に気が遠くなるほど長い間、すれ違ってきた親子を対面させるには。

「……あっ」

「ことり、彼の話してくれた事は真実よ。私も詩葉も、そして貴女あなたは覚えていないでしょうけれど、乳う母ばだった富士柳も貴女の幸福を願っていた。大薙の生活に馴な染じめない貴女が、せめてどこかで幸せであり続けられるように、と」

「けど……そんな事したら……」

「貴女は一人の人間よ。大薙の血に束そく縛ばくされる事なく自由に羽ばたける翼つばさを持っている」

　それはもう、琴恵さんにはないもの。

　彼女はこれから一生飛び立つ事もなく、あの屋敷の中で静かに死んでいかなければならない。そこには一切の自由がない。

　だが、だとしても、希望はある。

　籠の中から、見上げる青空は。

　そこを飛ぶ君の姿を見られるのなら。

「ことり、子供が居るのね」

「……うん」

「私は良い母親にはなれなかったわ。だから、その分も貴女は良き母として、子供を一いつ杯ぱい愛して幸せにしてあげなさい」

　琴恵さんは踵きびすを返し……それから思い出したように一度止まった。

「……おめでとう、ことり」

　振ふり返る事なく投げかけられた言葉は、たぶん彼女にとって最高の賛さん美びだったはずだ。

「お、かあさんっっっ！」

　その叫さけび───そんな当たり前の言葉に、どれ程ほど遠回りをしたのだろうか。

　顔を合わせる事も無く、呼ぶ時は『あの女』と言っていた。

　敵てき意いを向け、拒きよ絶ぜつしていた。

　だとしても、それほどの断だん絶ぜつだって、何い時つかはきっと乗り越こえる事が出来る。

　背中を押した時、僕は気付いていた。

　少女であり母親でもある彼女の身体からだは重かった。

　それは命であり、人生であり、時間だ。

　ことりちゃんと琴恵さんの間にはそれだけの溝みぞがある。

　その溝は部外者が見れば実に微細で、恐おそれもなく跨またぐ事の出来るものである。しかし彼女はそれがどれほど力強く跳とぼうとも届かない距きよ離りだと錯さつ覚かくしていた。

　だけどそれは飛び越える事が出来るものだ。

　ことりちゃんの身体がフワリと浮ういた。高い空へと無限に飛ひ翔しようする。

　それはもちろん錯覚だった。ただ、彼女は走り出した。

「お母さんっ、お母さんっ！」

　抱だきつく娘むすめを、母は優やさしく受け入れる。

　抱き合う親子。

　その芸げい術じゆつのような美しさを遠く見つめながら、僕は再さい度ど認にん識しきする。

　もう誰も縛しばられるべきではない。

　こんな鎖くさりはもうウンザリなんだ。

　だから、僕は歩き出した。

　僕自身が救われるように。

　彼もまた救われるように。




＊　＊　＊




『ボクはことりの運命を見てしまったのです。妹が辰宮との縁えん談だんを強きよう制せいされた未来を。そしてその先に待つ破は滅めつを。故ゆえに彼女を救うため、あらゆる手しゆ段だんを考えました。ボクにとってことりは掛かけ替がえのない大切な子だったのです。だから、たとえ自分の命を失おうとも幸せにしてあげたかったのです。

　ですが、ボクの計画には一つだけ欠けつ陥かんがありました。それはどうしても埋うめる事の出来ない大きな穴あなであり、ボクにも妹にも母にも、誰にも相そう殺さいする事の出来ない強い流れでした。何な故ぜその時まで気付けなかったのでしょうか。言い訳わけをさせてもらうなら、気付けるはずもなかったのです。何故ならボクがまだ自分の力に気付かなかった頃ころに出会ってしまった……そこから始まってしまった悲ひ劇げきだったのですから。

　誰にも止める事の出来ない破滅を、随ずい分ぶんと長く悩なやみ続けていました。ボクにはどうしてもそれを回かい避ひする術すべが思いつきません。彼を止める為ためには全すべてを投げ出す必要がありましたが、そうすれば妹は苦しみ破滅します。両りよう天てん秤びんの地じ獄ごくは本当に長く続きました。

　ですが、ボクはその日、彼を止める事の出来る力を見つけました。その人はとても平へい凡ぼんで他の皆みなと同じように幼おさなく、弱い存そん在ざいでした。それでも、ボクにはその人以外にはあり得なかったのです。

　何故でしょうか。何故そう思ったのか、ボクにも分かりません。ただ、その人は特別だったのだと思うのです。幼く弱い存在だというのに、何故だかそう思ったのです。もちろんその人本来の力だけでは足りません。必要となるのは彼の強く深い力に打ち勝てるだけの思いでした。そう、それは彼と同じ力。同じ思い。ですからボクは、その人に近づきました。それで全てが上う手まくいくと確かく信しんしたのです。

　お母さんの説得は容よう易いでした。同じようにことりの将しよう来らいを心配してくれていたのです。お世話になった富士柳も同様です。二人はことりのためにと同意してくれました。もちろん、この時点でボクが死ぬつもりである事は話していません。

　二人を説得し、そこから更さらに屋や敷しき内で話を回していきました。賛さん同どうしてくれる人、反対する人、それぞれ居いましたがボクには成功する事が分かっていました。特に嬉うれしかったのが、辰宮庵さんが賛同してくれた事でした。彼はことりの事を愛し、あの子の幸せのためにと受け入れてくれました。屋敷の有力者を味方にし、辰宮家の親分さんまで仲間にした後は利り益えき分配だけです。誰もが口では反対しながらメリットを話せば手放しで賛同しました。

　ですが、何もかもが上手くいったわけではありませんでした。何時からでしょう。ボクは気付かぬ間に彼に惹ひかれていたのです。ボクはずっと長く、自分の死を前ぜん提ていとして生きていたのです。クラスメイトとも必要以上に親しくならないようにしてきました。ですが、いざその人と親しくなって、気付いてしまったのです。

　どれ程の苦しみを与あたえてしまうのでしょうか。ボクの失敗を補おぎなうための道具として使われるその人は、どれ程の悲しみを抱いだくのでしょうか。最後に待っているのがどうしようもない喪そう失しつだと知って、それを乗り越える事が出来るでしょうか。

　ボクは理り解かいしました。その人はきっと乗り越えてしまう。苦しみも悲しみも真正直に受け止めてしまう。本当はそんな事を出来ないはずなのに頑がん張ばってしまう。

　それに気付いて、でも止める事は出来なくて、今こうして悩んでいます。未来に居るボクは結果的に全てが上手くいく事を知っています。ですが、それでも傷きずつく事が前提である故に迷いがあります。

　ですから……貴方あなたに託たくします。今を生きる貴方が選んでください。

　もしボクが正しいと思うのなら、もう一通の手紙を渡わたしてください。間ま違ちがっていると思うのなら、手紙は捨すてて妨ぼう害がいしてください。これが、ボクから貴方へ遺のこす願いです』




　手紙を読み終えて、真白は語る。

「予知能のう力りよく者しやは、黙だまっていれば永えい遠えんにその力を疑うたがわれる事がありません。何も言わなければ、それが外れる事もないからです。それと同じく、予言がなければ、それが正しいのかどうかという疑問も顕あらわれないでしょう。これらの手紙も、そういうものだったのでしょうね」

　三人は墓ぼ石せきから離はなれ、石いし段だんを下っていた。

　辰宮庵は既すでに彼の住む世界へと戻もどっていた。

　一目見て愛してしまった女の姿すがたを見る事もなく、言葉を交かわす事もなく。

　それが彼の言う『愛に生きる』在あり方なのだろう。この世界の何ど処こかで幸福を感じていられるのならば、それ以上に求める事はない。

　大薙ことりの幸福を願う一人───彼女の知りえない家族として、彼は自分の未来を歩いて行くのである。

　そう、誰もが過か去こから現げん在ざいへ、現在から未来へと歩いていく。

　それはこの世に存在する物ぶつ質しつである以上、普ふ遍へんである。

　だが、もし未来からの視し点てんが存在するならどうだろう？

　書店へ足を運んでみれば良い。あるいはネット上を検けん索さくしてみるのも良い。

　そこには数え切れないほどの歴史上のｉｆを扱あつかった作品が並ならんでいる。それは古代から近代まで存在しているが、見つけ易やすいのは太平洋戦争だ。日本の戦せん艦かんが活かつ躍やくしレシプロ機が米軍に立ち向かう作品が呆あきれるほど溢あふれている。

　当時を生きる者にはあり得なかった選せん択たく肢しを、その作品は描えがいている。

　それと同じ事を詩葉は望んでいる。未来に立って、歴史の分ぶん岐き点てんを示している。

「志乃ちゃん……」

　声を懐なつかしく感じる事は、明らかな異い常じようだった。

　それでも、彼女は階段を上ってくるその声を求めていたのである。

「それに先せん輩ぱいも、真白ちゃんも。やっぱり、素す直なおに帰る気はなかったんですね」

「別に言い訳はせんよ。でも邪じや魔まはせんかったやろ？」

「そういうのを言い訳って言うんだと思いますけど……ま、良いです。それで、今日はいったいどうしてこんな所に？」

　困こまったようなその微笑ほほえみが、冬の凍こおりついた大気を溶とかすほどに温かく、志乃は答えに少しだけ迷まよった。

　キララも真白も口を挟はさまなかった。

　最後の選択は志乃によって下されるべきものだったからだ。

　手紙を読めば分かる。

　詩葉が求めていた事の意味を。何な故ぜこのような挑ちよう戦せんを残したのかを。

　つまり、彼女は選べなかったのだ。

　彼女は常つねに最さい善ぜんを選び続けてきた。妹であることりのために、未来の視点から過去を変えていた。書店に溢れるｉｆ小説のように、定まった未来を回かい避ひすべく思考していた。

　だが、それが本当に正しかったのかは、その後に訪おとずれる現在に生きるものにしか下せない。

　たとえｉｆの世界で太平洋戦争に勝利しようとも、それが良かったのかどうかは、それを書いている作者にも分かりはしない。判はん断だん出来るはずがない。もし判断可か能のうなのだとしたら、その人間は特とく殊しゆな思想の持ち主か何も考えていないかのどちらかだ。

　未来から観かん測そくする過去を編へん纂さんした現在が正しいかどうかなど、そうして生まれた現在に生きるものにしか選べない。

　このまま『彼』を進ませれば、きっと傷きずつく事になるだろう。

　大切なものをなくしてしまうだろう。

　しかし、それ以外に相殺する手しゆ段だんはない。そして相殺出来なければ永遠に苦しみは続いてしまう。詩葉が組み上げたロジックは完かん璧ぺきだ。覆くつがえす術すべは存在しない。

　だが、それは『彼』にとっての苦しみでもある。

　過去の彼女も、未来の彼女も選ぶ事が出来なかった。

　だから今を生きる誰だれかに託した。『彼』に送られた手紙を見る事が出来るほど親しく、それを心配して九州の地までやってくるほど近しい誰かに。

　真白が言った通り、予知能力者は黙っていればその力を疑われない。

　もし誰も最初の手紙にある暗号に気付かなければ、富士柳は誰にも手紙を渡す事はなく、辰宮庵も待ちぼうけを食くらい、やがて去っていっただろう。

　そうなったとしても、詩葉の計画に支し障しようはない。

　彼女の考えるままに計画は進行し、確かく実じつな結末を迎むかえただろう。

　言うなれば志乃達の存在、『ことりのはか』から掘ほり出した手紙は詩葉の計画にとって意味のないものだった。彼女はむしろ、妨害する余よ地ちを与あたえるためにそれを遺したのだ。

　現在、傍そばにいる者に。

「……大薙詩葉から、貴方へ」

　だから志乃は、未み開かい封ふうの手紙を『彼』へと渡していた。

　止める事は出来る。また、そうするべきだとも思う。

　けれど『彼』の顔を見て、志乃は自然に選んでいた。

「ねぇ、志乃ちゃん。なかった事にして良い過去なんて、ないよね」

「分からない。望むのならそれを選ぶ権けん利りは存そん在ざいしているのかもしれない」

「そっか。うん、だったら僕ぼくはやっぱり、なかった事になんてしたくないよ」

「そう思うのなら、そのようにすれば良い」

　志乃は少し言葉を溜ため、そして言った。

「……私は、貴方あなたの味方だから」

「ありがとう。行って来ます」

　すれ違ちがい、離はなれていくその背せ中なかを追う事はなかった。

「シノシノは、ええ女やなぁ」

　頭を撫なでてくるキララから逃のがれるように、志乃は階段を下りていった。

　その途と中ちゆうで男とすれ違う。見た事のない顔だった。

　だがそれが誰なのか、もう分かっていた。
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　長く抱だき合う二人を残して、僕は石段を下っていた。

　初日、ここへやってきた時、戻もどるべき道どう程ていだと知っていた。

　一度上ってしまえば、後には退ひけない。

　それはつまり、彼と立ち向かうという意味だったのだから。

　本当に、我われながら女め々めしい感かん情じようだとは分かっていても、出来る事ならこのまま会う事もなく大阪へと帰ってしまいたかった。そうすれば、僕らはきっと来年も変わらないまま、心の奥おく底そこに潜ひそむしこりを残したまま、笑って再さい会かいする事が出来ただろうから。

　だが全すべてはとっくに始まっていて、今もまだ終わらないままなのだ。

「さて……こちらは一いち応おう解かい決けつしたみたいだけど。お前はどうするんだ？」

　逃にげる事は出来ない。

　石段の途と中ちゆうで、僕はそう言った。

　そこに彼は座すわっていた。段差の低い階段の途中で足を窮きゆう屈くつそうに曲げ、祈いのるように指を組みながら広がる空を眺ながめていた。そのままで、顔を向けようともしない雄一郎に、僕は言葉を投げかける。

「事じ務む所しよの火事、本当はお前がやるつもりだったんだろう？　大きな被ひ害がいが出るようにして、更さらにそこにことりちゃんを示しめす証しよう拠こ品ひんを残す。もしそれが成功していたらどうなっただろう。ことりちゃんは追われる羽目になり、それを僕も、琴恵さんも見み過すごせない。特に琴恵さんはことりちゃんへの警けい戒かいを和やわらげるために動かざるを得なくなる。つまり、僕かお前のどちらかを犯はん人にんであるように仕立て上げなきゃいけなかったわけだ。けど、その場合、必然的に僕の方が怪あやしくなる。何な故ぜなら───お前は辰宮の人間だから」

　辰宮家、竜宮会。

　彼らは自分達の所しよ属ぞくを表明するために、常つねに竜りゆうを模かたどった装そう飾しよくを身につけている。

　雄一郎の服装から、それは見つからない。というか、このファッションに拘こだわりのある男が、毎日同じものを身につけるなど考えられない。

　ただ……ピアスだけ。

　ｌｏｎｇと描えがかれたそれだけが、一昨日と同じなのだ。

「それはロングじゃない、ｌｏｎｇロン───つまり竜だ」

　無数についた傷きずの所せ為いで見逃してしまいそうになるが、ｏの字の上には他とは違う、大きな傷があった。

「お前はあの事務所の中に居いたんだな。違うなんて言うなよ。それは、聞いてみれば簡かん単たんに証しよう明めい出来る事なんだからな」

「……別に隠かくしてたわけじゃないぞ。聞かれなかっただけだ」

「だろうね。お前の計画はお前らしくとんでもなく悪あく質しつだ。詩葉からの年ねん賀が状じようで呼よび出されたことりちゃんを疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいらせる。火事を起こしそれを僕に伝えて不安を煽あおる。琴恵さんだって、ことりちゃんを守るために動かざるを得ない。後はお前が何もしなくても勝手に事が動き始める」

　まさしく、ボタン一つで全自動。

　中長期的な計画を実行する上で最も難むずかしいのは、それを維い持じする事だ。

　だが、そのための土ど壌じようが出来上がっているのなら、後は小石の一投で事足りる。

「何を言ってるのか分からないな」

「考えてみれば単たん純じゆんな事なんだよ。琴恵さんはことりちゃんを逃にがすために、幸せにするために動いていたんだ。なら、今いま更さら呼び寄よせるなんて考えられない。ことりちゃんには復ふく讐しゆうする理由があるけど、少なくとも今は絶ぜつ対たいにあり得ない。何故ならお腹なかに子こ供どもがいるから。彼女は言ったよ、絶対にこの子を産むって。そんな大切な時に、自分から辰宮と戦うような事はしないだろう」

「だから何を言ってるのかさっぱり分からないって」

「僕らは部外者じゃなかった。むしろ僕らこそがこの一連の事じ件けんの犯人の最さい右う翼よくだったんだ。けど、残念な事が一つ。僕はことりちゃんの現げん在ざいの住所を知らないんだ。それどころか連れん絡らく先だって知らない。向こうだって僕の引ひつ越こし先を知らない。何せ、卒業の前に志村の家に行っちゃったんだから。携けい帯たいがあればそれでも何とかなっただろうけど、それを持っていなかった僕は連絡の取りようがなかったんだ」

「そうかよ。けど、俺おれが知ってた証拠もないだろうが」

「いいや、あるよ。お前は絶対にことりちゃんの近きん況きようを知ってた。だって言っただろ？　『気をつけろよ。守るもんがある奴やつは怖こわいぞ』って。お前だって知ってるはずだよな、あの頃ころのことりちゃんには守るべきものなんて一つもなかった。詩葉が死んだ時点で、彼女は全すべてを失ったんだ。だからこそ、何ど処こまでも暴ぼう走そうして誰にも止められなかった。なのにいったい何を守るって言うんだ？　そんなの決まってるよな。お腹の子供だ。お前は以前からことりちゃんが妊にん娠しんしていて、結けつ婚こんの予定がある事を知っていたんだ」

「……違ちがう。俺はことりと会って、直ちよく接せつ聞いたんだ」

「それは何い時つ、何処でだ？　答えてみろよ雄一郎」

　この場で一いつ切さいの虚きよ偽ぎは許ゆるさない。その気き迫はくで詰つめ寄る僕に、ようやく雄一郎は顔を向けた。

　軽けい薄はくさを感じさせながら嫌いや味みのない瞳ひとみが、今は揺ゆらいで見えた。

　彼がそれを知りえたチャンスは幾いくらでもあった。常にことりちゃんと一いつ緒しよに居たわけではない以上、僕が居ない時に彼女と会って話していた可か能のう性せいは否ひ定ていし得ない。

　しかし、僕はそれが『無い』と知っていた。

「お前はことりちゃんと会うわけにはいかないんだよ。この町にはあちこちに竜宮会の構こう成せい員いんが居るんだ。万が一にでもお前が彼女と一緒に居るところを見られたら、折角の安全域いきが失われてしまう。最大の容よう疑ぎ者しやの一人と親しくしているって事実はお前にとって最悪だからね」

「……そんなの、電話で」

「それは何時の事だ？　携帯の履り歴れきを見せてみろよ。それともことりちゃんの携帯を確かく認にんしてみようか。どっちでも構かまわないけど、嘘うそはもっと上じよう手ずに吐つくべきだ」

「でもっ！　お前の言うとおり俺があの年賀状を送った。いいさ、それは認みとめてやる。けどな、別に他意があったわけじゃない。ちょっとしたジョークだよ」

「お前はちょっとしたジョークで詩葉の名前を騙かたるのか？」

「っ!?　それは……だが！　だからどうだって言うんだ？　あの放火も、その後の事も俺は一切関かん与よしてない。全部小お母ばさんがやった事だろ！　なら俺は何も悪くないっ！」

「別に法ほう廷ていじゃないんだから、そういう具体的な違い法ほう行こう為いについてお前を責せめようなんて考えてないよ。っていうか、雄一郎は勘かん違ちがいしてる」

「な、に……？」

「事務所に放火した犯はん人にんは───僕だよ」




＊　＊　＊




　いやまぁ、なんと言いましょうか。

　一世一代の大おお嘘うそであり、少なくともこれまで健全に生きてきた我わが人生の中で、これまた一世一代と言える大だい犯はん罪ざいだった。

　もちろん、自じ己こ弁べん護ごさせてもらうと、間違っても人が被ひ害がいに遭あわないよう細心の注意を払はらっていた。ばら撒まいた灯油の量はかなり少なくしたし、延えん焼しようしないよう周囲に可か燃ねん物ぶつがないかもちゃんとチェックした。

　正月の真夜中に母親のママチャリを使い、我が家から繁はん華か街がいまで走った。前まえ籠かごには灯油を入れたポリタンクがあり、手て袋ぶくろ越ごしでも感覚を失っていく冷気に耐たえながら頑がん張ばったのだ。

　事じ務む所しよ付近に到とう着ちやくした時には息はすっかり上がっていたが、それ以上にこれからする事を考えると心しん臓ぞうが弾はじけそうなほどだった。寒さと暑さと疲ひ労ろうと恐きよう怖ふが混まざり合い、ガクガクと震ふるえながら犯行に及およんだのである。

　本当はそんな事したくなかったし、出来なかっただろう。ただ、瞼まぶたを閉とじれば見えてしまったのだから仕方がない。ことりちゃんと、彼女の子こ供どもと、そして琴恵さんが並ならんで微笑ほほえんでいる光景が。

　僕らは皆みんな──ただ一人を除のぞいて──その為ためにここに居いるのだから。

　その後はとって返して、無事家に辿たどり着いた時には完全に脱だつ力りよくしていた。にも拘かかわらず精せい神しんは高こう揚ようしていて、結局眠ねむりに落ちたのは目覚める三十分程ほど前だった。眠かったのも当然である。

　ちなみにことりちゃんに対しても嘘は吐いていない。屋や敷しきの放火は間違いなく琴恵さんの仕し業わざだ。何な故ぜなら僕がそうしてもらえるようお願いしたのだから。初日の話し合いとその後の流れから、琴恵さんへの疑うたがいを捨すてた僕は、二日に会った時、全ての事情を話して協力して貰もらう事にしたのだ。

　琴恵さんは『僕の事情』とことりちゃんとの和わ解かいのチャンスを用意出来る事を知ると、快こころよく協力を買って出てくれた。もちろん、今日ここにタイミングよく現あらわれたのも、予あらかじめお願いしていたからである。

　そんなわけで屋敷への放火は琴恵さんによるものだが、竜宮会の事務所への放火については誰なのか言げん及きゆうしていない。雄一郎と同じ言い方をさせてもらうなら、『聞かれなかったから』だ。

　だが、ことりちゃんに対しては全て彼女のため、という説明で十分だったが──実じつ際さいその通りなのだし──雄一郎には本当の事を語らなければならない。

「なんで、お前が……」

「簡かん単たんだよ。今年、この地で何が起こるか知っていたからだよ」

　雄一郎が火を放っていたら人が死ぬほどの大火事になっていた。そうなれば当然辰宮は黙だまっていられない。ただの悪戯いたずらではない以上、警けい察さつも本気だ。琴恵さんだって放火殺人という重すぎる罪つみからことりちゃんを守るため全力にならざるを得ない。ことりちゃんはことりちゃんで誰を疑うにしても、自分がやるべき復ふく讐しゆうを横取りされた以上、より大きな犯罪によって大薙の屋敷を狙ねらっただろう。

　つまり全員が全力でぶつかり合う状じよう況きようが出来上がるのである。

　その先にあるのは誰かの、あるいは全員の破は滅めつである。

「だから、先にやらせてもらったわけ。出来る限かぎり安全な方法でね」

　誰もが本気で傷きずつけ合う状況を回かい避ひするために、誰もが悪質ではあってもまだ話し合いで済すませられる程てい度どに先せん制せいする必要があったのだ。

　おかげで、雄一郎はこの一いつ件けんに関するイニシアティブを失う事になる。竜宮会の内部から火力を調整し、起こるはずだった抗こう争そうを激げき化かさせるべく、大きな火種を用意していたのだろうが、それを先に点火してしまえばどうしようもないのだ。

「その後は只ひた管すら時間稼かせぎだよ。ことりちゃんが竜宮会に捕つかまらないように気をつけながら、万が一お前じゃない可か能のう性せいを潰つぶすために琴恵さんと会ったり、使用人さんに話を聞いたりした。そして、確かく信しんが持てたから琴恵さんに話を通して、さっき言った通り火をつけてもらった」

　こういうのもマッチポンプと言うのだろうか。

　詩葉の願いの一つであることりちゃんの解放は、彼女を説得した理り屈くつだけでも一いち応おう可能だった。つまり、最初に会った時に全てを話してしまっても良かったのだ。

　ただ、彼女の性せい格かくを考えると若じやつ干かんの不安があった。憎にくしみのあまり理解を拒きよ絶ぜつしてしまう危き険けん性があったのだ。そしてその場合、僕には次の手はなく、理解してしまう事を恐おそれるようにダーリンさんの下もとへと逃にげ帰るのを止める術すべがなかった。

　もっと大人になれば自然と気づく事が出来るようになるのかもしれないけれど、出来るだけ早い方が良いに決まっている。

　だから、琴恵さんには自分で火をつけて、それをことりちゃんのためにしたかのように──もう一度言うがこれは間ま違ちがいなくその通りの行動なのだ──振ふる舞まってもらう必要があった。

　そうする事で、僕の言葉により力強い現げん実じつ味みを持たせたのだ。

「でも、それだけじゃない。頭の良い人ってのは、一つの行動に複ふく数すうの意味を持たせる事が出来るんだよね。知り合いの女の子を見ているとそれが良く分かる。今回の事だってさ、もう一つ時間を稼ぐ理由があったんだ。それはね、雄一郎。お前に負けを認みとめさせるためだよ」

「俺の、負けだって……？」

「お前は結局、何も出来なかっただろう？　僕はお前の行動に一いつ切さい干かん渉しようしていない。本当ならことりちゃんよりもずっと、一人にしておくのが怖こわいはずなのに」

　竜宮会の内部に居いて全てを把は握あくしている雄一郎は、状じよう況きようを自由に変化させる事が出来た。

　別の、新たな事件を起こし、破滅的な相関図を描えがく事も可能だったのだ。

　にも拘らず、この男は十分な機会を与あたえられながら動けなかった。最初に奪うばわれたイニシアティブを取り戻もどそうともせず、ただ見ているだけだった。

「新たに介かい入にゆうする事が出来なかったんだよな？」

「……お前、そこまで」

「分かってる。竜宮会に入ったお前も、彼らにマークされていたんだ」

　僕と詩葉が共に過すごした時間は非ひ常じように短い。厳げん密みつに計算すれば一年と満たないほどだ。

　対して雄一郎は幼よう稚ち園えん以来の付き合いで、他に深い友達を作れなかった詩葉と常つねに一いつ緒しよに過ごしてきた。そんな彼の存そん在ざいを、竜宮会が全く知らなかったなんて考えられない。入会する時点で、雄一郎が詩葉と近しい人間である事は気づかれていたはずだ。

　そして当然、彼の内側にある感かん情じようについても。

「普ふ段だんはそれほどじゃなかったのかもしれない。何事も起こらなければ、お前の事だからきっと頼たよりになる男として認められていたんだろうと思う。けど、放火事件が起きて、ことりちゃんが帰ってきている事を知った彼らは、お前に対しても疑うたがいを向けたはずだ。詩葉に関係する犯はん行こうであると分かった以上、その関係者を無む視しするはずがないからね」

　雄一郎が主犯だとまで疑ったかは分からないが、ことりちゃんの協力者として疑ぎ惑わくを向けられたのは間違いないだろう。

　だからこそ、全自動で破は滅めつへと向かうシステムが必要だったのだ。

　一度始まってしまえば手が出せなくなる事を知っていたからこそ。

　本当に、悪あく質しつな計画だと思う。

　何な故ぜならこれが一度動き出してしまえば、雄一郎をどうしようと止める事が出来ないのだから。たとえ彼が犯人だと両家に証しよう明めいしてみせたとしても、一度出来上がった対立構こう造ぞうは容易に解決しない。

　雄一郎を血祭りに上げればそれで終わりじゃない。実じつ際さいの事件へと発はつ展てんしてしまった『詩葉』という遺い恨こんの存在は、永えい遠えんに両家の間にしこりを残す事になる。それは進行状況に干渉できないという大きなデメリットを無視できるほどのメリットだった。

「だけど僕ぼくは、それを引っくり返してみせた。お前は、何も出来なかったんだ」

「……ふざけんなよ。そんなの、どうやって。あり得ない、それは全部分かってなきゃ出来ない事だろ！」

「その通り、全部分かってたんだよ」

「何い時つからだ！」

「最初から」

「……最初からって何ど処こからだよ」

　変わらない人ひと懐なつっこい表情の中に、明らかな不ふ愉ゆ快かいが見て取れる。

「一応、聞かせてよ。なんでこんな事をした？」

「なんで、だって？　お前、まさか本気で聞いてるんじゃないだろうな」

「僕は何時だって本気のつもりだよ。まして、ここでは絶ぜつ対たいに」

　僕と雄一郎の間には詩葉が居る。それはお互たがいに語る必要もない事実であって、だからこそ一切の虚きよ偽ぎも詭き弁べんも許ゆるされない。ここからは、詩葉に誓ちかう真実の場だ。

「俺は辰宮庵が許せない。小お母ばさんの事もことりの事も許せない。お前だって許せない。そう、お前だよ。お前が一番許せない。お前がもっとしっかりしていれば……お前がもっと強ければ、詩葉は死なないで済すんだんだ」

「どうしてそう思う？」

「どうしてだって？　そんなの、当然だろ！」

「でも詩葉は自分の死も予知していた。彼女は予知能のう力りよく者しやだったんだ」

「違ちがうっ！　そんな言葉で全部終わらせるなよ！　アイツはただ、逃にげられなかったんだ。アイツはお前らが助けてくれなかったから、死ぬしかなかったんだ！」

　目の前の闇やみを、そして埋うめ尽つくす過か去こを振ふり払はらうように雄一郎は腕うでを振るった。

　ただ空気をかき乱みだすだけの意味のない行こう為い。

　それが彼の激げき情じようだった。空回るだけの、強すぎる思い。

「未来予知だって!?　他に選せん択たく肢しがないのなら、そんなのは悲鳴と同じだ……っ！」

　今にも泣き出しそうな声、感情、表情、そして仕草。

　事実だと思った。詩葉のそれは悲鳴だった。

　吐はき出す術を知らない、吐き出す余よ地ちさえ持たない声だ。

　彼女はどうしようもなく、救われなかった。

　救いを求めても、それを絶対に得られなかった。

　ことりちゃんの救いを願う限かぎり。

　けれど……雄一郎は勘かん違ちがいしている。

「アイツは頭が良よ過すぎたんだ。だから、あんなに苦しんでた」

「だとしても……これは救いじゃない」

「責せき任にんを負わなきゃいけない奴やつらが野放しになってる。それが許せないって言ってるんだ！」

「それでも詩葉は救われないだろ」

「だからって見み逃のがせってのか！　全部許せって言うのかよっ！」

「復ふく讐しゆうなんてしたって……詩葉は喜ばない」

　それが彼の逆げき鱗りんに触れたのだろう。

　雄一郎は魂たましいの底から大きく、空へと叫さけんだ。

「んな事は分かってるよ！　お前なんかよりずっと長くアイツと居たんだ、そんなのは全部分かってる。アイツは自分が死んだ後に復讐を願うような暗い奴じゃなかった！　何時だって明るくて見ているだけで気持ちよくなるような奴だった！　だけどな、だったら答えてみろよ。死んだ人間がどうしたら喜ぶってんだ。アイツの苦しみは今何処にある！　死んだら全部それで終わりか？　アイツが死んでそれで全部終わりなのかっ！　アイツを苦しめてきたものはそのままなのか！　アイツを守れなかった奴らがそのまま幸せになって良いのか！　それならアイツは何であんなにも苦しんで、死ななきゃならなかったんだ！　答えてみろよ、答えられるなら答えろ！　お前が答えろっ！」

　復讐は馬ば鹿かげてるだとか、そんな事をしても意味はないだとか。

　そんな簡かん単たんな説得で人の感情はどうにもならない。

　そんな言葉で諦あきらめるような、悔くい改めるような、温ぬるい感情では動いていない。

　お願いだから、そんな簡単な言葉で終わらせないで欲ほしい。

　最初から意味なんてない。それが悲しいんだから。

　死者へと贈る言葉も贈おくる物もない。

　死後の幸福を信じているわけじゃない。

　天国や来世を信じられるわけもない。

　ただ……許せない。

　許せないのだ。

　詩葉の命と未来を奪うばった上に存そん在ざいしている全すべてが。彼女が苦しみの果てに辿たどり着いてしまった、辿り着かされてしまった未来の上で胡坐あぐらをかいてのうのうと生きている人間が。

　誰だれかが死ねばそれでリセットされるわけじゃない。

　詩葉が生きていた、その人生の証あかしは今も、これからもずっと残り続ける。

　勝手に美談にしないで欲しい。

　勝手に悲ひ劇げきにしないで欲しい。

　ハッピーエンドだとか、バッドエンドだとか、そんな言葉では終わらない。

　天国での幸福がどうたらこうたら、そんな生なま温ぬるい偽ぎ善ぜんは求めちゃ居ない。

　魂の救きゆう済さいなんて話は、それこそ来世でやって欲しい。

　階かい段だんの上、無数に並ならぶ墓はかの下には多くの人達が眠ねむっていて、死後の世界を生きているのかもしれない。そうだとしても、僕らにとって詩葉は今も心の中に在あるのだから。だから誰もが、生者のために生きている。

　ここに居るのは、生者だ。

　この場は、生きている人間の舞ぶ台たいなのだ。

　だからこそ。

　僕は彼と立ち向かう。

「けれど、もし───本人がそれを望んでいないのだとしたら？」

「……そんなの、分からない！」

「本当にそうなんだろうか？」

「死んだ人間の気持ちなんて分からない！　勝手に想そう像ぞうするだけだ！　アイツの気持ちをお前が勝手に想像するな！」

「勝手に想像してるのは、お前の方だっ！」

　僕は叫んだ。堪たまらなかった。

「もし、詩葉が生前に明めい確かくな意思を遺のこしていたのだとしたらどうする？」

「え────？」

　雄一郎の呼こ吸きゆうが止まった。

　僕はそれを体感していた。

　分かるのだ、彼の思考が。

　だってそれは自分と同じものだから。

　立ち位置が異ことなるだけの同じ駒こま。

　歩は歩の動きしか出来ず、故ゆえに次の動きが予よ測そく出来る。

　それが桂けい馬まであれ金将であれ飛車であれ、あるいはポーンであれクイーンであれ同じ。

　全部、分かっている。

「もし、そうなら。復ふく讐しゆうを本人が否ひ定ていしているのなら、関係ないなんて絶ぜつ対たいに言わせない。たとえお前がどう思っていて、全てを自分のためにするのだと明言したとしても。僕は、絶対に許ゆるさない。何が何でも、止めてみせる。詩葉の願いを叶かなえるために」

「……どういう、事、だ？」

「簡単な事だよ、雄一郎。詩葉は『本当』に予知能のう力りよく者しやだったんだ」

　信じて欲しいと彼女は何度もそう言った。

　とても信じられないような話を、それでも信じて欲しいと。

　今なら意味が分かる。

　彼女の願いが良く分かる。

　全てはこの瞬しゆん間かんのために。ここに辿り着くためには、詩葉への信しん頼らいが必要だった。彼女の予知が間ま違ちがいないと信じなければ、僕には雄一郎しんゆうを疑うたがう事なんて出来なかったのだから。

　そして、疑わない限かぎり彼の犯行を止める事が出来なかった。

　放火なんて絶対に出来なかった。出来なければ計画が始まっていた。始まってしまえば止められなかった。

　信じる思いだけが、次に始まる悲劇を止められる。

「もし、全ての真相と、その後起こるであろう出来事をしたためた手紙を彼女が遺していたとしたら？」

「……まさか」

　その、『まさか』だ。

　僕は雄一郎の書いた年ねん賀が状じようを見たからここに居いるわけではない。

　それ以前から送られていた、詩葉が書いた手紙を読んだからここに居るのだ。

　琴恵さんは言った。

『たった一枚まいの年賀状でわざわざ思い出したくもない過か去こへと戻もどってきた。それは私にとってとても不自然な事なのよ』

　僕はそれが正しいと思った。

　事実として正しかったかもしれない。

　もし年賀状が送られてきただけだったら、僕は無む視ししていたかもしれない。

　確たしかに詩葉の事は気になるが、しかし誰かの悪戯いたずらである事は間違いなく、志乃ちゃんを放ほうっておく事は出来なかっただろう。

　けれど、こうして立ち向かう事を選んだのは、たった一枚の年賀状のためじゃなくて、何枚もの便びん箋せんに綴つづられた詩葉の思いがあったからだ。

　詩葉の願いが、そこにしっかりと書かれていたから。

「雄一郎、僕はちゃんと言ったはずだよ。最初から、全部、分かっていたって」

　彼が名前を騙かたって年賀状を出す事も、その目的も。

　それがことりちゃんにも琴恵さんにも届とどいている事も。

　その後何が起こるのか。どうすれば防ふせげるのか。

　詳しよう細さいがあったわけではなく、志乃ちゃん達の登場やその他の出来事にも随ずい分ぶんと左右されてしまったが、概おおむね書かれていた通りに行動出来ただろう。

　つまり、今現げん在ざいの僕と詩葉の関係は、『共きよう犯はん者しや』なのだ。

「なんで……なんでお前がそんなの受け取ってるんだよ。そ、そんなの、全部未来が分かってたんだったらさ！　なんで俺おれのところにないんだよ！　俺に言えば良いじゃないかっ、俺に遺のこすべきなんじゃないのかよっ！」

　雄一郎の主しゆ張ちようは正しい。

　確かに、彼へ手紙を遺していれば思いとどまらせる事も可か能のうで、そうなれば年賀状が届く事も無く、僕らは変わらない正月を過すごしてそのまま変わらない日々へと帰っていただろう。ことりちゃんがこの町へと来る理由もなく、僕だって二日には大阪へと戻っていた。

　詩葉は、主犯である雄一郎へと手紙を残すべきだったのだ。

　なのに何な故ぜ、僕を使うという回りくどい方法を選んだのか。

「それは、お前が詩葉を信じてやれなかったからだ」

　これは僕の復讐なのかもしれない。

　これは僕の悪意なのかもしれない。

「お前が信じてやらなきゃいけなかったんじゃないのか!?　お前が……僕よりずっと前に出会ってるお前が信じてやれば、詩葉は死なないで済すむ未来を描えがけたんじゃないのか!?　詩葉が死んだのは誰の責せき任にんだ？　それはお前なんだよ！」

　その言葉は詩葉のものではない。

　僕自身が、心の底から生み出したものだ。

「信じてやれないお前の弱さが、詩葉を殺したんだ！」

　それがたぶん、決定打だった。

　雄一郎の全すべてを叩たたき潰つぶす、致ち命めい打だだ。

　彼と詩葉の関係を少しも疑ぎ問もんに感じなかったわけじゃない。

　自分よりもずっとずっと長い時間を共にして、きっと自分よりも深いレベルでの繋つながりを持つ雄一郎の存そん在ざいに、不安に良く似にた感かん情じようを抱いだかなかったわけがない。

　二人の関係はどうなんだろうか。

　雄一郎はどう思っているのだろうか。

　けれどそれを疑うたがう事は恐おそろしく、雄一郎も否ひ定ていするかのようにナンパな日々を送り、僕ぼくは何時の間にかその疑問を封ふう印いんしていた。

　でも、今こうして振ふり返ってみれば分かる。

「お前はずっと詩葉の事が好きだったんだ」

　過ごした時間の長さが感情の密みつ度どに関係するわけではないと思う。

　しかし雄一郎にとって詩葉はたぶん全てだったのだ。ことりちゃんと同じように、ただし、彼女ほど真正直ではなく。ずっとその思いを燻くすぶらせ続けてきた。

「お前に、何が分かる！」

「分かるさ！　お前は中ちゆう途と半はん端ぱだったんだ！　ナンパなフリをして誤ご魔ま化かしながら、特定の彼女も作らないで、詩葉の隣となりに居た！　女め々めしい感情に縛しばられて、それが詩葉も縛ってた！」

「ふざけんなぁっ、テメェ！」

　殴なぐられる、と理り解かいした時には既すでに顔面に拳こぶしが入っていた。

　相変わらず呆あきれるほど低てい性せい能のうな脳のうみそである。

　もんどりうって倒たおれる僕に雄一郎が乗りかかってくる。

　荒あら々あらしいマウントポジションで、拳を強く握にぎって殴りかかってくる。

　本能的なガードでも十分だった。向こうだって本能的な攻こう撃げきだ。的てき確かくなポイントへとは向かわず全て腕うでを叩く。

　けど、僕だってただ殴られてるだけでは終わらない。

　同じ思いだったのだから。

　ここで格かく闘とう漫まん画がなら『隙すき』なるものを突つくのだろうが、生あい憎にくとド素人しろうとにはそこまで頭が回らない。降ふり注ぐ拳を受けながら、思い切り拳を握り込こんで、がむしゃらに振り回す。

　雄一郎の顔面に叩きつけてやった。

　殴り慣なれていない拳は一割わりもまともにヒットしなかったが、それでも良かった。

　傍はたから見ていれば失笑ものの喧けん嘩かだって、僕らには必要だったのだから。

「自分の惚ほれた女の事まで人ひと任まかせにするなよ！　それならきっちりと諦あきらめろ！」

「お前に分かるか！　お前なんかに！　俺はずっとアイツの傍そばに居たんだぞ！」

「それがどうした！　誰もが前へと進んで変わっていくなかで、お前だけがそんな過か去こに留とどまったままだ！　お前は迷めい惑わくなんだよ！」

「お前はその程てい度どなんだ！　その程度の感情なんだ！　俺が一番詩葉を好きだった！」

「でも彼女は死んだんだ！　もう───死んだんだよっ！」

　何な故ぜ救えなかったのだろうか。何が悪かったのだろうか。何ど処こでどう間ま違ちがったのか。

　僕らには分からない。あまりにもその分ぶん岐き点てんは多くて、思い出は眼めも眩くらむほど鮮あざやかで残ざん酷こくで。だから逃にげるしかなかった。そこから逃げ出して、間違いを否ひ定ていするしかなかった。けれど、どれほど否定したって結果は変わらない。

　その結末がコレだ。

　間違った部分を何い時つまでだって追い続けるだけ。

　こんなのは、終わるべきなのだ。

　たとえそれがハッピーエンドでなかったとしても。

　その先にあるかもしれない幸せを掴つかむために、僕らは殴り合う。

　最初に出来た友達だった。十年後の同窓会で会っても笑って語らえる、そんな関係だった。誰よりも呼こ吸きゆうが合って、会話のテンポが最高だった。今こうして敵てき意いをぶつけ合っている最中にさえ断だん言げん出来る、最高の親友だった。

　だけど───いや、だからこそ。

　終わりにしよう。

　全部を。詩葉の死はなかった事になんて出来ない。するべきじゃない。

　雄一郎の拳が左の頬ほおを打った。その衝しよう撃げきに耐たえられず後頭部が硬かたい石の地面に叩きつけられる。

　一いつ瞬しゆん視し界かいが真っ黒に染そまり、光が戻ってきても淡あわく滲にじんだままだった。

　あぁ───やっぱり、喧嘩じゃ勝てないよな。

　雄一郎の顔が見える。怒いかりに歪ゆがんだその瞳ひとみに涙なみだが見えて、遠く広がる青空に輝かがやく星のように綺き麗れいだと思った。思えば彼は一度も泣かなかった。それは僕も同じで、人前で涙するには幼おさなすぎた僕らは、詩葉の死にこうして涙を贈おくる事も出来なかったのだ。

　まったく、遠回りにも程ほどがある。

「何をしている、止めなさい！」

　怒ど声せいが聞こえて、振り下ろされる拳が止まった。

　警けい官かんだった。

　きっとお墓はか参まいりに来た誰かが通つう報ほうしたのだろう。

　僕らはそうして離はなされ───別れた。
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「痛いたそうやな～」

「痛いですよ。って、いやマジで痛いんですって、嬉き々きとして触さわろうとしないでくださいっ！」

　しきりに人差し指を向けてくる極ごく悪あく非ひ道どうの鴻池キララ先せん輩ぱいを押おし返して、僕は顔面を防ぼう衛えいした。

　幸いな事に脳にもその他の器官にも一いつ切さい影えい響きようはなかったが、殴おう打だの痕こん跡せきは内出血としてくっきりと残されていた。今はガーゼで隠かくされているが、最初に鏡かがみで自分の顔を見た時は、そのあまりの滑こつ稽けいさに軽く鬱うつになったものだ。

　もちろん、当然ながら非ひ常じように痛い。触らなければただジンッと広がる熱を感じる程てい度どだが、軽く撫なでるだけでそれは激げき痛つうへと変へん換かんされる。まさに指先一つでダウンしてしまう状じよう態たいである。

　治ち療りようを受けた病院のガレージで、僕はキララ先輩のｂＢの後部座ざ席せきに乗り込んだ。

　同じように、助手席に座すわった真白ちゃんが興きよう味み深げに視し線せんを向けてくる。

「わたし、てっきり人って殴られすぎるとアンパンマンみたいになるものだと思ってましたけど、意外に不細工なんですね」

「……真白ちゃん、怪け我が人にんには優やさしくしてあげてください」

「あ、いえ。別に貴方あなたの顔が不細工と言っているわけではありませんから」

　フォローなのか怪あやしい発言だ。

「それは勘かん繰ぐり過すぎですよ。今の貴方は、非常に男前だと思います。一皮剥むけたようですね」

「どうなのかなぁ？　自分では良く分からないよ」

「自分では分からなくとも、わたしには良く分かります。やはり男だん性せいは一皮剥けていないといけませんね。皮を被かぶったままなのも可愛かわいらしいとは思いますが、それでは女性は満たされませんから」

「…………」

　コメントしづらいなぁ、全く。

　顔に熱が籠こもって頭の回転が遅おそくなっているのだから、もう少し話題を考えてもらいたい。

「けど……確たしかに痛いんだけど、今は悪くない気分だよ」

　雄一郎とは、きっともう和わ解かいは出来ないだろう。

　拳こぶしで語り合って友になる、なんて美談じゃない。

　僕らはただ、お互たがいの悪意をぶつけ合った。

　お互いの不信感を叩たたきつけ合ったのだ。

　それはいわば通つう過か儀ぎ礼れい、真白ちゃんの言うように一皮剥けるための作業だった。

　ごっこ遊びではない、本当の親友で、一人の女の子を大切に思った同どう志しだからこその決別。

　僕は僕の中にあったそれらを吐はき出す事が出来た。

　雄一郎もまた、そうだったはずだ。

　詩葉の死以来溜たまり続けてきたガスを、親友である僕らだからこそ吐き出す事が出来たのだと思う。

　そうする事で、ようやく次のステップに進めるのだ。

　雄一郎はまだもう少し時間が掛かかるかもしれないけれど、いずれきっと、新たな居い場ば所しよを見つける事が出来るだろう。

　と、真白ちゃんはニヤニヤとした嫌いやらしい顔で言った。

「それは実に良い初体け────」

「真白ちゃん、ごめん。しばらく黙だまってて」

「了りよう解かいです」

　言えば本当に黙ってくれる辺りが、彼女の優しさなのかもしれない。

　自分の楽しみのためだけにからかっているわけではない、という事の証しよう明めいなのだから。

「まぁ、けど……確かに一人前の顔をしとるで、今のアンタ」

　運転席へと乗り込んだキララ先輩がバックミラー越ごしに笑った。

　これってもしかして、キララ先輩に認みとめられたのだろうか？

　何な故ぜだか無む性しように気き恥はずかしくて、とっさに隣となりに座すわる少女へと視線を向けた。

「志乃ちゃん、どう？」

「……不細工」

「ありがと」

　流石さすがは志乃ちゃん。一いつ刀とう両りよう断だんさせたら世界一だ。

　そんな三者三様の優しさが嬉しくて僕は笑った。筋きん肉にくを動かす度たびに鋭するどい痛みが走ったけれど、感情を消す事なんて出来なかった。

　やっぱり『ここ』はとても温あたたかい。

　涙なみだが出そうなほど温かくて優しくて、僕にとって『帰るべき場所げんざい』なのだと思う。つまりそれが終わってしまった過か去この先に求めるべき未来なのだ。この嬉しさを、雄一郎にも感じて欲ほしいと思う。

「それで、本当に良いんか？　ご両親に挨あい拶さつしていかんで」

「はい、さっき電話で連れん絡らくしておきましたから。別に荷物もありませんし、大だい丈じよう夫ぶです」

「他に会いたい人は？」

「琴恵さんもことりちゃんも、会おうと思えば、これからは何い時つだって会えます」

　死なない限かぎりは、どれ程ほどの距きよ離りがあっても会う事が出来る。

　未来の、その先で。

　出来る事なら、次は彼女の子こ供どもが生まれた時が良い。

　僕には一つの確かく信しんがあるのだ。

　詩葉からの最初の予知。主語の欠落したあの言葉。

　僕はことりちゃんの『娘むすめ』を抱だいてみたい。

「そっか……ほんなら、帰ろうか」

「はい！」

　車は滑なめらかに動き出し、進路を大阪へと向けた。

　僕らの現げん在ざいがある場所で。

　そうして過去と未来の世界から、僕はようやく帰き還かんしたのである。
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『この手紙を読んでいるっていう事は、全部終わったんだね。どうもお疲つかれ様でした……なんて言葉じゃ足りないかな。いや、それ以前に今のキミにボクから掛けられる言葉なんて一つもないのかもしれない。キミが被こうむった肉体的だったり精せい神しん的だったりする苦労や苦く痛つうは今いま更さらボクの言葉じゃどうしたって償つぐなえないものだって分かっています。

　そう、キミも知っての通りボクは自覚的にキミを利用していました。自分でお願いしておいてなんだけど、本当に良く付き合ってくれたと思うよ。そこまで一いち途ずに思われていたかと思うと照れちゃうね～☆

　……ごめん、今のは自うぬ惚ぼれ。たぶんキミは他の誰だれが相手だって同じ事をするんだろうなって、ボクはずっとそう思ってました。うん、何時ごろからだろうね、気付いちゃったから。自分で言うのもなんだけど、我われながらとんでもなく酷ひどい女だと思います。キミと話すたび、キミと遊ぶたび、キミと過すごす全すべての時間、ボクは自分の醜みにくさを痛感していました。

　でもキミは、そんな全てを許ゆるしてしまえる人だって分かってしまって……少しだけ怖こわかった。なんでだろうね、嬉うれしいはずなのに、不思議な気持ちです。キミは確かに平へい凡ぼんな男の子だったけれど、非ひ凡ぼんな力を持っていたんだろうね。そしてその力は、たぶんボクのためのものじゃなかった。

　だからボクは、そんなキミに最後の予知を遺のこそうと思います。何のお礼も出来ないボクの、せめてもの気持ちとして受け取ってもらえたなら幸いです。

　実はこの手紙をキミに渡わたした女の子達にはある挑ちよう戦せんをしていました。ボクの行動が正しかったのかどうか、それを考えてみて、と。これをキミが読んでいるという事は、結果的に肯こう定ていされたわけでしょう。あ、もちろん、ボクが自殺した事がどうたらってわけじゃないよ？　そんなの未来に生きる人に聞いたって仕方がないしね。

　ボクの死は決まっていた。自分で決めたから。だからそれを覆くつがえす理り屈くつなんて何ど処こにも存そん在ざいしないし、誰にも不ふ可か能のうでしょう。そのために、キミを始めとして沢たく山さんの人に迷めい惑わくを掛けてしまったわけであり……やっぱり考えると本当に自分が嫌いやになる。もし許されるのならキミに大だい嫌きらいになって欲しいんだけど、そこまでの我わが儘ままはやっぱり駄だ目めだろうね。

　と、話が逸それちゃうからこれくらいにして、ボクがキミに贈おくる言葉を書いて、それでお別れにします。

　今キミの隣となりに座すわる女の子はある秘ひ密みつを抱かかえている。誰の記き憶おくも信じないで。そして救って上げて。それはキミ以外に出来ない事だから。孤こ独どくになった時こそ、忘わすれないで。ボクは未来に居いる。キミの家族は常つねにキミと共に在ある』




　意い識しきが緩ゆるやかに消えていく中で、僕は少しだけ詩葉と話をしたような気がした。

　それが幽ゆう霊れいだったのか妄もう想そうだったのかは分からない。

　たぶん後者だろうという自覚は、少しだけあった。

　でも、それでも良かった。

　ちゃんとそこで、さよならとありがとうを言えた気がしたからだ。
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　力の抜ぬけたその身体からだはシートを擦こすりながら倒たおれてきた。

　最初は肩かたに加重がかかり、やがて支ささえきれず膝ひざへと落ちる。

　志乃はそうして、自分の膝で眠ねむる『彼』の顔を見た。

「なんや、寝ねてもうたんか？　ったく、こっちはまだ何時間も運転やってんのに」

　ラッシュには若じやつ干かん早いものの、小さな渋じゆう滞たいは各所で発生し始めている。

　行きよりも苦労するだろう事は間ま違ちがいなく、キララは不満そうな顔で、オーディオのボリュームを下げた。

　仕方がない、と志乃は思う。

　本来のキャパシティを超こえた事じ件けんだった事は間違いない。

　一人では絶ぜつ対たいに対たい処しよしきれなかっただろう。それを支えたのは詩葉だ。

　彼女の存在が強い影えい響きようを与えていた。本来の力以上に引き上げた。

「支倉さん、あまり考え過すぎない方が良いですよ。死者は死者です、今の貴女あなたには何の関係もありません」

「……分かっている」

「過か去こに耽たん溺できする人は多く居ます。それは辛つらく苦しい記き憶おくであったとしても、多くの場合過去の回想は優やさしく甘あまいものとなりますから。不幸は麻ま薬やくです。誰もがそれに酔よう事になります。もちろん、それは悪い事ではありません。それでも構かまわないんですよ。そこで生きたい人は、そこで生きていけば良いんです」

　後こう悔かいは死に至いたる病だが、その甘かん美びな魅み力りよくは人を惹ひきつけて止やまない。

　誰もが一度はそこに立ち止まり、悔くいる自分を愛する。

　それは不ふ可か逆ぎやくな人生における一つの救いだ。

「ですが、貴女は選びました。二人で選びました。前へと進んでいく事を。ならば余よ計けいな事は考えずに前へと進み続けるべきです」

　真白の言う事は正しい。

　なかった事に出来るチャンスを蹴けって辿たどり着いた未来なのだ。

　全すべてを受け止める覚かく悟ごを持って踏ふみ出した一歩を、今いま更さらなかった事にするわけにはいかない。

　だが、志乃が考えているのは彼女とは全く別の事だった。

「……大薙詩葉は、本物だったのかもしれない」

「まさか予知能力そこ、ですか？　確たしかに優すぐれているとは思いますが……」

「彼女の『予知能のう力りよく』には不ふ確かく定てい要よう素そ、つまりは私達側の論ろん理りが混まじっている」

　とある、最高の天才だった少女の事を思い出す。

　彼女にしか理り解かい出来ない論理で、誰も理解出来ないまま全ての解かいを導みちびき出した少女。それ故ゆえに、最後の最後まで誰にも理解されなかった少女。孤こ高こうすぎた大天才。

　だがそれは異い常じようではない。世界は事実、突とつ飛ぴとしか思えない論理で作られている。

「人間が起こし得る誤ご差さは自然のカオスとは比ひ較かくにならないほど小さい。富山雄一郎の復ふく讐しゆう心しんを端たんとする今回の事件を予よ測そくする事はそう難むずかしい事ではなかった」

「はい。というか、わたしに言わせれば予想出来ない方が無む神しん経けいだと思いますね」

「けれど、彼女にとって私達の存そん在ざいは不確定だったはず」

「それは問題がないと言ったじゃないですか。別に必要なかったんですよ。止めようと考える人間が居いれば気付き、どうするべきなのか判はん断だんするだろうというものです」

「だとしたら、何な故ぜ『彼』に宛あてられた手紙は私達の手から渡わたされたのか」

　詩葉の計画に志乃達は必要なく、暗号も手紙も、全すべては気づく者がいたのなら、という保ほ険けんに過ぎない。

　しかし、もし実じつ際さいに彼女達が居なかったとしたら、辰宮庵が保有していた最後の手紙はどうなったのだろうか。指定された時間、誰とも会う事が出来なかった彼はそれをどうしただろう。

　焼き捨すてるような事はしなかっただろうが、同時に開かい封ふうする事もわざわざ調べて送る事もなかっただろう。

　つまり志乃という媒ばい介かい者しやなくしては、詩葉の最後の手紙は『彼』の元へと届とどかなかったのである。

　そんな事があり得るのだろうか。最後の言葉を不確かな方法で遺のこすなど考えられるだろうか。手に届かなくても良いような下らない言葉を遺したというのか。

「あり得ない……ですね、確かに。では、貴女と同じ、良く似にた属ぞく性せい。完全なる客観性でしょうか？」

「違う。人間や環かん境きようが本来持っているバラツキを制せい御ぎよする存在」

「まさか原げん因いんを作り出す力、ですか」

「変化の余よ地ちを持ちながら封ふう殺さつしているという点では正しい」

「それは……まるで神様ですね。そんなのは、もう『人間』とは言えませんよ」

　驚きよう愕がくし言葉をなくす真白。

　その隣となりで、話を聞いていたキララは憮ぶ然ぜんとした表ひよう情じようで言った。

「これはウチの車、つまりウチの領りよう土どや。そこで理解出来ん謎なぞの会話は止めてもらえるか？」

「言葉で説明するのは難むずかしいです。ただ、そうですね……要は全て自分の思った通りにしてしまえる人、と言えばイメージしやすいでしょうか？」

「なんやそれ。そんなん、魔ま法ほうやないか」

「魔法というか純じゆん粋すいな超ちよう能のう力りよくですね。本物の予知能力ですよ。思考から導みちびき出す予想も、妄もう想そうも、所しよ詮せんは狂くるう余地を持つ半はん端ぱな代しろ物ものです。そんなのは予知能力でもなんでもない。いえ、言葉の意味をそのまま考えるなら、予知能力はその程てい度どの代物なんです。本物は、『未来決定能力』とでも呼よぶべきでしょうか。思考では辿り着けない、妄想では足りない、不確かな未来を決定し固定する事の出来る『超能力』です」

「本当にそんなんがあるんやったら、恐おそろしい力やな」

「そうですね。けど、実はこの力には弱点があります。それは───認にん識しきを超える事が出来ないという点です。思考に頼たよった予知ではそもそも発生し得ない問題ですし、妄想では発生させる意味のないものですが、この『未来決定能力』は本人の認識に依い存ぞんしてしまいます」

「なんでや？　思った通りに全てが上う手まく行くんやろ？」

「だからこそですよ。例えば宝くじで一等を当てることは可能ですが、その賞金と同じ額がくのお金を空から降ふらせる事は出来ません。何故なら、そんな事は信じられないからです。現げん実じつ的に前後賞含ふくめて三億円というお金が空から降ってくる可能性は微び少しようながらも存在しています。現金輸ゆ送そう車しやを襲しゆう撃げきした強ごう盗とう犯はんがお金の入ったトランクと一いつ緒しよに突発的な竜たつ巻まきに吹ふき上げられ、トランクだけ自分の目の前に落ちてくる可能性は、この世界において必ず存在しているわけです」

　空から魚が降ってくるなんて誰にとっても笑い話だが、事実として存在している。

　世界で起こるあらゆる現象の中で、人があり得ないと断だん定てい出来る物は一パーセントにも満たない。

「けれどそれを信じる事は出来ない。あり得ないと笑ってしまって終わりです。そして、信じられない事は起こらない。言うなれば、現実味のない事は叶かなえられないのです。あ、そうか……だから彼女は死ななければならなかったんですね」

　誰もが楽しい日々が永えい遠えんに続くと信じていた。

　そんな日々の中で、詩葉は一人未来の世界から、そんなものがあり得ないと知ってしまったのかもしれない。

「つまり……詩葉って人は『本物』やった、と」

「分かりません。それを判断する術すべは、今のわたし達にはもう残されていませんから。そうでしょう？　支倉さん」

　その通りだった。最も早はや、詩葉が何ど処こまで見えていたのか、知る術はない。

　志乃にとっても、どうしようもないものだ。

　だがもし想像が正しいのだとしたら……。

　彼女は膝ひざの上で穏おだやかな呼こ吸きゆうを繰くり返す『彼』のズボンを見た。そのポケットには一通の手紙が入っている。

　志乃はそれを読んでいない。他の二人も同様だ。

　あるいは希望すれば読ませてくれたかもしれない。けれど彼女はそれを望まず、今後も生しよう涯がい開く事はないだろう。

　出来る事ならば、完全にその存そん在ざいを消して欲ほしかった。

　眼めの届とどかないところへ隠かくして欲しい。

　どうしてそう思うのかは分からない。

　彼女はそこに書かれているかもしれない文も章のを見たくなかった。

　ただ、思うところはあって、その点では興きよう味みがあるのも事実である。

　詩葉が本物かもしれないと考えた理由の一つでもあるが、この事じ件けんは出来すぎている。

　まるで霧きりの深い森の中で手を引く小人のように、常つねに傍そばに居て、『正しい場所』へと向かわせるかのような、人じん為い的な力を感じたのだ。

　それを思うと、少女の胸むねの内には不ふ明めい瞭りようなエラーが走った。

　膝の上へと視し線せんを戻もどす。ずっとそうしている。

　だが、穏やかな感情を求めるその行こう為いは結末の見えない問いをループさせた。

「でも実はわたし、一番の予知能力者は辰宮庵さんなのではないかと思います」

　無む限げんの問いから抜ぬけ出せない志乃を置いて、二人は会話を続けた。

「なんであの人が？」

「だってですね、彼と大薙家の結けつ婚こん話が出たのは随ずい分ぶん前だったのでしょう？　その時、詩葉さんが十分に成長していたのは分かりますが、ことりさんについてはちょうど成長期だったはずです。にも拘かかわらず、貧ひん乳にゆう好きであるという彼は、ことりさんを愛していました。それはつまり、彼女の胸むねがまったく成長しない事を予知していたのではないでしょうか？」

「た、単純にロリコンやったとは？」

「児童性愛者ロリコンと貧乳好きはイコールではありません！　全く別物です！」

「……そんな力強く言わんでも」

「いいえ、これは断だん言げんしなければいけません。酷ひどい誤ご解かいを解とくためにも、わたしは全面的に戦う気ですよ！」

「あ～……そうか。好きにしてや、どうせ時間はたっぷりあるんやからな」

　訳わけの分からない討とう論ろんに参加してしまったキララは涙なみだ目めだったが、眠ねむ気け覚ざましは必要だろう。

　バックミラー越ごしに後部座ざ席せきの二人を確かく認にんし、彼女は小さく息を吐はいた。

　オーディオの音を更さらに絞しぼり、鼻息の荒あらい真白の声に耳を傾かたむける。

　騒さわがしい前部と違ちがい、そこでは二人が静かに眼めを瞑つむっていた。




＊　＊　＊




　僕ぼくらはきっと、同じ夢ゆめを見ていた。

　寄より添そい、触ふれ合いながら。

　彼女の温ぬくもりから伝わる沢たく山さんのものと、僕から流れ出るそれらとが混まざり合う場所があった。そこは深く狭せまい洞ほら穴あなで周囲は暗く何も見えない。ゴツゴツと波打つ壁へき面めんをなぞるように進むと、最さい奥おうのすぼまりに彼女は独ひとりきりで座すわり込こんでいた。

「幸福とは、目を瞑り耳を塞ふさぎ口を噤つぐむ事です」

「それじゃあ、まるで死人みたいだ」

「より深い絶ぜつ望ぼうを前に、死によって救われる事もあるでしょう」

「それを否ひ定ていできるだけの力はないけど、やっぱり僕は違うと思う」

　過か去こをなかった事には出来ない。

　そう、したくない。今は強くそう思うのだ。

　だから僕らは進まなければならない。

　この閉とじられた穴あな倉ぐらを、外側からちゃんと突つき破やぶらなければならない。

「たとえその先に待つものが絶望的な未来であっても？」

「もちろんそんなのは嫌いやだよ」

「回かい避ひできないものもある。止められないものがある」

「そうかもしれない。でも大だい丈じよう夫ぶだって、そう思う」

　だってほら、背せ中なかを押おしてくれている。

　僕は一人じゃない。

　君も一人じゃない。

　二人ではなく、『みんな』だ。

　だからきっと、どうしようもない真実にだって立ち向かえるんだ。

「行こう、志乃ちゃん」

　彼女の手を取り、立ち上がらせる。

　一心に見上げてくるその瞳ひとみに微笑ほほえみかける。

　さあ───行こう。

　そしてちゃんと立ち向かおう。

　四月のあの日、あの事件の真実に。
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　あとがき




　はじめまして、あるいはお久しぶりです。上こう月づき雨あま音ねです。この度は本書を手にとっていただき、ありがとうございます。本書はシリーズ第八巻ですので、はじめましての方はご注意くださいませ。

　さて、今回の舞台はなんと九州は福岡です。地名を曖あい昧まいにしている理由は……まぁ、実はあんまりありません。本文中の描写から特定は容よう易いだと思います。ただし、例によって例の如ごとく、人が死んだり犯罪に関わったりする場所については捏ねつ造ぞうですのでご注意を。また、言うまでもなくフィクションですから実在する（以下略）とは全く無関係です。と、ちゃんと宣せん言げんしておかないと色々と怖こわい方々が登場していたりします。

　ちなみに、作中に登場するお寺も架か空くうのもので、私の地元──からは少し距きよ離りがありますが──にある大きな神社がモチーフになっています。

　その神社のある町には私の小学生の頃の恩おん師しが住んでいて、昔、何度か遊びに行った事があるのです。既すでに連絡なんて完全に切れていますが、今でも一番名前を覚えている教師です。給食の時間、早く食べ終わった生徒に肩を揉もませ、気が向けば強制的にドッヂボールに参加させられ、気に食わない事があると壁かべの張り紙をビリビリと破り捨て、私達が正せい座ざして謝あやまるまで許さなかった人です。

　ぶっちゃけ今の時代ならモンスターペアレンツの餌え食じきですね。子供にとって大人という生き物は不可解で不合理だと思いますが、それにしたって傍ぼう若じやく無ぶ人じんで、教室に君くん臨りんする暴ぼう君くんのような男でしたから、今なら確実に問題視されているはずです。

　暴力を振るう人ではありませんでしたが──その意味で絶対に生徒を傷つける人ではなかった──無む茶ちや苦く茶ちやな部分が多く、当時の私にとっては大だい嫌きらいで、でも好きな先生でした。とても不思議な感覚です。新年度の担任発表でウンザリしたはずなのに、その時間は中学高校の担任と比べて圧あつ倒とう的てきに大きな印象として残っているのです。

　嫌な記憶と好きな記憶とが並へい列れつして意識に残っている。もしかしたらそれは、好きなだけの記憶よりも、嫌いなだけの記憶よりもずっと強いものなのかもしれません。と、これは変な表現ですね。そもそも、どちらかに偏かたよった記憶なんてあるはずがありませんから。

　と、つまり今回はそんな感じのお話です。

　ちなみに今回、『僕』の高校時代の話が出てきたりしますが、私の高校時代はと言いますと……いや、多くを語る必要はないでしょう。桃色なエピソードなんて一つもない事は明めい白はくでしょうし。クラスに女子が居なかったという時点で終わってます。

　ま、それはそれで、負け惜おしみではなく気楽で楽しかったんですけどね。そもそも気楽でなければ生きられない人間なので、真ま面じ目めに勉強する事もなく、風が吹いたら遅刻して雨が降ったらお休みで、という日々でした。それは大学になってから更さらに悪化し、二回生前期の取得単位が六というトンデモビックリな結果を出したりもしました。我ながら、よく留年しなかったものだと思います。

　さてさて、次巻はいよいよ一巻から引っ張ってきた『四月の事件』です。『僕』と志乃の再会の物語であり、両者が決定的にズレてしまった出来事です。誰にも対たい処しよできない最悪の事件を前にして、進むべき道は、選ぶべき手段は。予知能力者は語っています。

　一応、二巻編成を考えていますが、どうなるかは未定です。もしかしたら一巻だけにまとめられるかもしれませんので。そのあたりは書いている途中で考えます。短い尺ならだいたいの規模は読めるんですが、長編となると未いまだに苦手です。

　けど、個人的な野望としては、いずれ八百ページほどの分厚い本を書いてみたいですね。こう……読むのに苦労するようなのを。大学時代、電車通学だったので車中の暇ひまつぶしに本を読んでいましたが、某大先生の作品なんかは持っているだけで腕が疲れたものです。そういう無茶っぽいのに憧あこがれてしまう年頃なのです。それに、結果的にはリーズナブルですしね。

　さてさてさて、最後に毎度の謝しや辞じを。

　イラストの東とう条じようさかなさん。素敵なイラストをありがとうございます。漫まん画がの方もいよいよ発売されそうですし、本当に感謝してもしきれません。

　担当のＴさん。今回ほとんど自由にさせてもらってありがとうございました。

　そして最後に読んでくださった皆々様に百万の感謝を。

　それでは、次巻にてまたお会いできますよう。
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